
令和元年度 下建公補第5号
天神ポンプ場(上屋建築)築造工事

設計図



A-0 図面ﾘｽﾄ A-40 階段詳細図（３）【参考図】 S-17

A-1 一般平面図 A-41 部分詳細図（１） S-18

A-2 水位関係図 A-42 部分詳細図（２） S-19

A-3 建築工事特記仕様書（１） A-43 展開図（１） S-20

A-4 建築工事特記仕様書（２） A-44 展開図（２） S-21

A-5 建築工事特記仕様書（３） A-45 展開図（３） S-22

A-6 建築工事特記仕様書（４） A-46 展開図（４） S-23

A-7 建築工事特記仕様書（５） A-47 １階天井伏図 S-24

A-8 建築工事特記仕様書（６） A-48 ２階・ＰＨ階天井伏図 S-25

A-9 建築工事特記仕様書（７） A-49 １階建具平面図 S-26

A-10 建築工事特記仕様書（８） A-50 ２階建具平面図 S-27

A-11 工事区分一覧表 A-51 ＰＨ階建具平面図 S-28

A-12 床面積求積図 A-52 建具標準図 S-29

A-13 建築面積求積図 A-53 建具廻り詳細図 S-30

A-14 法規チェックリスト A-54 水槽部付帯設備配置図　【参考図】 S-31

A-15 天神ポンプ場仕上げ表（１） A-55 １階付帯設備配置図 S-32

A-16 天神ポンプ場仕上げ表（２） A-56 ２階付帯設備配置図 S-33

A-17 水槽部平面図【参考図】 A-57 付帯設備詳細図（１） S-34

A-18 １階平面図 A-58 付帯設備詳細図（２）【参考図】 S-35

A-19 ２階平面図 A-59 付帯設備詳細図（３） S-36

A-20 ＰＨ平面図 A-60 水槽部 箱抜・埋込配管図【参考図】 S-37

A-21 ＲＦ平面図 A-61 1階箱抜 埋込配管図 S-38

A-22 立面図（１） A-62 2階箱抜 埋込配管図 S-39

A-23 立面図（２） A-63 ＰＨ階箱抜・埋込配管図 S-40

A-24 Ａ-Ａ断面図 S-1 構造細目共通図（１） S-41

A-25 Ｂ-Ｂ断面図 S-2 構造細目共通図（２）【参考図】 S-42

A-26 Ｃ-Ｃ断面図 S-3 構造細目共通図（３）【参考図】 S-43

A-27 Ｄ-Ｄ断面図 S-4 構造細目共通図（４）【参考図】

A-28 Ｅ-Ｅ・Ｆ-Ｆ断面図 S-5 構造細目共通図（５）【参考図】

A-29 Ｇ-Ｇ【参考図】・Ｈ-Ｈ断面図 S-6 構造細目共通図（６）【参考図】

A-30 Ｉ-Ｉ・Ｊ-Ｊ断面図 S-7 構造細目共通図（７）

A-31 Ｋ-Ｋ・Ｌ-Ｌ断面図 S-8 構造細目共通図（８）

A-32 Ｍ-Ｍ・Ｎ-Ｎ断面図【参考図】 S-9 構造細目共通図（９）

A-33 １階平面詳細図 S-10 構造細目共通図（１０）

A-34 ２階・ＰＨ階平面詳細図 S-11 構造細目共通図（１１）

A-35 ２階平面詳細図 S-12 水槽部伏図【参考図】 施工箇所名

A-36 断面詳細図（１） S-13 １階伏図 図面の種類

A-37 断面詳細図（２） S-14 ２階伏図 縮　尺 - 図面番号 A-0

A-38 階段詳細図（１） S-15 ＰＨ伏図

A-39 階段詳細図（２） S-16 ＲＦ伏図
事業所名 津市下水道局下水道建設課

名　　　　　称図番 図番 名　　　　　称 図番

図面ﾘｽﾄ

津市高茶屋小森上野町地内

工事名

令和元年度 下建公補第5号

天神ポンプ場

(上屋建築)築造工事

大梁リスト（１）

大梁リスト（２）

図　　面　　リ　　ス　　ト

名　　　　　称

大梁リスト（３）　【参考図】

小梁リスト

壁・小梁・床版リスト

壁リスト

底版リスト

７通りラーメン図

Ｃ通りラーメン図（１）

Ｃ通りラーメン図（２）

雑配筋図(階段室配筋図)（１）

雑配筋図（２）

雑配筋図（３）

雑詳細図(ホイストレース取り付け詳細図)

Ａ通り軸組図

Ｂ通り軸組図

Ｃ通り軸組図

Ｄ通り軸組図

１・２通り軸組図【参考図】

３・４通り軸組図

２階　柱リスト

ＰＨ階　柱リスト

５・６通り軸組図

７・８通り軸組図

９・１０通り軸組図

水槽部　柱リスト【参考図】

１階　柱リスト
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縮      尺 1/250

津市高茶屋小森上野町地内

一般平面図
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 1/100

津市高茶屋小森上野町地内

水位関係図

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-2

アップサージ水位▽+4.34



建築工事（躯体・仕上げ一式）

天神ポンプ場

津市　高茶屋小森上野町　地内

3,994.0 m2

ＲＣ造

  596.72m2

1,151.57m2

（ＴＰ　　　　　　     　）

３．工事種目

２．敷地面積

I　工事概要

１．工事場所

　　棟 名 称

　　構　　造

　　延ベ面積

　　工事項目

４．工事範囲

工事内容 前回工事 今回工事 次回工事 備考

躯体・仕上げ一式

躯体一式

仕上げ一式

外部仕上げ

内部仕上げ

外部防水

屋根

外部建具

内部建具

埋め込み金物類

II　工事仕様

１．共通仕様

　（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、公共建築工事標準仕様書(「建築工事編」最新版)(以下「標準仕様書」)及び

　　　工事区分一覧表及び図面による。

・ １章　一般共通事項

一般事項

・ ３　主任技術者等

※ 適用する　　　　　・ 適用しない

・ ４　技能士

　　適用工事種別

工事別

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

適用種別 工事別 適用種別

・ 鉄筋施工（鉄筋組立作業）

・ 左官　　・ 型枠施工

・ コンクリート圧送施工

・ とび

・ ブロック建築

・ ＡＬＣパネル施工

・ カーテンウォール施工

・ 防水施工

（・ アスファルト防水工事作業）

ブロック

ＡＬＣパネル工事

ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

防水工事

（・ 合成ゴム系シート防水工事作業）

（・ ウレタンゴム系防水工事作業）

（・ シーリング防水工事作業）

石工事

タイル工事

・ 石材施工（石張り作業）

・ タイル張り

木工事 ・ 建築大工

・ 建築板金（内外装板金作業）

・ 瓦葺き

・スレート施工

屋根及び

とい工事

金属工事 ・ 内装仕上げ施工

（鋼製下地工事作業）

左官工事 ・ 左官

建具工事 ・ ｻｯｼ施工　　・ ｶﾞﾗｽ施工

・ 自動ドア施工

塗装工事 ・ 塗装（建築塗装作業）

内装工事 ・ 内装仕上げ施工

（・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業）

（・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業）

（・ ボード仕上げ工事作業）

・ 表装（壁装作業）

・ ５　環境への配慮

　（１）グリーン購入法により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

　（２）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

　　　のとし、次の 1)から 5)までを満たすものとする。　

　　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

　　　　　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しない

　　　　　　か、放散が極めて少ないものとする。

　　　　２）防露材、保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、放散が極

　　　　　　めて少ないものとする。

　　　　３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキサンを含有しない難揮発性の

　　　　　　可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

　　　　　　放散が極めて少ないものとする。　

　　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、放散が極め

　　　　　　て少ないものとする。　

　　　　５）上記1)、3)及び4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

　　　　　　ホルムアルデヒドを発散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　６）上記 1)から5)のホルムアルデヒドの放散量は、7)の規制対象外（規制値をクリアーする規格

　　　　　　品・認定品）を適用する。

　　　　７）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の規制対応品の区分は、次のとおりとする。　　　　

　　　　　　規制対象外(規制値をクリアーする規格品・認定品）

　　　　　　　(1)JIS及びJASのF☆☆☆☆

　　　　　　　(2)建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

　　　　　　　(3)下記表示のあるJAS適合品

　　　　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗装使用

　　　　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗装等使用

　　　　　　第三種

　　　　　　　(1)JIS及びJASのF☆☆☆

　　　　　　　(2)建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

　　　　　　　(3)旧JISのEo

　　　　　　　(4)旧JASのFco

　（３）工事に使用する各種材料については、アスベスト含有建材を使用しない。

・ ６　材料の品質等（1.4.2）

　（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS又はJAS

・ 仮設工事

・ １　本工事における適用特記工事種別

・ 土工事 ・ 地業工事

・ 鉄筋工事 ・ コンクリート工事 ・ 鉄骨工事

・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCパネル･押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 ・ 防水工事

・ 石工事 ・ タイル工事 ・ 木工事

・ 金属工事 ・ 左官工事

・ 建具工事 ・ 塗装工事 ・ 内装工事

・ ユニット及びその他の工事

（1.3.2）

　（２）製造所名及び製品名が記載された材料は、当該製品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

　　　　用する場合は、監督職員の承諾を受けるものとする。

　（３）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価

　　　　名簿(最新版)」（以下「評価名簿」という。）によると記載された材料は、評価書の写しを

　　　　監督職員に提出するものとする。

　　　　この場合、評価書の写しをもって、「標準仕様書」 1.4.2(b)に規定する「設計図書に定める品質

　　　　及び性能を有することの証明となる資料」の提出を省略することができる。

　　　　「評価名簿による」と特記されていない場合でも優先して採用するものとする。

公共建築工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

　　　　施工範囲

現況ＧＬ

請負者は下記の資材の使用に際し、再生資材を利用するものとする。

使用箇所は図示による。

・ 本工事は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（(平成１２年法律第１０４号)。以下

　「建設リサイクル法」という。）に基づき、特定建設資材の分別解体等及び再資源化等の実施につ

　　 いて適正な措置を講ずることとする。

 　　  なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、以下の積算条件を設定

　　 しているが、工事請負契約書「解体工事に要する費用等」に定める事項は契約締結時に発注者と請

　　 負者の間で確認されるものであるため、発注者が積算上条件明示した以下の事項と別の方法であっ

　　 た場合でも変更の対象としない。

　　　 ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件により難い場合は、市監督員と

　　 協議するものとする。

 　・ 本工事は、「建設リサイクル法」による規模について、「対象建設工事」に該当しないが、特定

　　 建設資材の分別解体等及び再資源化等の実施については、建設リサイクル法に準じ適正な措置を講

　　 ずることとする。

　　　１）分別解体等の方法

　　　 ２）再資源化等をする施設の名称及び所在地

※上記 2)については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。

  なお、請負者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。

　ただし、現場条件や数量の変更等、請負者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。

３）その他

・ [　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

・ 13　室内空気中の化学物質の濃度測定

　　 　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　　 の濃度を測定し、厚生労働省の定める指針値以下であることを確認し、報告すること。

　　 　なお、測定は委託団体が発注する別途工事又は家具の設置等が行われる前に行う。

　　　測定機器　　：パッシブ型採取機器（測定バッジ　Ｆ、Ｖ）

　　　測定対象化学物質の管理値

　　　測定対象室及び個所数

　　　　撮影者は監督職員の承諾する撮影業者

作成する (・ 完成図　・ 保全に関する資料　)

完成図作図範囲（設計図を訂正）

・ ７　特別な材料の工法

・ ８　建築機械設備工事、建築電気設備工事との取合い

・ 工事区分表による

・ [　　　　　　　　]

　　　　施 工 図 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して監督職員の承諾を受ける。

・ ９　ＧＬ

（ＴＰ　　　　　　     　） ｍ

ｍ

埋め戻しＧＬ （ＴＰ　　　　　　     　） ｍ

・ 10　建築基準法による条件

風速　　　　Vo （　　     　）ｍ毎秒

地表面粗度区分  ・ I　　  ・ II　 　 ・ III　　　・ IV

垂直積雪量 （　　     　）ｍ （　　　　　 　）N／m21cmごとの単位荷重

・ 11　再生資材の利用

資　　材　　名 規　　　　格 備　　　考

・ 12　特定建設資材の分別解体等・再資源化等

工　　程 作　業　内　容
分別解体等の方法

（解体工事のみ）

(1) 造成等

(2) 基礎・基礎ぐい

(3) 上部構造部分

   外装

(4) 屋根

(6) その他

(5) 建築設備

   内装等

・ 手作業

・ 手作業･機械作業の併用

造成等の工事

・ 有 ・ 無

・ 手作業

・ 手作業･機械作業の併用

基礎・基礎ぐいの工事

・ 有 ・ 無

・ 手作業

・ 手作業 ･ 機械作業の併用

上部構造部分・外装の工事

・ 有 ・ 無

・ 手作業

・ 手作業 ･ 機械作業の併用

屋根の工事

・ 有 ・ 無

・ 手作業

・ 手作業 ･ 機械作業の併用

建築設備・内装等の工事

・ 有 ・ 無

・ 手作業
・ 手作業 ･ 機械作業の併用・ 有 ・ 無

特定建設資材廃棄物の種類 施　設　名　称 所　在　地

測定対象科学物質 厚生労働省の指針値（25℃の場合） 備　　　考

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

バッジ

ppm0.08

ppm0.07

0.2

0.88

0.05

ppm

ppm

ppm

( 100 μg/m3）

( 260 μg/m3）

( 870 μg/m3）

(3,800μg/m3）

( 220 μg/m3）

測定対象室 測定対象室 測定個所数

事務室

会議室

宿直室

休憩室

水質試験室

測定個所数

研究室

書庫 ・ 倉庫など常時

換気しない部屋

測定対象室

・　15　完成写真

測定個所数

・ 16　工事完成図等

・ 17　建設副産物情報交換システムの利用

Ｆ

Ｖ

　　　　マークの表示がない材料は、監督員の承諾を受ける。

３．特記仕様

　（１）一般事項及び特記事項の各項目は、項目番号に○印の付いたものを本工事に適用する。

　（２）一般事項及び特記事項に記載される内容については、○印の付いたものを適用する。

　（３）使用材料で複数の材料に○印が付いたものは、図面による。

　（４）特記事項に記す各種（　）は、一般仕様書等の各条項等を示し、その適用は次のとおりとする。

　　　１） < .  . > は、「一般仕様書」の当該条項を示す。

　　　２） ( .  . ) は、「標準仕様書」の当該項目、当該表及び当該図を示す。

　（５）Ｇ は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」

　　　　（以下「グリーン購入法」という。）に規定される特定調達品目を示す。

　　　　○印の付かない場合は※印を適用する。

４．その他

　表題欄に記載されている縮尺は、Ａ１版に対応するものであり、Ａ３版の場合は読替を行うものとする。

　　　　○印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。

　（６）標準仕様書で特記がない場合の処置を明示している場合で、それらが関係法令等（条例を含む）

　　　　に抵触する場合には、関係法令等の遵守の規定を優先する。

設計ＧＬ

　　　今回の建築工事の工事内容は、下表において、○印のものとする。詳細は、仕上げ表、

　　建築面積

仕
上
げ
内
訳

・ 屋根及びとい工事

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-3

建築工事一式

公共建築改修工事標準仕様書（「建築工事偏」最新版)による。

　（２）本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

　２） 建築物解体工事共通仕様書

　３） 津市公共建築物等木材利用方針

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

　き、木材の利用に努めること。

(４) 本工事に使用する木材は、津市公共建築物等木材利用方針に基づき、木材の利用に努めること。

(５) 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、Ｆ☆☆☆☆以上とする。

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成24年版）

　１） 建築工事標準詳細図

２．施工条件

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに市監督員の承諾を得ること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに提出し工事の遂行に影響の無いよう努めること。

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事と

行うこと。

※　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全の

し又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地元調整を行い、工事の再開は市監督員の承認を得てから

注意を払うこと。

※　場外退出時、車両足廻りの洗浄等を行い、汚損等しないようにすること。

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

※　大型車両通行時及びCo打設時には交通誘導警備員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全に十分配慮すること。

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事受注者の責任において速やかに現状復旧するとともに市監督員に報

告書を提出すること。

※　工事着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監員立合いのもと写真に記録しておくこと。また、工事過程に於いて、

既設施設に破損等を与えた場合は、受注者の負担において速やかに復旧すると共に、市監督員に報告すること。

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められるもの並びに、取り合いのはつり補修復旧は本工事に含む。なお内訳

書の数量は参考とし、当図面を優先する。

（1.5.2）

デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できない場合や枚数が多大になる場合には、監督員と協議すること。

写真は、着工前・施工中・完成を同一場所から、黒板なしで撮影すること。

営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（最新版））に従い撮影する。

提出部数　１部　用紙は上質紙とする。

・ 14　工事写真

完成図はCADにより作成することとし、著作権（著作権法第２７ 条及び第２８条に規定する権利を含む）は発注者に移譲するものとする。(A1)

受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用

促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステムへ実績報告を行うこと。

・ 18　三重県産業廃棄物税

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の4月1日から8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

・ 19　電気保安技術者

適用する。

・ 20　騒音・振動の防止

低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定された建設機械の使用に努めること。

・ 21　養生その他

工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、既存にならい補修すること。

・ 22　消防法関係の手続き

消火器に係る消防法用設備等設置届出書の作成本工事　（建築工事）

防火対象物使用開始届出書　書類の作成（建築図面の作成及び建築に関する部分の記入）を行うこと。

・ 23　労働安全衛生法に基づく労衛生害防止措置

労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、

本工事の受注者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

・ 24　不正軽油の使用の禁止

市工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不

受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。また受注者は、下請負者等に同調査に協力す

るよう管理及び監督しなければならない。

受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用

が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなければならない。

・ 25　屋外広告物

屋外広告物を設置する場合は「三重県屋外広告物条例」第23条に規定する屋外広告業の登録事業者であること。

・ 26　高圧線との離隔距離

電力会社及び所轄消防署の指定する離隔距離を確認すること。

作成した施工図にて電力会社及び所轄消防署の了解を得た後施工すること。

・ 27　別途工事(建築機械設備工事、建築電気設備工事、天神ポンプ場放流渠築造工事、三重県発注工事(二級河川相川改修工事))との調整

作業ﾔｰﾄﾞ並び工程について十分に調整を図ること。

・ 28　その他

資機材の搬入出については既存に進入路を使用するものとする

が、別途工事との調整が必要。



・ ９　床下防湿層

網目の形状寸法

※ 100×100

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R5210の規定に適合し、かつ、次の規定に適合す

水和熱が７日目で352J/g以下、２８日目で402J/g以下とする。

※ Ａ

・ ５　無筋コンクリート

設計基準強度

構内既存の施設

※ 利用できない

※ 設ける

・ 設けない

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省

基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、

用するものとする。

承諾を受ける。

　（１）セメント及びセメント系固化材を使用した地盤改良及び改良土を再利用する場合は、六価クロム

溶出試験を行い、その結果について監督職員に報告する。

　（２）セメント及びセメント系固化材とは、セメントを含有成分とする固化材で、普通ポルトランドセ

メント、高炉セメント、セメント系固化材、石灰系固化材をいい、これに添加物をくわえたもの

　（３）六価クロム溶出試験は「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験

実施要領（案）」により実施し、土壌環境基準を超えないことを確認する。

※ 図示による

試験杭の位置及び本数

・ ２章　仮設工事

特記事項

・ １　工事用水

・ 利用できる （　　　　　　   　  　）・ 有償 ・ 無償

・ ２　工事用電力

構内既存の施設

※ 利用できない ・ 利用できる

・ ３　足場その他

埋戻し及び盛土の材料及び工法

・ Ａ種

・ ３章　土工事

特記事項

・ １　埋戻し及び盛土

※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

（3.2.3(b)）（表3.2.1）

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

盛土に使用する発生土は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事からの建設発生土を利

・ ２　建設発生土の利用

・ 図示による

・ ３　建設発生土の処理

(3.2.5）

・ 場内指定場所に堆積（図示による）

・ 構外搬出処理

搬出先　　　 ・ 未定

運搬距離　　 ・ 未定

処分費　　　 ・ 別途

    km

建設発生土等を処分する場合は、搬出距離、処分費、処分地が確認できる資料を監督職員に提出し、

・ 有り　　（詳細は図示による）

・ ４　山留めの存置

・ なし

(3.3）

・ 有り

・ ５　セメント及びセメント系固化材を使用した改良土について

試験杭または試験堀の位置及び本数

・ ４章　地業工事

特記事項

・ １　試験杭または試験堀

（4.2.2）

・ [　　　　　　　　]

・ ２　杭の載荷試験 （4.2.3）

・ 鉛直載荷試験 ・ 水平載荷試験

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

載荷荷重等 [　　　　　　　]

・ 建設大臣官房官庁営繕部監修「敷地調査共通仕様書（平成11年版）」による

試験の方法、報告書記載事項

・ 図示による

・ ３　地盤の載荷試験 （4.2.4）

※ 平板載荷試験 ・ [　　　　　　　　]

試験位置

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

載荷荷重等

※ 建設大臣官房官庁営繕部監修「敷地調査共通仕様書（平成11年版）」による

・ 図示による

試験の方法、報告書記載事項

（長期設計地耐力　   　KN/m2以上を確認する。）

・ ４　既製コンクリート杭地業

杭周固定液

鉄　　筋

種類及び品質

材　　料 （4.3.2）（表4.3.1）

・ [　　　　　　　　]※ 図示による

杭の寸法、継手の箇所数

・ [　　　　　　　　]※ 図示による

・ 打込み工法

工　　法 （4.3.3）

・ 打撃工法

・ プレボーリング併用打撃工法

掘削深さ ・　[　　　　　　　　]※ 図示による

径 ・ [　　　　　　　　]

杭の長期設計支持力 [　　　　　　　　]

打込杭の推定支持力の算定方法 [　　　　　　　　]

・ セメントミルク工法

支持地盤

（4.3.4）

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

支持地盤への掘削深さ

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

支持地盤への根入れ深さ

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

・ 特定埋込杭工法

・ H13国交告1113号（改正H19年国交告第1232号）第６による支持力計算式で

（4.3.5）

・ プレボーリング

・ プレボーリング拡大根固め工法 ・ [　　　　　　　　]

・ 有 ・ 無

・ 中堀り

・ 中掘り拡大根固め工法 ・ [　　　　　　　　]

・ 回転根固め工法

支持地盤 ※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

継　　手 （4.3.6）

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

杭頭の処理

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

（4.3.7）

・ ５　鋼杭地業 （4.4.2）（4.4.3）（4.4.4）（表4.4.1）

材料、工法、継手等

※　図示による ・ [　　　　　　　　]

・ ６　場所打ちコンクリート杭地業

材料その他

鉄筋籠の補強 ※ 図示による

かぶり厚さ ※ 図示による

コンクリート

セメントの種類 ※ 高炉セメント　Ｂ種

・ 普通ポルトランドセメント

（4.5.3）

Ｇ

コンクリート種別及び設計基準強度

・ Ａ種かつ２４Ｎ/mm2以上

・ Ｂ種かつ２７Ｎ/mm2以上

（4.5.3）

（表4.5.1）

工　　法 （4.5.4）（4.5.5）

・ アースドリル工法

・ リバース工法

・ オールケーシング工法

支持地盤

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

孔壁の超音波測定

※ 有り ※ 無（　　　　％以上）

杭頭の基礎底盤への定着長

※ 構造細目共通図による ・ [　　　　　　　　]

孔内の水張(オールケーシング工法の場合）　

・ 行う ・ 行わない

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・ 拡底杭工法

孔壁の超音波測定

※ 有り ・ 無（　全数　）

・ ７　砂利及び砂地業

厚さ

（4.6.3）

※ 構造細目共通図による ・ 図示による

砂利材料 ※ 再生クラッシャーラン ・ 切込み砂利及び砕石

・ ８　捨コンクリート地業 （4.6.4）

※ 構造細目共通図による ・ 図示による

適用範囲

（4.6.5）

※ 図示による ・ [　　　　　　　　]

・ ５章　鉄筋工事

特記事項

・ １　鉄筋の種類

※ 構造細目共通図による ・ [　　　　　　　　]

（5.2.1）

・ ２　溶接金物

・ [　　　　　]

※ 6

鉄線の径 施工箇所

・ 防水の保護コンクリート

・ ３　鉄筋の継手

※ 構造細目共通図による ・ [　　　　　　　　]

（5.3.4）

（5.2.2）

・ ４　鉄筋の最小かぶり厚さ

※ 構造細目共通図による ・ [　　　　　　　　]

（5.3.5）

塩害対策 ※ 必要としない ・ 必要とする

・ ５　帯　筋

※ 構造細目共通図による ・ [　　　　　　　　]

・ ６　壁開口部の補強

※ 構造細目共通図による

・ 下記による

一般壁 ※ （別図 各部配筋  表4.3）のＡ形

・ （別図 各部配筋  表4.4）のＢ形

・ 図示による

耐震壁 ・ （別図 各部配筋  表4.4）のＢ形

※ 図示による

外　壁 ・ （別図 各部配筋  表4.3）のＡ形

※ （別図 各部配筋  表4.4）のＢ形

・ 図示による

・ ７　圧接完了後の試験

※ 超音波探傷試験 ・ 引張試験

（5.4.9）

・ ６章　コンクリート工事

一般事項

・ １　普通コンクリートの設計基準強度

※ 構造細目共通図による ・ [　　　　　　　　]

・ ２　レディーミクストコンクリートの類別等

※ I類 ・ II類

特記事項

・ １　セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

るものとする。

・　早強ポルトランドセメント（JIS R5210）

・　高炉セメントのＢ種（JIS R5211） Ｇ

・ ２　骨　材

砕石及び砕砂（JIS A5005）のアルカリシリカ反応性による区分

・ Ｂ（アルカリ骨材反応抑制対策を行う）

細骨材の塩分含有量（％） ※ 0.04以下 ・ [　　　　　　　]

・ ３　混和材料の種別

※ 混和剤 ＡＥ剤、ＡＥ減水剤及び高性能ＡＥ減水剤

（ＪＩＳによる）

・ 混和材 フライアッシュのI種またはII種、高炉スラグ微粉末又は膨張材

（ＪＩＳによる）

・ ４　普通コンクリートの調合

※ 構造細目共通図による ・ [　　　　　　　　]

所要スランプ

※ 4.5 ・ [　　　　　　　　]

所要空気量（°/vl）

（Ｎ/mm2)

スランプ 粗骨材の最大
施工箇所

（cm) 寸法（mm）

※ 構造細目共

通図による

・ 18

・ [　　　　]

※ 構造細目共

通図による

・ 15

・ 15

・ 18

・ 18

※ 25

・ [　　　]

合板せき板を用いる場合

種　　別

外壁打放し仕上面、梁型打放し仕上面、防水層立上り下地面

床版下及び梁下打放し仕上面、防水層押え立上り面

コンクリートの仕上りの平たんさは、（表6.2.4）による

※ 図示による

※ 合　板

塗装の有無　　※ 有（内部打放しＢ種で、吹付け・塗装等を行わない面）

※ 無（上記以外）

・ 床型枠用鋼製デッキプレート

製造所

施工箇所　　図示による

溶融亜鉛めっき鋼板

つば付き鋼管

硬質塩化ビニル管

・ ９　冬期養生

※ 適用する

[冬期養生の仕様]

囲いの内部の所要温度（最初の３日間 10℃、後の２日間 4℃）

工事開始前に、養生方法、保温方法等、必要な図書を監督職員に提出して、承諾を受ける

・ 10　埋込み管

※ 別図「貫通孔、埋込管及び機器基礎仕様書」による。

材　種

紙スリーブ

建設技術評価「鉄筋コンクリート建築物等における床型枠用鋼製デッキプレー

トの開発」において評価を取得したもの又は評価名簿による

柱及び梁以外の箇所で、開口補強が不要であり、かつ、スリーブ径が200mm以下

の部分

使用箇所

下記以外の円形スリーブ

外壁の地中部分等水密を要する部分のスリーブ

地中部分で水密を要しない部分のスリーブ

・ Ａ種

※ Ｂ種

※ Ｃ種

・ （6.9.2(d)）による

（　　　　　　   　  　）・ 有償 ・ 無償

を含める。

床目地　　　　※  設置する　　　　工法　・ 図示による　　　　※ （15.2.4）による

・ 設置しない

同ガイドライン「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び

幅木の機能を有する足場とし、同ガイドライン「手すり先行工法による足場の組立て等に関す

る基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により、足場の組立て、

解体又は変更の作業を行う。

杭先端部の形状

・ 開放形※ 閉そく平たん形

　　αは、H13国交告1113号（改正H19年国交告第1232号）第5による支持力計算式による。

　　α＝250程度を採用できる工法

・ H13国交告1113号（改正H19年国交告第1232号）第６による支持力計算式で

　　α＝　　、β＝　　、γ＝　　を採用できる工法

Ｇ

（6.2.1）

類別（6.2.1）

（6.3.1）

（6.3.1）

・ 構造細目共通図による

屋根押えコンクリート

床面嵩上コンクリート

･ ６　打放し仕上げの種別                                                    （6.2.5(b)）（表6.2.4）

外部に面するコンクリート打放し仕上げ面の打増し厚さ（mm）

・ ７　 型枠（せき板）の種類 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　（6.8.3）

・ 8　貫通孔（スリーブ）                                                              （表6.8.1）

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-4

（6.2.2）
（6.2.4）
（6.11.1）
（6.11.3）
（6.10.1）

表（6.2.1）

（6.3.2）



・ 1　鉄骨の製作工場　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（7.1.3）

・ Ｓ

・ 監督職員の承諾する製作工場

・ ２　施工管理技術者                                                                  （7.1.4）

※ 適用する

特記事項

・ １　鋼　材                                                    （表7.2.1）（表7.2.2）（7.2.1）

・ ＳＮ400Ａ

・ ＳＮ400Ｂ

・ ＳＮ400Ｃ

・ ＳＮ490Ｂ

・ ＳＮ490Ｃ

・ ＳＳ400

・ ＳＳＣ400

・ ＳＴＫＲ400

・ ２　高力ボルト                                                           （表7.2.2）（7.2.2）

※ トルシア形高力ボルト

・ ＪＩＳ形高力ボルト

・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト

・ ３　溶接部の試験                                                                   （7.6.11）

ＡＯＱＬ

検査水準

※ （7.6.11(b)）による

・ [　　　　　　　　　]

・ 放射線透過試験

・ マクロ試験

高力ボルト､普通ボルトのゲージ、ピッチ、ヘリあき等

※ 建設大臣官房官庁営繕部監修「建築鉄骨設計基準（平成10年版）」による

・ 図示による

開先の形状

※ 建設大臣官房官庁営繕部監修「建築鉄骨設計基準（平成10年版）」による

・ 図示による

※ 建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた（株）

日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定め

る下記グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

試験方法試験の種別

※ 超音波探傷試験

セットの種類

柱・梁突合せ溶接部

性能等

・ ４　耐火被覆                                                                        （7.9.2）

種　別

・ 耐火材吹付け

・ 湿式ロックウール

・ 耐火板張り

・ ラス張りモルタル塗り

・ 図示

所要性能（区分）

・ 30分耐火（　　　　）

・ １時間耐火（　柱・梁　）

・ ５　アンカーボルトの保持及び埋込み工法                                           （表7.10.1）

・ Ａ種

・ ６　柱底均しモルタルの工法                                                       （表7.10.2）

・ Ａ種

無収縮モルタルの製造所           評価名簿による

材　　　料

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種
最低板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

素地ごしらえは、ＪＩＳ　H9124溶融亜鉛めっき作業標準による。

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板

・ ７章　鉄骨工事

一般事項

・  Ｈ ・ Ｍ ・ Ｒ

・ 適用しない

※ JISによる

※ JISによる

※ JISによる

※ JISによる

※ JISによる

※ JISによる

※ JISによる

※ JISによる

・ 7.2.10に合格するもの

・ 7.2.10に合格するもの

・ 7.2.10に合格するもの

・ 7.2.10に合格するもの

・ 7.2.10に合格するもの

・ 7.2.10に合格するもの

・ 7.2.10に合格するもの

・ 7.2.10に合格するもの

材　　質 使用箇所 規格等

種　　類

建築基準法に基づき指定又は認定を受けたもの

ＪＩＳによる

建築基準法に基づき指定又は認定を受けたもの

２種（Ｓ１０Ｔ）

２種（Ｆ１０Ｔ）

１種（Ｆ８Ｔ相当）

※ 4.0％　 ・ 2.5％

※ 第６水準（５節） ※ 第５水準（３～４節） ※ 第４水準（１～２節）

試験箇所

（ ・ 半乾式吹付けロックウール・ 乾式吹付けロックウール

）

※ Ｂ種 ・ Ｃ種

※ Ｂ種

亜鉛めっきの種別 適用部位

普通ボルト、アンカーボルト
図示による

図示による

図示による

・ ８章　コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板工事

特記事項

・ １　建築用コンクリートブロック

補強コンクリートブロック造                                                       （8.2.2）

※ 空洞ブロック　16

コンクリートブロック帳壁及び塀                                                   （8.3.2）

※ （表8.3.1）による

・ ２　ＡＬＣパネル                                                    （8.4.2～6）（表8.4.2～4）

種　類

・ 外壁用

・ 間仕切用

・ 屋根用

・ 床用

・ 薄物（厚さ35mm未満） 無石綿タイプ

製造所

・ ４　穴明きＰＣ板

JIS A6511 による

コンクリートの設計基準強度  　　　※ Fo＝3,922.7N/cm2

パネルの種別

製造所

・ 空洞ブロック　16－Ｗ

・ 図示による

厚  さ（mm）

※ 100

※ 100

※ 100

単位荷重(N/m2) 取付工法（種別)

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ [　　　　]※ 100 ・ Ａ ・ Ｂ

・ 637.4

・ 980.7

・ 2353.6

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ [　　　　]・ 1176.8 ・ Ｃ

・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ ・ Ｅ

※ Ｆ

※ Ｆ

・ ３　押出成形セメント板（ＥＣＰ）                            （8.5.2～5）（表8.5.1）（表8.5.2）

・ 厚物（厚さ35mm以上） JIS A5441による　無石綿タイプ

施工箇所

・ 外壁 ・ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル

・ 間仕切り

表面形状 工　法 耐火性能

・ 有り

（     ）

・ 無し

・ 無し

・ 有り

（     ）

※ フラットパネル

・ 60

・ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル

※ フラットパネル

・ 50 ・ 60

・ 50

・ 60

・ 50 ・ 60

・ 50 ・ 60 ・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

施工箇所

・ デザインパネル（図示）

表面形状 法耐火性能厚　　さ

※ フラットパネル ・ [　　　　　] ・ 無し
・ 有り（　　）

施工箇所

・　壁

・　仮壁

・　床

・　合成床

板間のパネル寸法（mm）
板の仕上

シーリング

目地の

モルタル部位 幅 厚さ（T） 長さ（L）

標準

標準

端部 500以上

1,000

・ [　　]

※ 1,000

・ [　　]

※ 100

・ [　　]

・ 100

・ 150

・ [　　]

・ [　　]

※ 外側のみ

・ 外内共

※ なし

※ 有

・ 無

※ 標準仕上

・ 荒仕上

※ 標準仕上※ 有

・ 無

※ 30 ・ 45

・ 監督職員が承諾する製造所 ・ [　　　　　又は同等品以上とする]

※ ３種

防水の押え金物の材質及び形状寸法                                            （9.2.2(f)）

※ （9.2.2(f)）による

・ 断熱材                                                                     （9.2.2(h)）

種　類

厚さ（mm）

※ （9.2.2(i)）による

※ 成形伸縮目地材

・ 付着層タイプ

製造所       アーキヤマデ(株)　（クラクタイトポリソフト、クラクタイトドライＮ）

タイセイ商工(株)　（エキスパンタイＴＫ型、エキスパンタイＴＯ型）

ドラーフタイト工業(株)　（竹－２５、青竹－２５、Ｚ青竹－２５）

日健商工(株)　（ニッケンエキスパンＤＸＬ型）

白水興産(株)　（ハクスイタイトＡ型、アイランタイトＰＧ型）

・ 平場の保護コンクリートの厚さ                                                （9.2.5(d)）

※ 図示による

・ 立上り部の保護                                                              （9.2.5(e)）

※　図示による

・ 脱気装置（Ｄ－１、Ｄ－２）                                                  （9.2.3(5)）

種　類

設置数量

※　施工標識

※　設ける

・　２ 改質アスファルトシート防水                                           （9.3.3）（表9.3.1）

改質アスファルトシートの種類及び厚さ                                            （9.3.2）

種類

厚さ（mm）

※　施工標識

※　設ける

・ ３　合成高分子系ルーフィングシート防水                  （9.4.2）（9.4.3）（表9.4.1）

ルーフィングシートの種類                                                    （9.4.2(a)）

・ 均質加硫ゴム

・ 均質塩ビ

・ 均質ＴＰＥ

・ 絶縁シートの材質（Ｓ－Ｍ１、Ｓ－Ｍ３）                                       （9.4.2(b)）

※ （9.4.2(b)）による

・ ４　塗膜防水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9.5.3） （表9.5.1） （表9.5.2）

・ ５　浸透性塗布防水

※ 無機質系２回塗

製造所[                             又は同等品以上とする。]

下記以外は、（表9.6.1）による

※ 図示による

※ 行う        試験方法

・ ９章　防水工事

特記事項

種　類 施工箇所

・ Ａ－１

・ ＡＩ－１

・ ＢＩ－１

・ Ｅ－１

・ Ｄ－１ 

種　類 施工箇所

・ Ａ－２

・ ＡＩ－２

・ ＢＩ－２

・ Ｅ－２

・ Ｄ－２

・ ４種（寒冷地域用）

・ 図示による

※ （9.2.2(h)）による ・ [　　　　　　　　　]

※ 25 ・ 50  ・ [　　　　　　　　　]

・ 図示による

※ アンカータイプ                              （表9.2.1）

・ （9.2.5(d)(2)）による

・ （9.2.3(5)）による ・ [　　　　　　　　]

・ （9.2.3(5)）による ・ [　　ヵ所／　　m2]

施工箇所
形状寸法

(mm)

うわぐすりきじ 役物

G

色

タイルの品質等

・ ＡＳ－１

施工箇所種   別

・ ＡＳ－２

施工箇所種   別

※ （9.3.2）による

※ （9.3.2）による

・ [　　　　　　　　　　　]

・ [　　　　　　　　　　　]

・Ｓ－Ｍ３

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ２

種　別

※ 1.5

※ 2.0

※ 1.2

※ 1.2

厚さ(mm)

※ 1.5

施工箇所 仕上げ塗料塗り

・ シルバー

・ カラー

・ 軽歩行

・ 非歩行

使用分類

・Ｓ－Ｍ１
・ シルバー

・ カラー

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ [　　　　]

・ 一般複合加硫ゴム

・ 一般複合塩ビ

・ 一般複合ＴＰＥ

・ [　　　　　　　　　　　]

種　別

・ Ｘ－１

・ Ｘ－２

・ Ｙ－１

・ Ｙ－２

施工個所

・ カラー・ シルバー

保護層

仕上げ塗料塗り

・ カラー・ シルバー

※ 無 ・ 有

・ [　　　　　]

施工個所 シーリング材の種類（記号）

※ （9.6.3）による

※ 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験

・ 監督職員が承諾する製造所 ・ [　　　　　又は同等品以上とする]

・ 60

・ 10章　石工事

一般事項

・ １　石材の割付け                                                                （10.1.3(a)）

※ 図示による

特記事項

・ １  天然石

石の品質                                    　                           （10.2.1(a)(1)）

床用石材

壁及びその他の石材

石の種類・ 表面仕上げ              （表10.2.1）（表10.2.2）（10.2.1）（10.3.2）（10.4.2）

石の形状                                                                     (10.2.1(a))

※ 図示による

・ ２　石張り工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10.2.2）～（10.7.4）

材料

・ 行わない

・ 内壁空積工法

・ （10.2.3(b)）による

（ただし、最下部等の

湿式工法で施工する箇

所は行う）

・ （10.1.3）による

※ ２等品

※ １等品

・ １等品

・ ２等品

施工個所 厚さ種　　別 産地・名称 仕上げ種類

・ （10.2.1(a)(3)）による

工　　法 石裏面処理 裏打ち処理
下地ごしらえ

取付け方法

 ・ 行う・ 行う    （小口共）・ 流し筋工法・ 外壁湿式工法

・ あと施工アンカー工法

・ あと施工アンカー・横筋

流し工法 ・ [　　　　　]

材料

・ （10.2.3(c)）による

・ 行わない

材料

・ 行わない

・ （10.2.3(b)）による

（ただし、最下部等の

湿式工法で施工する箇

所は行う）

 ・ 行う・ 行う    （小口共）

・ 乾式工法

・ あと施工アンカー工法

・ あと施工アンカー・横筋

流し工法

・ [　　　　　]

材料

・ （10.2.3(c)）による

・ 行わない

材料

・ 行わない

・ （10.2.3(b)）による

（ただし、最下部等の

湿式工法で施工する箇

所は行う）

 ・ 行う・ 行う    （小口共）・ 外壁湿式工法

・ [　　　　　]

材料

・ （10.2.3(c)）による

・ 行わない

材料

・ 行わない

・ （10.2.3(b)）による

 ・ 行う

・ 行う    （小口共）

・ [　　　　　]

・ 行わない

・ スライド工法

・ ロッキング工法

・ スライド工法

・ ロッキング工法

・ （10.7.2(C)）及び

（10.7.3(C)）による

・ 乾式工法

・（10.6.2）による

・ 内壁空積工法

・ 乾式工法

・ [　　　　　]

・ [　　　　　]

・ [　　　　　]

屋内のワックス掛け

外壁湿式工法及び内壁空積工法の受け金物の材質等                                (10.2.2(a))

・ （10.2.2(a)）による

・ 次による

受け金物の材質、形状、寸法

材質  ・ [　　　　　　　　　　　]

寸法  ・ [　　　　　　　　　　　]

外壁湿式工法のドレインパイプ                                                  (10.2.3(e))

・ ステンレスＳＵＳ304 　　　・ [　　　　　　　　　]

アンカーの材質及び寸法

・ 図示による

あと施工アンカーの材質及び寸法                                                (10.2.2(d))

乾式工法のだぼ用の穴の位置                                                    (10.5.2(b))

・ 図示による

（一般目地・伸縮調整目地）

※ 図示による

床及び階段の石張りの目地の位置及び寸法

一般目地

伸縮調整目地

・ （10.2.2(d)）による                               (10.2.2(d))

・ 図示による

・ （10.5.2(b)）による

（ ※ 4mm ・ 　mm）屋外

（ ※ 4mm ・ 　mm）屋内

※ 図示による ・ （10.6.2(e)(2)）による

凡例：汚泥タイル（下水道汚泥焼却灰活用タイル）を示す。

・ 11章　タイル工事

一般事項

・ １　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置                                        (11.1.3)

※ 図示による

※ 行う

・ 行う

※ 行わない

特記事項

・ １　陶磁器質タイル張り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11.2.3～11.3.2）

タイルの種類

・ （11.1.3(a)）による

・ 行わない

（ ・外装タイル ・ [　　　　　　　　] ）

厚  さ（mm）

・ 脱気装置（Ｘ－１）　　　　　　　　　                                      （9.5.3(a)(2)）

材　質　　　・ 製造所の指定するもの　　　　・ [　　　　　]

数　量　　　・ 製造所の指定による　　　　　・ １ヶ所／50m2

・ 行わない

※ 図示

・ ７　溶融亜鉛めっき工法                                                    (7.12.3)(表14.2.2)

・ １ アスファルト防水                                             （9.2.3）（表9.2.3～表9.2.8）

アスファルトの種類                                                          （9.2.2(b)）

ROOF・B

・ 絶縁用シート                                                                （9.2.2(j)）

・ 伸縮調整目地                                                                （9.2.2(k)）

ROOF・C

庇、排気チャンバー床及び立げ

・ ６　シーリング材料                                                       （9.7.2）（表9.7.1）

※ 目地寸法                                                                     （9.7.3）

※ シーリング材の接着性試験                                                     （9.7.5）

部
位

・ 

外
壁
石
張
り

・ 

内
壁
石
張
り

・ 

特
殊
部
位
の
石
張
り

・ 

床
及
び
階
段

・ （10.3.3(e)）、（10.4.3(e)）、（10.5.3(f)）及び（10.7.2(e)）による

石張りの目地の位置及び寸法                   (10.3.3(e))(10.4.3(e))(10.5.3(f))(10.7.2(ｅ))

・ ２　タイルの接着力試験　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11.1.5(c))

・ ３　壁タイルの試験張り                                                           （11.1.5(c)）

磁
器

せ
っ
器

陶
器

無
釉

施
釉

有無標
準

特
注
品

汚
泥
タ
イ
ル

再
生
材

ROOF・A

屋外階段

WC　壁

ポーチ床

100×100

150×60 段鼻ノンスリップ

段鼻ノンスリップ100×100 100×100

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(3)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-5

程度とする



・ １　木材の含水率                                                                    （12.2.1）

※ Ａ種

・ ２　木材の品質  Ｇ                                                   （12.2.1(b)）（表12.2.2）

※ （12.2.1(b)）による

・ ３　造作材の材面の品質                                               （12.2.1(b)）（表12.2.2）

※ Ａ種

・ Ｂ種

・ 以下による

部材名称     [　　　　　　　　　]

材面の程度   [　　　　　　　　　]

・ ４　樹　種                                                                          （12.2.1）

※ （表12.2.3）による

・ 代用樹種を禁止する箇所　　[　　　　　　 ]

樹種名

見付け材面の品質

寸法

心材の樹種名

化粧薄板の樹種名

化粧薄板の厚さ（mm）

見付け材面の品質

寸法

表面の品質

防虫処理

厚さ

接着剤及び曲げ強さによる区分

・ 13Pタイプ又は13Mタイプ

・ 縁甲板

・ １等

処理
厚さ

（mm）
種別

※ 構造用合板(C-D)又

はｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板

表面の樹種名

・ パーティクル

ボード

・ Ｂ種 ・ [　　　　　　％以下]

・ 市販品

・ たも ・  しおじ ・ スプルース・ なら

※ １等

※ 図示による

・ ２等

※ 針葉樹の単一樹種 ・ [　　　　　　　　]

※

・ 0.2

※ １等

※ 図示による

・ 0.6 ・ [　　　　]

・ ２等

※ 天然木化粧加工を施したもの

・ 行う

※ 図示による

・ ２等

・ 行わない

・ １等

接着の程度 等級 板面の品質

・ 15 ・ ヒノキ ・ 上小節

・ 合板 ※ 12 ※ 針葉樹 ※ １類 ※ 防虫※ ２級

・ [　] ・ [　　　]

・ 15

・ 

・ 難燃

難燃性による区分

・ 難燃２級

・ [　　　　　　　　　] ・ [　　　　]

軒先フレーム

折板断熱材                                                                  （13.3.2(g)）

※ 有

厚さ（mm）

・ 無

断熱材の防火性能

※ 不燃１級

耐火性能

※ ３０分耐火

重ね形折板のけらば先端部変形防止材

※ ステンレス製　（L-30×30×3）

・ 鋼製（亜鉛めっき仕上　L-30×30×3）

上塗り

・ 折板製造所の指定する製品

・ ３　金属製既製段葺き屋根

材　質

・ フッ素樹脂鋼板（片面２回コーティング、ポリエチレンフォーム厚４mm裏打）

記号による表示

※ 塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板

記号による表示

材厚（mm）

※ 0.4以上

下葺材料

※ アスファルトルーフィング940

・ [　　　　　　　　　　　]

断熱材（下地材兼用）

※ 有

※ ポリスチレンフォーム保温材（厚さ25mm　３種ｂ）

・ [積層板耐火野地板（木毛板20mm＋ロックウール吸音板10mm）]

・ 無

※ 配管用炭素鋼管（白管）

・ ステンレス管厚さ（mm）     ・ 0.8     ・ 1.0     ・ [　　　]

※ （表13.5.5）による　 　    　・ 行わない

床下掃除口

※ 図示による

・ たてどい（屋内床排水用）

材　種                                                             （13.5.2）（表13.5.1）

※ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

・ ステンレス管     厚さ（mm）    ・ 0.8    ・ 1.0    ・ [　　　]

・ （表13.5.5）による　　　※ 行わない

床下掃除口

※ 図示による

・ 軒どい

材　質           ・ [　　　　　　　　　　　]

材の厚さ（mm）   ・ [　　　　]

製造所及び製品番号

[ 　　　　　又は同等品以上とする]

・ とい受金物

材　種　　　※ 鋳鉄製　　　・ ステンレス製

※ 有 ・ 無

種　別 ※ 折板用不燃断熱材

※ 4 ・ 5

・ 難燃

・ 無

・ 無 ・ 有[　　　　　　　　　　　]

・ 塗装溶融亜鉛合金めっき鋼板

・ CGCCR-20-Z25 ・ [　　　　　　　　　]

※ CGLCCR-20-AZ150 ・ [　　　　　　　　　]

・ 0.6（多雪地域）

・ 木質系セメント板（厚さ25mm　難燃材）

・ 14 章　金属工事

一般事項

・ １　金属類の受材の取付け方式                                                        （14.1.3）

※ 先付け方式

・ あと付け方式（先付け方式とできない場合）

あと施工アンカーの引抜き耐力の確認試験                                  （14.1.3(b)）

・ 適用する（引抜き耐力は図示による）    ・ 適用しない

特記事項

・ １　ステンレス鋼の表面仕上げ（他に定めのない場合）　　　　　　　　　　  　　　　　 （14.2.1）

※ 屋外の野縁受け、吊りボルト及びインサートの間隔　　　　　　　　　　　　　　（14.4.3(a)）

※ 公共建築工事標準詳細図（3-21-1.-5）による

・ 図示による（耐風圧を確認する）

※ 屋外の野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　（14.4.3(b)）

※ 公共建築工事標準詳細図（3-21-1.-5）による

・ 図示による（耐風圧を確認する）

・ ７　軽量鉄骨天井下地の補強

※ 耐震性を考慮した補強（必要に応じて斜め補強材を入れる） 　　　　　 　　　　（14.4.4(j)）

※ 図示による　　　・ [　　　　　　]

※ 屋外の軒天井、ピロティ天井等の補強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14.4.4(k)）

※ （14.4.4(h)）による（天井ふところが1.0ｍ以上の場合）

・ 図示による

・ ８　断熱インサート

使用箇所

原則として天井、壁等で、内部断熱を施した面の内部アンカーは断熱インサートを使用する。

取付け用下地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14.6.3(a)）

※ 14章4節（軽量鉄骨天井下地）による

・ [　　　　　　　　　　　　]

伸縮調整継手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14.6.3(e)）

※ 有      施工箇所（         ）

・ 無

材　質

・ ９　金属成形板張り                                                        （14.6.2）（14.6.3）

寸　法（mm）

板幅

※ アルミ製

・ ロール加工

・ プレス加工

・ ステンカラー

・ ブラウン系

・ [　　　　]

（フッ素樹脂塗装）

製　法 形　状 表面処理
板厚

※ 押出し型材 ※ スパンドレル形 ※ 100 ・ 0.8 ・ Ｂ－１種

・ パネル形 ・ 120 ※ 1.0 ・ Ｂ－２種

・ 150 ・ 1.2 ・ ブラック

・ [　　　　] ・ [　　　　] ・ [　　] ・ [　　] ・ 焼付け塗装・ 0.3

※ 有 ・ 無
・ アルミ表面処理鋼板管

・ 硬質塩化ビニル管（RF-VP） Ｇ

使用箇所 材　質 表面仕上 カラー

※ SUS 304 ・HL ・無

・[　　　　　　] ・N2B ・有（・化学発色・焼付・　　　　）

・[　　　　　　]

・ 発泡ポリスチレン ・ グラスウール

・ 8 ・ 100

役　物

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。（特殊役物は除く）

特注タイルの見本焼

※ 行わない

内装陶磁器タイル

・ 一般地仕様

・ 汚泥タイルの下水道汚泥焼却灰含有量

※ 市販品同等

・ 原材料の重量比（　　　　）％以上

・ ２　張り付け用材料

既製調合モルタル                                                              (11.2.3(c))

内装タイルの張り付け工法

・ 改良積上げ張り

外装タイルの張り付け工法　（小口以上、二丁掛け以下）

※ 密着張り

内装タイル以外のユニットタイルの張り付け工法

※ マスク張り

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

※ 目荒し工法（高圧水洗） 　水圧：150 Ｍpa　 水量：5Ｌ／min 　洗浄時間：10min／m2

・ [　　　　　　　　　　　]

・ 行う

・ 寒冷地仕様（寒冷地域用）

（試験焼き　　・ 行う）

単位容積質量

70.0以上

（％）
保水率

1.80程度

（kg/l） 温冷繰返し後

接着強さ（N／mm2）

0.60以上

標準時

0.40以上 0.20以下

（％）
長さ変化率

4.0以上

曲げ強さ
（N/mm2）

※ 壁タイル接着剤張り

・ 改良積上げ張り ・ 改良圧着張り

・ モザイクタイル張り

・ 12章　木工事

一般事項

・ １ 見え掛り面の表面仕上げの程度                                                     （12.1.4）

特記事項

種類及び品質

施工箇所

種類

・ Ａ種

※ Ｂ種

・ Ｃ種

・ 図示による

※ 図示による

・ 図示による

・ [　　　　　　　　　]

・ [　　　　　　　　　]

・ [　　　　　　　　　]

適用箇所

・ [　　　　　　　　]

・ [　　　　　　　　]

・ 13章　屋根及びとい工事

特記事項

・ １　長尺金属板葺                                              （13.2.2）（13.2.3）（表13.2.1）

Ａ種　ＳＧ

CGLCCR-20-AZ150

ポリ塩化ビニル被覆金属板の場合、板厚は金属板原板の厚さとする

取付け工法等

※ 図示による（施工専門工事業者は製造所の指定業者とする）

・ ２　鋼板製屋根用折板葺                                        （13.3.2）（13.3.3）（表13.2.1）

CGCCR-20-Z25

軒先面戸                                                                    （13.3.2(e)）

※ 有

止め面戸

※ アスファルトルーフィング940

・ 塗装溶融55％アルミニウム－

亜鉛合金めっき鋼板

・ 瓦棒葺

（心木なし）

・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板

耐火性能

・ 無

屋根葺き工法

※ 金属タルキ工法

・ [　　　　　　　　　　　]

製造所  （施工とも）    （施工専門工事業者は製造所の指定業者とする）

元旦ビューティ工業KK（スプリングルーフ800）

三晃金属工業KK（段ルーフ26）

KK淀川製鋼所（ヨドルーフ250）

カナメ（タイマルーフＴ型）    程度とする

・ ４　粘土瓦葺                                                              （13.4.2）（13.4.3）

留付け用金物等                                                                  （13.4.2）

※  （13.4.2）による　　　　　 　　　・ [　　　　　　　　　　　]

下葺材料                                                                     （13.4.2(e)）

※ アスファルトルーフィング940 　　　・ [　　　　　　　　　　　]

木材以外の下地の場合の留付け工法                                             （13.4.3(c)）

・ コンクリート直均し            ・ 引掛け桟工法

・ [　　　　　　　　　　　]

※ パーライトモルタル

※ 引掛け桟工法（下水道施設標準図 S-11-1(4)）

釘の引抜き試験　　　　　 ※ 行う　　　・ 行わない

・ 発砲系成形下地工法（下水道施設標準図 S-16-1(3)）

・ [　　　　　　　　　　　]

※ 図示による

・ ５　と　い

・ たてどい（雨水用）

材　種                                                             （13.5.2）（表13.5.1）

型による区分

・ 立平葺

材種

下葺材料板厚(mm) 

・ [　　　　　  　   　　]・ [　　　]

※ 0.4

･ ポリ塩化ビニル被覆金属板

・ [　　　　　  　   　　]

・ [　　　]

・ 190～230

※ 塗装溶融55％アルミニウム－

・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板

板厚（mm）山高（mm）

・ 80～100

・ [　　　　　  　   　　]

ピッチ（mm）

・ はぜ締め形

屋根葺形式

・ [　　　　　]

CGCCR-20-Z25

材種

CGLCCR-20-AZ150

亜鉛合金めっき鋼板

※ 0.6

・ かん合形

※ 310～350※ 140～160 ・ 0.8

・ 480～520・ 160～180 ・ [　　]

・ 無

・ [　　　　　　]

形状 雪止め瓦種類 産地材質

※ 粘土瓦 ※ 和形瓦 ・ いぶし瓦 ・ 三州瓦 ・ 適用する

・ [　　　　]  ・ Ｓ形瓦 ・ 釉薬瓦 ・ 石州瓦 ・ 適用しない

・ Ｊ形瓦   53A ・ [　　　　] ・ 淡路瓦

・ [　　　　] ・ [　　　　] 

・ ２　アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理（他に定めのない場合）    （14.2.2）（表14.2.1）

種　別

・ Ａ－２種

色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

・ ３　鉄鋼の亜鉛めっき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14.2.3）（表14.2.2）

亜鉛めっきの種別

・ [　　　　　　]

Ｂ種

Ｃ種
最低板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

・ JIS H 8602のＡ種

（無着色陽極酸化塗

装複合皮膜）

・ JIS H 8602のＡ種

（着色陽極酸化塗装

複合皮膜）

・ ４　軽量鉄骨壁下地

※ スタッド、ランナーの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14.5.3(a)）

※ （表14.5.1）による　　　・ 図示による

・ スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

・ 図示による　　　　　　　・ [　　　　　　　]

・ ５　軽量鉄骨天井下地

野縁等の種類　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　（14.4.2(b)）

屋外　　　※ 25型　　　・ 19型

屋内　　　※ 19型　　　・ 25型

・ ６　屋外の軽量鉄骨天井下地

仕　　様 施工箇所

・ Ａ－１種 ・ 図示による

・ [　　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・ [　　　　　] ・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ Ｂ－１種

色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・ [　　　　　] ・ Ｂ－２種

色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・ [　　　　　] 

色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・[　　　　　] 

・ Ｃ－１種

・ Ｃ－２種

材　　　料 適用部位

Ａ種 最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板
※ 図示による

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルト

・ [　　　　　　]

※ 図示による

・ [　　　　　　]

※ 図示による

・ [　　　　　　　]

・ ８　間伐材等

　　　 使用箇所 ： 

　　　 間伐材等 ： 間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の体積比

　　　 　　　　　　割合が10％以上であること。

　　　 　　　　　　居室の内装材にあっては、ホルムアルテヒド放散量「（ＪＡＳ規格による測定方法

　　　 　　　　　　）」が平均値で0.3mg/L以下かつ最大値で0.4mg/L以下であること。

・多雪地域仕様

※ 重ね形（二重折板）

・ ３　壁タイル張りの工法                                               （表11.2.3）（11.2.7(c)）

・ ４　コンクリート素地面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(11.2.7)

・ ５　集成材等  Ｇ                                                                    （12.2.1(C)）

・ 造作用集成材                                                                     （12.2.1(C)）

・ 化粧ばり造作用集成材                                                             （12.2.1(C)）

・ 造作用単板積層材          　                                                     （12.2.1(d)）

・ ６　床張り用合板（下張り用床板も含む）                                              （12.2.1(e)）

・ ７　木材の防腐処理及び防蟻処理                                  （12.3.1）（12.3.2）

※ （12.3.1）による保存処理木材

※ （12.3.1）による

棟の工法                                                                     （13.4.3(d)）

防露巻き                                                        （13.5.3(d)）（表13.5.5）

防露巻き                                                        （13.5.3(d)）（表13.5.5）

材　質　　　　　　※ （13.5.2(c)）による   ・ ステンレス製

・ ６　ルーフドレン                                                        （13.5.2）（表13.5.2）

足洗い

防鳥網

配管ライニング棚板

・ 図示による

・ 図示による

・ [アルミ見切り縁]

・ [　　　　　　]

・ [　　　　　　]

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(4)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-6



・ 10　アルミニウム製笠木                                                   （14.7.2）（14.7.3）

・ 250形

・ 300形

・ 350形

・ 400形

・ 450形

・ 図示による　

・ [　　　　] 

・ 11　手すり及びタラップ                                                    （14.8.2）（14.8.3）

・ 手摺

・ Ｂ－２種

（ ・ ブラック　・ ブラウン系）

・ [　　　　　]

・ 鋼製

外部　・ Ｃ種　　内部　・ Ｃ種　

・ 塗装[　　　　　]

・ ステンレス鋼

（外部） ・ ♯400仕上げ程度

（内部） ・ ＨＬ仕上げ程度　・ [　　　　　]

・ タラップ

※ No.2Ｂ仕上げ程度（すべり止め加工）

・ [ 　　　　 ]

・ 鋼製

・ [　　　　　]

（仕様は、下水道施設

標準図 H-11-1

による）

部材の種類

取付けボルト、

ネジ類はステン

レス製とする

最小呼称肉厚 表面処理 備考

・ 200形 2.2mm ・ Ａ－１種又はＢ－１種

・ Ｂ－２種

・ 有

※ 無

3.0mm 

・ 図示による

・ [　　　　] ・ [　　　　]

材質 表面処理等の種別

※ アルミニウム ※ Ｂ－１種　　　　　　　　　　　     　　　（表14.2.1）

・ 亜鉛めっき                                 （14.2.3）

※ SUS304

※ ステンレス鋼 ※ SUS304

・ ポリプロピレン防錆被覆

・ 15章　左官工事

一般事項

・ １　防火材料

屋内の壁及び天井の仕上げ材は、防火性能に関する技術的基準に適合するものとする。

・ ２　コンクリート打放し面の下地調整                                                  （15.5.5）

・ ３　外壁等のタイル下地モルタルの検査

検査方法は、タイル検査（11.1.4）に準じて行う。

特記事項

・ １　モルタル塗り

建具回り等の充填モルタルに使用する防水剤                                      (15.2.2(e))

曲げ及び

圧縮強度比

セメント重量の JIS R 5201の試験において

5％以下 始発　 1時間以上 95％以下 80％以下

終結　10時間以内

吸水調整材                                                                    (15.2.2(f))

全固形分（％）  吸水量（ｇ） 接着強度（Ｎ／mm2） 界面破断（％）

表示値±1.0％以内 30分間で 1ｇ以下 0.98Ｎ／mm2以上 50％以下

均質で有害と認められる異物の混入がないこと

・ 図示による ・ [　　　　　　　]

※ 床目地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(15.2.5(b))

※ 設置する　　　工法　　・図示による　　　※  （15.2.5(b)）による

・ 設置しない

・ ２　床コンクリートの直均し仕上げ

※ （表6.2.4）による　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15.3.2）

外壁及び内壁吹抜け部分のタイル下地モルタルは、タイル張付け前に、打診による全面検査及び接

着力試験を行う。

混合割合(％)

コンクリート打放し面に仕上塗材仕上げを行う場合は、下地調整塗材を全面に塗り付けて平滑にす

る。ただし、スラブ下等の見上げ面及び厚付け仕上塗材仕上げ等の場合は、省略する。

・ ３　仕上塗材仕上げ                                       （15.5.2～7）（表15.5.1）（表15.5.2）

名称

・ 薄付け仕上塗材

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・ 平坦状    ・ 凹凸状

・ 着色骨材砂壁状

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 平坦状    ・ 凹凸状

・ 防水形外塗薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・ 内装薄塗材Ｃ

・ 内装薄塗材Ｌ

・ さざ波状

・ 内装薄塗材Ｓｉ

・ 平坦状    ・ 凹凸状      ・ さざ波状

・ 内装薄塗材Ｅ

・ 平坦状    ・ 凹凸状      ・ さざ波状

・ 内装薄塗材Ｗ

※ 複層仕上塗材

・ ４　石調吹付

目地     ・１段　

色数     ・２色　

上塗材   ※ウレタン系　

製造所   [                   製品番号　　　　　又は同等品以上とする。]

透水比吸水比混合時間

70％以上

種類 仕上げの形状等

・ 外装薄塗材Ｓｉ ・ 砂壁状    ・ ゆず肌状    ・ さざ波状

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 砂壁状    ・ ゆず肌状    ・ さざ波状

・ 砂壁状    ・ ゆず肌状    ・ さざ波状

・ 砂壁状    ・ ゆず肌状    ・ さざ波状

・ ゆず肌状  ・ さざ波状    ・ 凹凸状

・ 砂壁状

・ 平坦状    ・ 凹凸状      ・ ゆず肌状

・ さざ波状

・ 平坦状    ・ 凹凸状      ・ ゆず肌状

・ 砂壁状じゅらく           ・ ゆず肌状

・ 砂壁状じゅらく           ・ ゆず肌状

・ 京壁状じゅらく           ・ ゆず肌状

・ 複層塗材ＣＥ

※ 複層塗材ＲＥ

・ ゆず肌状　 ※ 凸部処理　 ・ 凹凸模様

外観　　※ つやあり　  ・ つやなし

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 複層塗材Ｅ

・  複層塗材ＲＳ

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ 防水型複層塗材ＣＥ

・ 防水型複層塗材Ｅ

・ 防水型複層塗材ＲＳ

・ 防水型複層塗材ＲＥ

・ 吹付用軽量塗材砂壁状

・ こて塗用軽量塗材

耐候性　　※ ３種以上　 　・ [　　　]

上塗材

・ メタリック（溶媒は溶剤系のみ）

樹脂    ・ アクリル系  ・ シリカ系

※ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系   ・ ふっ素系

・ ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

 溶媒　　※ 水系　 　   ・ 溶剤系

防水形の増塗材　　※ 行う（防水型のみ）

砂壁状     ・ パーライト

・ バーミキュライト

仕上げ材の厚さ

・ 3mm   ・ 5mm   ・ [　　　]

平たん状   ・ パーライト

・ バーミキュライト

仕上げ材の厚さ

・ [　　　mm]

・ 軽量骨材仕上塗材

・ 16章　建具工事

一般事項

・ １　防火設備、特定防火設備等の建具                                                  （16.1.3）

※ 図示による

・ ２　見本の製作等                                                                    （16.1.4）

・ 建具見本の製作       建具番号[適用箇所は図示による]

・ 特殊な建具の仮組     建具番号[適用箇所は図示による]

特記事項

・ １　アルミニウム製建具

外部に面する建具                                                    （16.2.2）（表16.2.1）

種　別

Ｓ－４

(2,000Pa)

Ｓ－５

(2,400Pa)

Ｓ－６

(2,800Pa)

外部に面する建具の表面処理                                       （16.2.4(d)）（表14.2.1）

屋内の建具の表面処理                                             （16.2.4(d)）（表14.2.1）

・ アルミニウム製防音サッシの適用                                                   （16.2.2(b)）

※ 適用箇所は図示による

遮音性能   ・ Ｔ－１    ・ Ｔ－２    ・ Ｔ－３    ・ Ｔ－４

・ アルミニウム製断熱サッシの適用                                                   （16.2.2(b)）

※ 適用箇所は図示による

断熱性能   ・ Ｈ－１     ・ Ｈ－２     ・ Ｈ－３     ・ Ｈ－４

(ガラスブロッ

ク枠は100)

100

・ ２　網　　戸                                                                     （16.2.3(e)）

形　式

※ 外面可動式

・ 固定式 ・ 合成樹脂製

・ ステンレス製(SUS316)

・ Ｓ－４  　      ・ Ｓ－５  　     ・ Ｓ－６

※ 適用する（気密性Ａ－３、水密性Ｗ－１）

・ 適用しない

外部に面する大型建具の耐風圧性

※ 図示による     ・ 1,200Pa        ・ [　　　　]

※ 適用箇所は図示による

※ 適用箇所は図示による

断熱性能     ・ Ｈ－１      ・ Ｈ－２      ・ Ｈ－３      ・ Ｈ－４

※ 適用箇所は図示による

面内変形追随性能             ・ Ｄ－１      ・ Ｄ－２      ・ Ｄ－３

・ 標準型鋼製建具の適用は図示による

・ ４　鋼製軽量建具

※ 適用する     （ ※ Ａ－３      ・     ）

・ 適用しない

※ 適用箇所は図示による

遮音性能     ・ Ｔ－１      ・ Ｔ－２      ・ Ｔ－３      ・ Ｔ－４

※ 適用箇所は図示による

断熱性能     ・ Ｈ－１      ・ Ｈ－２      ・ Ｈ－３      ・ Ｈ－４

※ 適用箇所は図示による

面内変形追随性能             ・ Ｄ－１      ・ Ｄ－２      ・ Ｄ－３

・ 標準型鋼製建具の適用は図示による

・ ５　ステンレス製建具

※ 図示による              ・ [　　　　]

※ 普通曲げ                ・ 角出し曲げ

※ （16.5.3(b)）による     ・ ステンレス製（全て）

・ Ｓ－４     ・ Ｓ－５      ・ Ｓ－６

※ 適用する（気密性A-3、水密性W-1）

・ 適用しない

外部に面する大型建具の耐風圧性

・ 図示による       ・ 1,200Pa      ・[　　　　]

※ 適用箇所は図示による

遮音性能          ・ Ｔ－１      ・ Ｔ－２      ・ Ｔ－３      ・ Ｔ－４

※ 適用箇所は図示による

断熱性能           ・ Ｈ－１      ・ Ｈ－２      ・ Ｈ－３     ・ Ｈ－４

※ 適用箇所は図示による

面内変形追随性能    ・ Ｄ－１      ・ Ｄ－２      ・ Ｄ－３

・ ６　木製建具

かまち[　　　　　　　]       鏡板[　　　　　　　]

※ 新鳥の子程度又はビニル紙   ・ 鳥の子

・ ７　建具用金物

金物の種類

KKシブタニ（DH-340S）   中西産業KK（5K-5600)

GK堀商店（2841）                      程度とする

内蔵型上げ落し

（内臓型グレモン締り） 

ハンドル   ※ ステンレス製           ・ [          ]

※ ローラーなしハンドル   ・ ローラー付きハンドル

大型上げ落し

（大型面付け上部締り）

GK堀商店（2621）                      程度とする

上記以外の金物は標準仕様書による。

※ 図示による

※ ディレードアクション（遅延閉）機能付き

・ [　　　　　　　　　]

・ 製作する        [委託団体と協議の上システムを決定する]

・ 製作しない

開閉方法

※ スライディングドア

・ スイングドア

・ 光電スイッチ    　・ 電波スイッチ

・ タッチスイッチ 　 ・ 押しボタンスイッチ

・ ペダルスイッチ    ・ 多目的スイッチ

・ [　　　　　　　　　　]

・ ９　自閉式上吊り引戸装置（多目的トイレ等）

・ 製造所の標準仕様による

・ 10  重量シャッター

・ 1200  　　   ※ 図示による

※ 上部電動式（手動併用） 　　・ 上部手動式

※ 障害物感知装置　　　 　　　・ [　　　　　　 ]

（煙若しくは熱感知器連動機構または手動閉鎖装置により閉鎖する防火または防煙シャッター）

※ 設ける　　　・設けない

ガイドレール形式

※ 耐風型（はずれ止めを設ける）

・ 一般型

・ 1200  　  ・ 800 　　   ※ 図示による

通気性能（m3/min･m2）

※ 0.2　　　 ・ [　　　　　]

開閉機能による種類

※ 上部電動式（手動併用）　　 ・ 上部手動式

保護装置

※ 障害物感知装置　　　　 　　・ [　　　　　　 ]

シャッターケース

※ 設ける　　　　　　 　　　　・ 設けない

※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）かつ「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」

（昭和48年12月28日建設省告示第2563号、最終改正平成17年12月1日国土交通省告示第1392

号）に定める基準に適合するもの

種　別

・ Ａ－２種

色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ JIS H 8602のＡ種

（無着色陽極酸化塗

装複合皮膜）

・ JIS H 8602のＡ種

（着色陽極酸化塗装

複合皮膜）

仕　　様 施工箇所

・ Ａ－１種 ・ 図示による

・ [　　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・ [　　　　　] ・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ Ｂ－１種

色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・ [　　　　　] ・ Ｂ－２種

色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・[　　　　　] 

・ Ａ種
※ 図示による

耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm) 施工箇所

 ※ Ａ－３ 

(A-3等級線)

・ Ａ－４

(A-4等級線) 

Ａ－４

(A-4等級線) 

※ Ｗ－４

(350Pa)

・ Ｗ－５

(500Pa)

Ｗ－５

(500Pa)

・ 図示による

・ [　　　　　　]

・ 図示による

・ [　　　　　　]色合い   　・ ブラック      ・ ステンカラー

・ ブラウン系　  ・ [　　　　　]

着色方法   ・ 二次電解着色  ・ [　　　　　] 

・ Ｃ－１種

・ Ｃ－２種

・ 平坦状    ・ 凹凸状

構　造 網の種別 網目 線径

※ 純正 ※ ガラス繊維入り合成樹脂製 ※ 16～18メッシュ ※ 0.25mm以上

・ [　　　　] ・ [　　　　]・ フリーサイズ

金物の仕様

大型丁番 ＳＵＳ製又は黄銅製

KKシブタニ（55Gｼﾘｰｽﾞ）  中西産業KK（GMS-1300ｼﾘｰｽﾞ)

程度とする

KKシブタニ（DL-2000)    中西産業KK（AL-180）

センサーの種類

・ マットスイッチ　　※ 光線（反射）スイッチ

・ スイング　　　　　・ 熱線スイッチ　　　・ 音波スイッチ

※ 70

※ 大型建具の金物

※ 上下の大型上げ落し又は内蔵型上げ落しを設置する。（二枚扉の場合は両方共設置）

・ 既製目地                                                                   (15.2.2(h))

外部建具の耐風圧性（大型建具を除く）                             （16.4.2(b)）（表16.2.1）

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値（大型建具を除く）         （16.4.2(b)）（表16.4.1）

・ 鋼製建具の防音ドアセットの適用（大型建具を除く）                            （16.4.2(c)）

・ 鋼製建具の断熱ドアセットの適用（大型建具を除く）                            （16.4.2(c)）

・ 鋼製建具の耐震ドアセットの適用（大型建具を除く）                            （16.4.2(ｃ)）

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値                                       （16.5.2(b)）

・ 鋼製軽量建具の防音ドアセットの適用                                            （16.5.2(b)）

・ 鋼製軽量建具の断熱ドアセットの適用                                            （16.5.2(b)）

・ 鋼製軽量建具の耐震ドアセットの適用                                           （16.5.2(b)）

表面仕上げ                                                                   （16.6.4(d)）

曲げ加工                                                                     （16.6.5(a)）

補強材                                                                       （16.6.3(b)）

外部建具の耐風圧性（大型建具を除く）                                            （16.6.2）

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値（大型建具を除く）                        （16.6.2）

・ ステンレス製建具の防音ドアセットの適用（大型建具を除く）                         （16.6.2）

・ ステンレス製建具の断熱ドアセットの適用（大型建具を除く）                         （16.6.2）

・ ステンレス製建具の耐震ドアセットの適用（大型建具を除く）                        （16.6.2）

かまち戸の樹種                                                                  （16.7.2）

ふすまの上張り                                                                （表16.7.3）

金物の種類                                                                   （16.8.2(a)）

握り玉、レバーハンドル等の取付け位置                                           16.8.3(a)）

※ ドアクローザー                                                             （表16.8.1）

※ マスターキー（施工中はコンストラクションキーシステムを適用する）          （16.8.4(a)）

・ ８　自動ドア開閉機構                                    （16.9.3(a)）（16.9.3(b)）（表16.9.3）

※ 寒冷地の凍結防止装置　　　建具番号[適用箇所は図示による]                     （16.9.3(f)）

自閉式上吊り引戸装置の性能                                                   （16.10.3(b)）

※ （表16.10.1）による

耐風圧性能（Ｎ／m2）                                                        （16.11.2(b)）

開閉機能による種類                                             （16.11.2(c)）（表16.11.1）

保護装置（一般の電動シャッター）                                            （16.11.2(d)）

保護装置                                                                    （16.11.2(d)）

防火または防煙シャッター以外のシャッターケース                              （16.11.2(f)）

避雷導体

大型扉用戸当り

あおり止め

壁付け      GK堀商店（2103） 中西産業KK（DC-X-20) 程度

両面締りハンドル

KKシブタニ(H72SX) 　中西産業KK    (SUS-X-191-RO)

程度とする

床付け　　　GK堀商店（2113） 中西産業KK（DC-X-19) 程度

ハンドル　　　※ ステンレス製     ・ [　　　　　]

（ローラー付きグレモンハンドル）

片面締りハンドル

KKシブタニ（H170S-30Sｶﾀﾒﾝ) 中西産業KK

ハンドル　　　※ ステンレス       ・ [　　　　　]

（ローラー付きグレモンハンドル

ロック付き） 程度とする

ハンドル　　　※ ステンレス       ・ [　　　　　]

程度とする

面付け３点両面締りハンドル

KKシブタニ（DL-4000-3D) 　GK堀商店(2651-3W）

・ ３　鋼製建具

・ 11  防音シャッター

遮音性能     ・ Ｔ－１      ・ Ｔ－２      ・ Ｔ－３      ・ Ｔ－４

耐風圧性能（Ｎ／m2）

遮音性能 Ｔ-1

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(5)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-7



・ 発泡層のあるもの

※ 発泡層のないもの

・ エポキシ樹脂塗床材

※ 弾性ウレタン塗床材

種　　別

種　類

・ 耐薬品性

・ 厚膜流し展べ仕上げ   （ ・ 平滑　・ 防滑）　

・ 樹脂モルタル仕上げ   （ ・ 平滑　・ 防滑）　　

・ 防滑仕上げ　　

壁紙の種類

※ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

仕上げの種類

・ 薄膜流し展べ仕上げ

※ 無地　　・ マーブル柄

※ 柄物　　・ 無地

JISの記号

※ ＮＣ　・ [　　　　]

色　柄 厚さ(mm)

※ 2.5　・ [　　　　]

施工箇所 備      考

・ カット・ループ併用

・ カットパイル

※ ループパイル

パイル形状 総厚さ（mm）

※ 6.5

・ [　 　　]・ [　　 　]・ 第二種

※ 500×500※ 第一種

種　別 種　類 電気抵抗値（Ω）

ノンフロンのもの

・ 木質木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

・メラミン樹脂化粧板

・ 木目化粧せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ せっこうボード

GB-D

・ 凹凸タイプ

※ フラットタイプ

壁

GB-S

GB-NC

GB-R

HW

DR

・ 化粧無

スラットの形式

※ オーバーラッピング形　　　 　　　　・ インターロッキング形

ガイドレール形式

※ 耐風型（はずれ止めを設ける） 　　　・ 一般型

遮臭材

※ クロロプレンゴム

上記以外（下水道施設標準図　D-15-1、D-16-1）による。

・ 12  軽量シャッター

※ 手動式     ・ 上部電動式（手動併用）

※ 500        ・ 650       ・ 800

※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　　　・ [　　　　　　　　　]

※ インターロッキング形　　　　　・ オーバーラッピング形

ガイドレール等

・ 13  オーバーヘッドドア

形　式

※ 一般タイプ　　　・ 防臭タイプ（下水道施設標準図　D-17）

※ アルミニウムタイプ　　　　JIS H 4001及びJIS H 4100による

・ スチールタイプ　　　　　　JIS G 3312による

・ ファイバーグラスタイプ　　JIS A 5701に準ずる

・ 断熱タイプ

・ 500       ・ 750       ・ 1000       ・ 1250

※ [ 図示による ]

※ バランス式　　　　　・チェーン式　　　　　・ 電動式

※ スタンダード形      ・ ローヘッド形      ・ ハイリフト形     ・ バーチカル形

ガイドレール

※ ステンレスSUS304 厚2mm以上　　　　　・ 溶融亜鉛めっき鋼板　厚2mm以上

・ Ｂ－１種

・ Ｂ－２種

着色方法    ・ 二次電解着色     ・ [　　　]

色合い      ・ ブラック      ・ ステンカラー     ・ ブラウン系     ・ [　　　]

・ JIS H 8602のＡ種（無着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・ JIS H 8602のＡ種（着色陽極酸化塗装複合皮膜）

着色方法    ・二次電解着色      ・ [　　　]

色合い      ・ ブラック      ・ ステンカラー     ・ ブラウン系     ・ [　　　]

製造所

評価名簿による

・ 14  煙感知器連動自閉装置

機器装置一式は、別図建築電気設備工事による

強化ガラス

板ガラスの材種     ・ 図示による     ・ フロート板強化ガラス

熱線吸収板ガラス

板ガラスの材種     ※ 図示による     ・ 熱線吸収フロート板ガラス

色　調（ ※ グレー　　　・ ブルー　　　・ ブロンズ　　　・ グリーン）

複層ガラス

板ガラスの材種     ※ 図示による     ・ [　　　　　　　]

断熱性・ 日射熱遮蔽性による区分

・ １種     ※ ２種     ・ ３種(U3-1)      ・ ３種(U3-2)

・ ４種     ・ ５種

熱線反射ガラス

板ガラスの材種      ・ 図示による     ・[　　　　　　　]

色　調              ・ ブロンズ       ・ シルバー

反射ガラス面の映像調整         ・ 行う      ・ 行わない

日射熱遮蔽性区分    ・ １種    ・ ２種      ・ ３種

耐久性区分          ・Ａ類     ・ Ｂ類

建具の種類

アルミニウム製

鋼製

ステンレス製

木製建具

防火戸のガラスの留め材は、建築基準法に基づく防火性能に関する技術的基準に適合したもの。

ガラスの色

※ クリアー

・ カラー

・ セラミックカラー     ・ リズミカラー     ・ 乳白色     ・ 熱線反射

力骨の材質

※ （16.13.5）による     ・ [　　　　　　]

化粧目地モルタルの色

※ 白色                  ・ [　　　　　　]

シーリング

金属製化粧カバーの材質、寸法、形状等

・ 図示による

・ ステンレス製（SUS304）

※ アルミニウム製

表面処理

※ Ｂ－１種

・ Ｂ－２種

着色方法     ・ 二次電解着色     ・ [　　　]

色合い    ・ ブラック    ・ ステンカラー    ・ ブラウン系    ・ [　　　]

ガラスブロックの化粧目地

・ シーリング　　　　（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

※ 目地モルタル　　　（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

目地部の力骨の補強方法

※ ガラスブロック製造所の仕様による

・ 図示による

・ 18  ガラス用フィルム

※ 内張り

（第１種） 

（第２種）

・ 日射遮へいフィルム

（第３種）

品質　JIS A 5759 による

・ 日射遮へい　・ ガラス飛散防止フィルム

性能値

材　種

※ シーリング材　　・ ガスケット（Ｆｉｘ部はシーリング材）

※ シーリング材　　・ [　　　　　　]

※ シーリング材　　・ [　　　　　　]

※ 押縁　　　　　　・ [　　　　　　]

名　称 張り面
可視光線透過率 遮へい係数 熱貫流率 飛散防止率

・ Ａ１ ・ Ｂ１ ・ Ｃ１ ※ Ｄ１

・ 外張り ・ Ａ２ ・ Ｂ２ ・ Ｃ２ ・ Ｄ２

※ ガラス飛散防止フィルム ・ Ａ３ ・ Ｂ３

・17章　塗装工事

一般事項

・ １　塗装材料等                                                                   （18.1.3(b)）

※ 屋内の壁及び天井の仕上げ材は、防火性能に関する技術的基準に適合するものとする。

特記事項

・ １　素地ごしらえ                                                            （18.2.1～18.2.7）

※ 下記以外は（18.2.1～18.2.7）による

・ [　　　　　]

せっこうボードが継目処理工法の場合の素地ごしらえ                    （18.2.7）（表18.2.7）

※ （表18.2.7）のＢ種

・ [　　　　　]

・ [　　　　　]

・ 18章　内装工事

特記事項

・ 1 ビニル床シート張り                                                             （19.2.2(a)）

工　法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（19.2.3(b)）

※ 熱溶接　（ 施工箇所　　　　　　　　　　　　）

・ 突き付け（ 施工箇所　　　　　　　　　　　　）

・ ２　誘導用及び注意喚起用床材

形状：JIS T 9251　 （色彩は黄色を原則とする）

・ [　　　]

※ 塩化ビニル製

・ 磁器質タイル

全面接着工法による敷き方                                                     （19.3.4(e)）

※ 平場：市松敷き　　階段部分：模様流し

・ [　　　　　　　　　]

・ 接着工法

・ (Ｂ種)

※ (Ｃ種)

・ 単層フローリング

下張り用床板は、12章[木工事]の項による

・ 無塗装品の仕上げ                                                          （19.5.7(b)）

・ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステイン塗り

・ 生地のままワックス塗り

・ ６  畳敷き                                                           （19.6.2(a)）（表19.6.1）

・ Ａ種　 ※ Ｂ種　 ・ Ｃ種 　・ Ｄ種

ポリスチレンフォーム床下地（次項）

・ ７  ポリスチレンフォーム床下地材

厚さ（mm）     ※ 40　　 ・ 65　　 ・ 80　　 ・ 95　　 ・ [　　　]

・ ８  ビニル幅木                                                                   （19.2.2(d)）

高さ（mm） 　　※ 60 　　・ 75 　　・ 100

厚さ（mm） 　　※ 1.5 　 ・ [　　　]

下張　有

・ ﾓﾙﾀﾙ埋込み工法

下張　有

・ [　　　　　　　　　]

・ フローリングボード

・ フローリングブロック

・ 複合３種フローリング

※ 複合１種フローリング

・ 複合２種フローリング

※ 複合フローリング

・ [　　　]

･ なら

・ モザイクパーケット

・ ひのき

・ たも

※ さくら

・ ９ せっこうボード、その他ボード張り                                     （19.7.2）（表19.7.1）

※ 軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材                                  （19.7.2(h)）

※ シーリング材

・ ジョイントコンパウンド

※ せっこうボードの目地工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19.7.3(g)）

※ 図示による　　　 ・ [　　　　]

・ 10  壁紙張り                                                                     （19.8.2(a)）

凡例：塩ビ（塩化ビニル樹脂系）、プラ（プラスチック系）、不燃石膏（不燃石膏ボード下地）

　　：不（不燃）、準（準不燃）、難（難燃）　を示す。

素地ごしらえの種別　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　（19.8.3）

モルタル及びプラスター面　　　　　　　 　　 　　　 　（19.8.3(a)）（18.2.5）（表18.2.4）

※ Ｂ種　　　 ・ Ａ種

※ Ｂ種　　　 ・ Ａ種

せっこうボード面　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（19.8.3(c)）（18.2.7）（表18.2.7）

※ Ｂ種　　　 ・ Ａ種

・ 11  断熱材

※ 不燃材でないもの　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  　（19.9.2）（19.9.3）

材　種

※ １種２号

※ Ａ種１

※ 15

建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォームの製造所　

評価名簿による

・ 押出法ポリスチ

レンフォーム保

温材

・ 建築物断熱用吹

付け硬質ウレタ

ンフォーム

・ 硬質ウレタンフォー

ム保温材

・ [　　　　] ・ [　　　　]

種    類 寸法（mm） 備    考

・ レジンコンクリート製 ・ 300×300　厚さ30程度

※ 300×300　  ・ [　　　]

・ 無ゆう ・ 300角       ・ [　　　]

・ [　　　]

・ [　　 　]

・ [　　 　]

・ [　 　　]

・ [　 　　]

・ 10 Ω以下

※ 適用しない

・ ３　タイルカーペット敷き             　　　　　　　　　　　　 　　   （19.3.3(d)）（表19.3.2）

種    類 材  種 種  別 仕上げ 工  法

・ 釘留め工法

 ・ (Ａ種) ※ 釘留め工法・ 塗装品

下張　無

・ 無塗装品

・ 接着工法

・ [　　　]

･ なら

・ ひのき

・ たも

・ さくら

下地の種類 種　別

・ Ｃ種   ・ Ｄ種

（表12.5.1）による床組または（表12.7.1）による床板

種　　　類 記号 仕上げ等 部位 厚さ（mm）・ 規格等

※ 12.5（不燃）

・ 15.0（不燃）

※ 12.5（不燃）天井

・  9.5（準不燃）

・ [　　　　　　]

・ [　　　　　　]

天井
・  9.5（不燃）

・ [　　　　　　]

※  9.5（不燃）

　 幅 440mm程度

天井

※ 12.5（不燃）
壁 ・ 15.0（不燃）

・ [　　　　　　]

※ 12.5（不燃）
天井

・  9.5（準不燃）

・ [　　　　　　]

※ 12.5（不燃）

・ 15.0（不燃）

・ [　　　　　　]

・ 6　　　  　・ 8
壁

・ [　　]

・ 6　　　 　 ・ 8天井

・ [　　]（室内）

天井
※  9（不燃）  ・ 12（不燃）

・ [　　　　　　]（トラバーチン模様）

天井
※  12（不燃） ・ 15（不燃）

・ [　　　　　　]

・ フラットタイプ
天井

※  9（不燃）  ・ 12（不燃）

・ [　　　　　　]（トラバーチン模様）

・ 凹凸タイプ
天井

※  12（不燃） ・ 15（不燃）

・ [　　　　　　]

・ 20　　　　※ 25

・ [　　　　　　]

※ 1.2　　 　・ 1.6

・ [　　　　　　]

※ 6.0

・ [　　　　　　]

（下張り用）

※ 化粧有

（トラバーチン模様）

※ 木目

※ 柾目

・ 板目

・ ロックウール化粧吸音板 DR

(硬質木毛セメント板)

JIS A6903による

・ フレキシブル板

JIS A5430による

タイプ2（無石綿）

0.8FK

G

F

・強化せっこうボード GB-F

・ 15.0（不燃）

　 専用下地材付き

※ 12.5（不燃）

・ [　　　　　　]

・  9.5（準不燃）

・ 21.0（不燃）

(軒天用)

天井

防火種類

※ 一般部※ ２種ｂ ※ 25  ・ [　　　　]

※ 25  ・ [　　　　]※ ３種ｂ ※ 土層接地スラブ下地

・ [　　　　]・ [　　　　] ・ [　　　　　　　] 

※ 25  ・ [　　　　]

・ 

※ 断熱材補修部分

※ 一般部

種　類 施工箇所 厚さ(mm) 品質等

25

ノンフロンのもの

9

・ [　　　　　　　] 

・ 化粧ボード

G

G

・ 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗材のホルムアルテヒド放散量

　　※ 規制対象外　　　・ 第三種

一般事項

・ 接着剤 

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルテヒド放散量

　　※ 規制対象外　　　・ 第三種

・ 6　　　  　・ 8
壁

・ [　　]

・ 6　　　 　 ・ 8天井

・ [　　]（室内）

熱溶接（施工箇所　　　　　　　　　　　　）

開閉形式                                                                    （16.12.2(a)）

耐風圧性能（Ｎ／m2）                                                        （16.12.2(b)）

スラットの材質                                                                 （16.12.3）

スラット形状                                                                （16.12.4(b)）

※ 鋼板製　　　　　　　　　　　　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）         （表16.12.2）

セクション材                                                                （16.13.2(a)）

耐風圧性能（Ｎ／m2）                                                       （16.13.2(b)）

開閉機構                                                                   （16.13.2(c)）

収納形式                                                                   （16.13.2(d)）

アルミ型材の表面処理                                              （16.13.4）（表14.2.1）

・ 15  ガラス[適用箇所、寸法並びに厚さは図示による]                                （16.14.2(a)）

・ 16  ガラスの留め材                                         （16.14.2）（表9.7.1）（表16.14.1）

・ 17  ガラスブロック                                                                 （16.14.5）

※ （9.7.2）による

※ 図示による　　 　　・ （16.14.5）による

化粧目地の寸法                                                              （16.14.5(b)）

※ 図示による　　　　　・ （16.14.5）による

伸縮目地の位置                                                              （16.14.5(b)）

・ ２　各種塗装                                                               （18.3.1～18.14.2）

※ 下記以外は（18.3.1～18.14.2）による

・ ４　合成樹脂塗床                                    （19.4.2）（19.4.3）（表19.4.1～表19.4.8）

・ ５　フローリング張り                                  （19.5.2～19.5.8）（表19.5.1～表19.5.6）

紙
系

植
物
系

塩
ビ

プ
ラ

無
機
質
系

そ
の
他

不
燃
下
地

金
属
下
地

難
燃
下
地

不
燃
石
膏

準
不
燃
下
地

コンクリート面　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　（19.8.3(a)）（18.2.6）（表18.2.5）

・ ３　床用塗料塗り

材　質      ※ ウレタン樹脂系塗料      ・ [　　　　　]

仕上種別    ※ 平滑仕上げ              ・ 防滑仕上げ（施工箇所）

塗付量      ※ プライマー塗りのうえ主材２回塗りとし、総塗付量は0.5kg/m2以上とする。

・ ４　耐候性塗料塗り

等級   ・ 1級   フッ素樹脂塗装  ・ ２級   アクリルシリコン樹脂塗装  ・ ３級   ポリウレタン樹脂塗装  

鉄鋼面の上塗り等級

亜鉛めっき鋼面の上塗り等級

等級   ・ 1級   フッ素樹脂塗装  ・ ２級   アクリルシリコン樹脂塗装  ・ ３級   ポリウレタン樹脂塗装  

等級   ・ 1級   フッ素樹脂塗装  ・ ２級   アクリルシリコン樹脂塗装  ・ ３級   ポリウレタン樹脂塗装  

コンクリート面及び押出成形セメント板面の上塗り等級

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(6)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-8



・ 焼付け

※ ほうろう※ ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

・ 鋼製黒板

種　類

※ 白

・ 黒

規格

・ 緑

色　彩 枠

※ アルミ製
表面仕上げ

・ アルマイト処理品

・ 焼付け塗装品

・ 木目調

材　質

※ 硬質塩ビ製

・ アルミニウム製

※ 塗装品

※ 100

性　能

・ 準不燃品

・ 100

・ 300

幅(mm)

・ 200

標準品とする。

とし、製造所の

回り縁は樋付き

備　考

・ 不燃材

材　種      ※ 炭酸カルシウム発泡板    ・ [　　　　　　　　　]

厚さ（mm）  ※ 25（不燃）              ・ [　　　　　　　　　]

・ 12　吸音材

材　料

※ グラスウール

※ 化粧部のガラスクロス張り

・ 化粧部のガラスクロスなし

ボードの表面のガラスクロス JIS R3414 による EP17A程度

留付方法

・ インサルピン留め化粧ワッシャー押え

・ P.C、ALCの場合はインサルピン化粧ワッシャー押え  （@300,9.1本/㎡）

※ ステンレスファスナー留め（壁、天井面８ヶ所／枚（910×1820相当））

・ 樹脂製断熱材ファスナー留め　 8ヶ所（910×1820）

※ グラスウール成

形版

下水道施設標準図

[B-03]

・ 13　浴室天井材

市販品

・ 14　断熱複合板

表面材    フレキシブル板（１８章．１１による。）

断熱材    押出法ポリスチレンフォーム保温材（１８章．１３による。）

グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ２号32Ｋ ※ 25  ・ 50  ・ [　　　　]

※ 52  ・ [　　　　]

種　類 厚さ（mm） 品質規格

・ 19章　ユニット及びその他の工事

特記事項

・ １　止水板

施行箇所

材質

形式

寸法

工法

・ ２　くつふきマット（市販品）

材　質

・ 硬質アルミニウム製（受枠とも）

・ 硬質アルミニウム製（ステンレス製受枠）

・ ビニル製（ステンレス製受枠）

※ ステンレス製（受枠とも）

・ ３　屋上丸環

※ ステンレス製　　　（SUS304　№２Ｂ仕上げ程度）

・ ４　フリーアクセスフロア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（20.2.2）

・ パネル式

・ 溝式

・ 0.4Ｇ

表面仕上材の品質・規格等は、19章内装工事の項による

コンセント等の取付対応　　　※ 製造所の標準仕様（コンセント本体は別途設備工事による）

配線取り出し用開口　　　　　※ 対応品又は工場加工品

空調用吹き出しパネル　　　　※ 無し

・ 有り（ ・ 固定式  ・ 可変式）

ボーダー及びスロープ　　 　 ※ 製造所の標準仕様

コンセント、空調用吹き出しパネル、スロープ等の施工箇所は図示による

・ ５　階段滑り止め                                                              （20.2.6(a)(b)）

材　種

※ ステンレス製

(SUS304)

・ 黄銅製

・ アルミニウム製

※ ビニル製

・ 無

・ タイヤなし

構法
適用地震時

水平力
表面仕上材

インナータイプコンセント取付タイプとし容易に破損しないも

のとする。また、全てのパネルに2箇所程度設ける。

・ タイルカーペット

・ 帯電防止床タイル

耐震性能 5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」

の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

・ ６　床点検口

材　質

※ アルミニウム製

・ [　　　　　　] 

・ [　　　]

・ ７　鋳鉄製マンホール蓋

形　式

・ 防水防臭型（密閉形）

※ 簡易防水防臭型（簡易密閉形）

※ パッキン式 

・ [　　　　] 

・ ＦＲＰ製

・ ８　グレーチング

材　種

※ 鋼製（溶融亜鉛めっき）

・ ステンレス製 

・ [　　　　] 

・ ９　開口部の蓋

（ ・ ハニカムタイプ　　・ サンドイッチタイプ）

（ ※ 単板蓋タイプ　　　・ 組立蓋タイプ）

※ 設計荷重（ｋＮ,t）を蓋に表示をする

・ 12　既製Ｅxp.j.金物

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

(SUS304)

製造所     [　　　　　　又は同等品以上とする]

・ 13　可動間仕切（パーティション） 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　（20.2.3）

構造形式による種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　（20.2.3(b)）

 ※ パネル式 　　　・ スタッド式　　　 ・ スタッドパネル式

空間の仕切り方

※ 図示による　　　・ 密閉形　　　 　 ・ 開放形　　　　 ・ 床置き形

遮音性能

・ 無 　　　　　　 ※ 有（透過損失：　28　ｄＢ以上）

防火性能

・ 無　　　　　　　※ 有（防火等級：　難燃１級　　）

パネル部の総厚さ（mm）

※ 60 　　　　　 　・ [　　　]

表面材

材　種　　　　　　  ※ 鋼板　　　　　　・ [　　　]

厚さ（mm）　　　　　※ 0.6以上　　　　 ・ 0.8以上

表面仕上

※ メラミン樹脂塗料又はアクリル樹脂塗料焼付塗装

（ ※ 常備色 　　・ 特注色）

パネル内に取付ける建具の寸法及び形状

※ 図示による　　　　・ [　　　　　　　　　]

品　質

JIS A6512による又は評価名簿によるもの

・ 15　既製トイレブース                                                   （20.2.5）（20.2.5(b)）

※ 木質系

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ 鋼板製

製造所

評価名簿による

・ 16　アコーデオンドア

材　質　　　　　　　 ※ ビニルレザー（防炎加工品）　　　 ・ [　　　　　　　　　　　]

折りたたみ幅（mm） 　※ 約230　　　　  ・ 約120　　　 　 ・ [　　　]

・ 17　煙突ライニング                                                              （20.2.11(a)）

名称

・ 煙突用成形ライニング材

・ [　　　]

・ 

・ キャスタブル耐火物

・ 18　天井点検口

材　質

※ アルミニウム製

・ [　　　　　　]

・ [　　　]

・ 19　トップライト

材　種

※ ポリカーボネート樹脂製

・ ＦＲＰ製

・ アクリル樹脂製

・ 20　天井回り縁

材　種

※ アルミ合金製（押出し形材）

・ 塩化ビニル製

・ 21　防煙垂れ壁

※ 固定式

材質

※ 網入り磨き板ガラス

・ 線入り磨き板ガラス

・ 可動式

種類

・ 垂直降下式

（巻取り型）

・ 回転降下式

アルミ製

・ [　　　]

降下機能：煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・ 22　防鳥網

ステンレス平織り金物        SUS304      線径 1.5mm      網目 15mm

・ 23　吊りフック

材　質　　　 ※  鋼製（亜鉛めっき処理）　　　 ・ ステンレス製（SUS304）

荷重kN（ｔ）

10(1)

20(2)

30(3)

50(5)

※ 見やすい箇所に荷重標示板を設け、許容荷重（ｋＮ）を表示する

・ 24　ホイストレール                            （7.2.1）（7.2.2）（7.2.5）（7.8.1）（表7.10.1）

鋼材の材質

※ ＳＳ４００（JISによる）

・ （7.2.10）の試験に合格するもの

アンカーボルトの保持及び埋込み工法

※ ＳＯＰ     ・ 溶融亜鉛めっき仕上げＣ種

荷重表示

※ 見やすい箇所に荷重標示板を設け、許容荷重（ｋＮ,t）を表示する。

・ 25　黒板及びホワイトボード                                                       （20.2.8(a)）

・ 26　屋内掲示板

掲示板の枠

※ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 27　鏡

寸法（mm）　　 ※ 図示による      ・ [　　　　　]

厚さ（mm） 　　※ 5.0     　　　  ・ [　　　　　]

・ 28　カーテン ・ 暗幕

きれ地                                                                （20.2.14(a)(b)(c)）

施工箇所

暗幕用カーテンの両端、上部及び召し合わせの重ねかけ  300mm以上

・ 29　カーテンレール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20.2.14(b)）

材　種

※ アルミニウム製

・ ステンレス製

・ 30　ブラインド                                                                  （20.2.12(a)）

形式

スラットの材種

開閉方式

操作方法 

ヘッドレールの材種

スラットの幅（mm）

・ 31　カーテンボックス及びブラインドボックス

材　質

※ アルミニウム製

・ 鋼製

・ 図示による

・ [　　　　]

ヘッドボックス及びボトム

レールの材種

※ 図示による

※ 塩ビ系  ・ ゴム系

※ センターバルブ形フラット     ・ センターバルブ形コルゲート

・ アンカット形コルゲート       ・ [　　　　　　　　　]

※ 200×6       ・ 300×7       ・ [　　　　]

※ 図示による

・ 塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）

・ 100

・ 300

・ 1.0Ｇ  

・ 0.6Ｇ

・ 3,000Ｎ

・ 5,000Ｎ

施工箇所 仕上高mm 耐荷重性能

形　状 幅（mm） 工　法

※ ビニルタイヤ入り又はゴム練りこみ

両端フラットエンド

※ 有

 ・ ステンレスSUS304

・ [　　　] ・ 埋め込み工法

※ 接着工法※ 約35

※ 硬質アルミ製

・ ステンレス製

※ 600角

 ・ 450角

製造所は評価名簿による

受け枠 寸法（mm） 備考

耐荷重 備考

※ Ｔ－２

・ Ｔ－６

・ Ｔ－20

・ [　　　]

マーク入り

・ 電

・ [　　　]

受枠 耐荷重 備考

※ 鋼製

・ ステンレス製

・ 

※ 図示による

・ [　　　　]

製造所は評価名簿による

材　質 仕上げ クリアランス 耐火性能 防水性

B-1,B-2,

※ HL仕上げ

・ [　　　　]

※ 図示による

・  50mm

・ 100mm

・ 150mm

※ 有

耐火時間

※ 外壁　　１時間

・ 無

※ 適用する

・ 適用しない

※ 屋根　　　30分

・ [　　　　　　　　　]

表面の材種 脚部形状 エッジ仕上げ材

※ メラミン樹脂化粧板

・ アクリル樹脂焼付鋼板

※ 幅木タイプ（SUS304） ※ アルミ押出型材

・ ダストタイプ（SUS304）

安全使用温度（℃） 備考

※ 650

※ 650

製造所は評価名簿による

監督員の承諾する製造所

・ [　　　]

・ 

 備考受け枠 寸法（mm） 

※ 額縁タイプ

・ 目地タイプ

・ 600角

※ 450角

製造所は評価名簿による

取付方法

※ 枠付

・ 直付

開閉仕様

※ 固定式

・ 開閉式

耐火性能

※ 耐火30分

備考

造所は評価名簿による

厚さ（mm） 高さ（mm） 備考

※ 6.8 アルミ製枠付き※ 500

・[　　　]・[　　　]

・ 不織布

（不燃認定品）

・ 鋼製又は

・ 500

・ 800

・ 500 

ガイドレール

・ 固定式（壁埋込み型）

表面仕上げ

・ [　　　] ・ 可動式（天井収納型）

・ 800 天井仕上げ材

・ [　　　]

材質 高さ（mm） 備考

・（   箇所）

・（   箇所)

ボルト

普通ボルト（二重ナット）

アンカーボルトの材料

※ JIS G3101の２種（SS400）

※ Ｂ種

仕上げ

・ ほうろう黒板 ・ 研ぎ出し

寸法(mm)

高さ

幅

高さ

幅

備　　考

※ 平面

・ 曲面

・ ｽｸﾘｰﾝ付引分け

・ 行事線入り

・ [　　　　]

表面材料

※ 特殊レザー

・ ビニルレザー

・ ラシャ

・ コルク 

サイズ（mm）

 ・ 900×1800

・ 900×1200

・ 1200×3600

・ [　　　　　]

備　考

名称・品質 ひだの種類 形　式 引き分け装置

・ 引き分け ・ 手引き ・ ひも引き

程度 ・ 片引き ・ 電動

・ 引き分け ・ 手引き ・ ひも引き

程度 ・ 片引き ・ 電動

形　状 備考

※ Ｄ形又は角形

・ Ｃ形

※ 横形ブラインド

※ アルミ合金製

・ 鋼製

※ ギヤ式

・ コード式 

・ 操作棒式

※ 鋼製

・ アルミ合金製

・ ポリ塩化ビニルﾙ金属積層板製

※ 25 

・ 35

・ [　　　　　　　] 

・ 縦形ブラインド

※ アルミスラット焼付け塗装仕上げ

・ クロススラット（防炎加工品）

※ 片開き方式

・ 両開き方式

※ １本操作コード式

・ ２本操作コード式

※ アルミ製

・ [　　　　　　　]

・ 100

・ 80

・ [　　　　　　　]

製　法

※ 押出し型材

・ [　　　　]

溝幅×深さ（mm）

※ 120×150

・ 180×150

・ 250×150

・ 120× 80

・ 図示による

・ [　　　　]

表面処理

・ Ｂ－１種

・ Ｂ－２種

・ ブラック

・ ステンカラー

・ ブラウン系

・ [　　　　]

JIS H8602A種（ｶﾗｰ）

JIS H8602A種（ｼﾙﾊﾞｰ）

危険防止表示をする。

※ ステンレス製

・ [　　　　　　] 

・ [　　　]

・ 硬質アルミ製

※ ステンレス製

※ 600角

 ・ 450角

製造所は評価名簿による

　　　 開口部転落防止装置

　　　 　・ 一般　　　　・ 防水型

　　　 　　（　　　　　　　　　　同等）

　　　 マンホール転落防止装置

　　　 　　（　　　　　　　　　　同等）

 ・ 10 手すり開口部蓋

      材質　　※ SS400　　・ SUS304

      形式　　※ 一般タイプ　　　・ 簡易防水防臭タイプ

      設計荷重（kＮ/m2、t/m2）を蓋に表示する。

      製造所

 ・ 11 収納式タラップ

      材質　　アルミニウム

      製造所

・ 14　移動間仕切（スライディングドア）

パネルの操作方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（20.2.4(a)）

※ 手動式 　　　・ 電動式 　　　・ 部分電動式

表面材種

※ 鋼板　　　　 ・ [　　　]

表面仕上

※ メラミン樹脂塗料又はアクリル樹脂塗料焼付塗装

（ ※ 常備色 　　　・ 特注色）

・ 壁紙張り（仕様は壁紙の項による）

パネル圧接装置の操作方法                                                     （20.2.4(b)）

※ 製造所の仕様による　　　　・[　　　　　　　　　]

ハンガーレール取付け下地の補強

※ 図示による　　　　　　　　・ （20.2.4）による

※ 遮音性能（JIS A 6512の遮音試験に準拠する）

※ 一般タイプ（透過損失：36ｄＢ未満）

・ 遮音タイプ（透過損失：36ｄＢ以上）

製造所

評価名簿による

Ｕ　型 施工箇所

・（　16箇所） 図示

・ ＦＲＰ製 

・ 合成木材製

・ アルミ製

材　質　・ コンクリート製 

図示

図示

・（ 　2箇所）

・（ 　2箇所）

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(7)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-9



・ 32　流し台等

名称

・ 流し台（トラップ付）

・ コンロ台

・ つり戸だな

・ 水切りだな

（セクショナルキッチンⅠ型）

Ｌ= ※ 1,200

・ 1,500

・ 1,800

Ｌ= ※ 600

・ 700

※ 優良住宅部品

・[　　　　　]

※ 優良住宅部品 バックガードの有無

※ 有

寸法（mm） 仕様 備考

（セクショナルキッチンⅠ型）

・ [　　　　　] ・ 無

高さ×幅 ※ 優良住宅部品

・ 500×300

・ 500×600

※ 500×900

・ 500×1,200

・ 700×600

・ 1,000×600

（セクショナルキッチンⅠ型）

・ [　　　　　]

幅

Ｌ= ・ 1,200

※ 900

・ 600

※ 市販品（ステンレス製） 

・ [　　　　　]

棚段数

※ １段

・ ２段

区　分

・ 持出し型

地色      ・ 緑

文字矢印  ・ 白

※ 既製品厚1.0

（塩ビ製）

※ 平付け型

ステンレス製

※ シルクスクリーン印刷

[　　　　　　　　]

（標準詳細図

　8-42-1による）

・ エナメル書

・ 室名札

・ 階段表示板

・ 案内板

・ ピクトグラフ

・ 衝突防止表示

・ 水槽名板

・ 誘導標識

・ 荷重表示板

・ 200×40

・ アルミニウム板

厚1.9

床面より天端ま

で400

室名札

太ゴシック正体文字の割り付けについては、市監督員の承諾による。

誘導標識

材料は、消防法技術基準に合格したもの。

取付（又は表示）位置

図面特記による市監督員と協議の上決定する。

・ 34　かぎ箱

市販品

形　式     ・ 10本用     ・ 20本用     ・ 30本用

・ 60本用     ・ 120本用    ・ 200本用

・ 35　水質実験台など

仕様等　　　※ 図示による

製造所

アドバンテック東洋KK     KKイトーキ     KK岡村製作所      KK小畑製作所

オリエンタル技研工業KK   KK協立製作所   島津理化器械KK    KKダルトン

KKヤマト科学

・ 36　浴　槽

材　質　　　　　 ・ ＦＲＰ製 　　　※ ステンレス製

・ ほうろう製     ・ シャワーユニット

大きさ（mm） 　　※ 図示による

・ [      mm×      mm×      mm ]

浴槽のふた 　　　※ 有

製造所　　　　品番（ 　　　　　又は同等品以上とする）

・ 37　下足箱

※ 鋼製（既製品）

大きさ（mm） 　　　※ 図示による

・ [　　  mm×　　  mm×　　  mm ]

製造所　　　　     品番（ 　　　　　又は同等品以上とする）

・ 木　製

表面仕上げ　　  ・ メラミン樹脂化粧板　 　 ・ ポリエステル樹脂化粧板

※ 250×50

・ 300×600

・ 200×80

・ [　　　 　]

※ 600×100

・ 800×100

・ 1,000×100

・ 150×150

・ 200×200

※ 600×400

・ 800×500

・ 900×600

※ 150×150

・ 200×200

・ 360×120

※ 300×400

・ 200×40

・ 250×50

※ 300×60

・ [　　　 　]

・ [　　　 　]

・ [　　　 　]

・ [　　　 　]

※ 約30φ

※ シルクスクリーン印刷

・ エナメル書

※ シルクスクリーン印刷

・ エナメル書

・ シルクスクリーン印刷

・ シルクスクリーン印刷

・ アルマイト印刷

※ アクリル板

   厚5

※ 平付け型

・ 持出し型

※ 図示による

・ 持出し型

※ 平付け型

・ （　　　）

※ 平付け型

※ 平付け型

※ 平付け型

・ アクリル板

   厚5

※ アクリル板

   厚8

※ アクリル板

   厚2

取付方法 材質厚さ(mm) 寸法(mm) 印字方法

程度とする

※ 両面 　・ 片面

・ トップライト ・ 平付 ※ アクリル板

   厚8

   200×40 ※ シルクスクリーン印刷
　 危険防止表示

・ 38　郵便受（既製品）

※ ステンレス 　　　 ・ 埋込型　　　 ・ 露出型

製造所       　　　　　品番（ 　　　　　又は同等品以上とする）

・ 33　表示標識                                                                       （20.2.10）

※ 鋼製

製造所  阿南電機(株)　品番（安全柵一体型90ハッチ又は同等品以上とする）

・ 39　手すり一体型開口蓋（既製品）

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

建築工事特記仕様書(8)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-10



・床無筋コンクリ－ト

箱抜

取合差筋

スリーブ

地業

躯体

建築機械、建築電気用

プラント用

土木躯体／建築躯体

捨てコンクリート

１ＳＬより下部、吐出井

１ＳＬより上部

全箇所

掘削・埋戻し

（１ＳＬ下部）

（１ＳＬ下部）

（１ＳＬ下部）

（工事区分の記載事項については区分が不明確になる恐れのあるものについて記入する。）

備  考

３２

工事区分一覧表

２９

３１

３０

２８

２７

２６

２５

２４

２１

１５

２０

１９

１８

１７

１６

１４

１３

１２

１１

８

７

６

５

４

１

３

２

項    目 場    所

６４

６１

６３

６２

６０

５９

５８

５７

５６

５４

５５

５３

４７

５２

５１

５０

４９

４８

４６

４５

４４

４３

４２

４０

４１

３９

３８

３７

３６

３３

３５

３４

記 載 項 目 例項    目 場    所 備  考

９

１０

土木工事設備工事
建築機械 建築電気

設備工事 設備工事設備工事
　　機械 　　電気

設備工事
建築機械

土木工事
建築電気
設備工事

　　機械
設備工事

・雨水桝

・手　摺

・床仕上

・防液堤

・連通管

・フ－ド

・スノコ

・浴　槽

・吊戸棚

　　電気
設備工事

・仕　上

・箱　抜

・止水板

・水切棚

・流し台

・花　壇

・床流し

・ポ－チ

・足洗場

・客　土

ＮＯ ＮＯ

・樋

・躯体

・捨コン

・地下貯油槽外殻

・ノンスリップ

・グレ－チング

・機械基礎及差筋

・安全水槽

・ル－フファン

・トップライト

・床排水目皿

・換気扇取付枠

・配管ピット

・配管トラフ

・ホイストレ－ル

・ドレ－ン

・受枠及蓋

・タラップ

・ハンドホ－ル

・防火パン

・バランス釜

・マンホ－ル蓋

・取合差筋

・スリ－ブ

・コンロ台

・スロ－ブ

・階段室及段ウラ

・砂利地業

・笠　木

・側　溝

プラントプラントプラントプラント

コンクリート立上り
（立上り）

２階電気室

２階エンジン室　原動機置場　

２２

２３

１ＳＬ床開口立上り共

２ＳＬ床開口立上り共

床   無筋コンクリート

フリーアクセスフロアー

２階電気室

水路・水槽部

上記以外

２階給気ファン室、２階排気ファン室

上記以外

自家発電機基礎 ２階エンジン室

消音機基礎

グレーチング蓋

床用塗料

帯電防止タイル

（ 受枠 ）

１階ポンプ室、２階エンジン室

１階ポンプ室

１階ポンプ室

(GT-2,4,5,6)

屋外アルミ手摺

上記以外

電気室搬入バルコニー

塩ビ製ハンドレール

床モルタル金こて

階段室

階段室

エンジン室

上記以外

足掛金物

上記以外

上記以外

マンホール蓋 水位計用ピット蓋、ハンドホール蓋

水位計用ピット

(TA-9)ハンドホール

ノンスリップ金物共

(TA-5,4)
（ 地下 ）

（ 地下 ）

手すり一体型開口蓋 (KT-1)

搬入用開口蓋（取外式屋根） ２階エンジン室屋根

金属製フード

有圧扇取付枠

洗面器、化粧鏡

ホイストレール

外壁部

ＧＬ+100より上部竪樋

外壁部コンクリートフード

２階ＷＣ

２階エンジン室

雨水桝

ハンドホール

くつ洗い流し

地下貯油槽 外殻含む

(場内整備)

燃料小出槽防油堤

上記以外

屋内アルミ手摺 2階エンジン室搬出入スペース

（ 水栓 ） （ 躯体 ）

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

工事区分一覧表

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-11

（１ＳＬ上部）

（１ＳＬ上部）

建築工事 建築工事

（差筋）

（ 地上 ）

（ 地上 ）

（仕上げ ）
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3,970 × 4,636

2.113,970 × 1,064 ÷ 2
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１階　床面積算定式

2,500 × 3,880

6,380 × 4,450

19,760 × 15,800

5,500 × 8,330

7,880 × 14,830 116.86

　9.70

28.39

312.21

45.82

２階　床面積算定式

21

22

23

24

床面積

合計

床面積

合計

PH階　床面積算定式

31

32

6,620 × 3,790

13,160 × 3,500

25.09

46.06

71.15

71.15m2

8.255 × 6,500

19.760 × 24.260

▲4.280× 6.630

13.380 × 4.320

53.66

479.38

▲28.38

57.80

562.46

562.46m2

床面積

合計

16

17

6.500 × 0.375

2.050 × 1.240

2.44

2.54

517.96m2

517.96

517.96m2

1,151.57m2
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37
5

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 1:200

津市高茶屋小森上野町地内

床面積求積図

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-12
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合計

建築面積

53.66

90.47

46.06

43.56

25.09

274.74

57.58

2.54

0.40

2.63

596.73

596.73m2

A1:1/200

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 1:200

津市高茶屋小森上野町地内

建築面積求図

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-13



建   築   面   積

延   べ  　面   積

構   造 ・ 規   模

15
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３３
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１１２-９
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１１２-１６

１０９

１２６の２

１２６の３

１２６の６

１２６の４

１２６の７

１２８の４

１２９

１２９の１４

２０の４

２０の５

２０の６

１０

１１

１３～１８

１９

２１

２４

２６

２７

２８の２

規則５-２

３２

該当せず

該当せず

該当せず

該当せず

該当せず

該当せず

該当せず

該当せず

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

1

ＯＫ

耐火構造

耐火構造

該当せず

地 域・地 区 等 

斜線

日影

建   築   概   要 そ の 他 確 認 事 項

都 市 計 画 区 域敷   地   面   積

最  高  の  高  さ

都    　 計　     法 防  火  対  象  物

管廊・別棟との接続

ボンベハウス等の構造

条例等による制限の附加の有無

法    令 ・ 条    項 項             目 項          目

騒音規制、各種保全地域、宅地規制

公園法、その他

・消防署と別棟扱い（消防安第２６号）の協議済

換気口（上・下）    屋根

壁

敷地等と道路との関係建基法         ４３条

建基法         ４８条 用 途 地 域

建基法　　    ５２・５３条 容積・建ぺい率（全施設）

建 築 物 の 高 さ建基法    ５６・５６の２条

建基法 　 　  ６１・６２条 防 火 地 域 等

その他の法令・条例

摘         要

・防火対象物       項 ・ 協議済

該    当    事    項建     物     名

軒     高     さ

消   防   法   （令）建  築  基  準  法  （令）

法令条項
審  査  項  目

法　　令
チ  ェ  ッ  ク 判   定

法令条項
審  査  項  目

法　　令
チ  ェ  ッ  ク 判   定

法令条項
審  査  項  目

法　　令
チ  ェ  ッ  ク 判   定

耐

火

・

準

耐

火

構

造

等

防

火

区

画

・

防

火

戸

消

火

設

備

地域・規模による構造制限

屋  根  葺  材

換気設備の技術的基準

無窓居室の主要構造部

避難階段の設置及び構造

直通階段・歩行距離

階段及び踊場の手すり

階段に代わる傾斜路

換気設備（自然換気）

防火区画・竪穴区画

防火戸その他の防火設備

制限を受ける特殊建築物

居室の採光及び換気

窓その他開口部を有しない

居室等

階段・踊場の幅

けあげ・踏み面寸法

防火区画に接する部分の

         構造等

２以上の直通階段

踊場の位置及び

    直階段のふみ幅

廊    下    幅

屋  外  階  段

防  火  区  画

防火区画を貫通する

    ダンバーの構造等

排 煙 設 備 の 設 置

排 煙 設 備 の 構 造

非 常 照 明 の 設 置

非常用進入口の設置

非常用進入口の構造

特殊建築物の内容

避  雷  設　備

化 学 物 質 の 発 散

消  火  器  具

屋 内 消 火 栓 設 備

危 険 物 の 制 限 等

（危険物の規制に関する政令）

水噴霧消火設備等

自動火災報知器設備

屋　外　消　火　栓　設　備

非常警報設備

誘導灯・誘導標識

消  防  用  水

連 結 散 水 設 備

無    窓    階

緩 和 適 用 条 項

[階数３以上又は延べ面積１００m2を超えるもの　耐火、左記以外準耐火又は耐火]
防火地域－階数（　　）　延べ面積（　　　　m2）　　構　造（　　　　）

[別表の計算書による]

火を使用する居室の有無
・ 有　－　室名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　換気方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 無

・ 無し

居室の床面積　避難直上階（　　　　　　m2）／４００m2　　　 　・ １カ所

　　　　　　　　　　その他の階 （　　　　　　m2）／２００m2　　　　  ・ ２カ所

無窓居室　　－　歩行距離（　　　　　　　　　m）　　　  ３０　・ １０ｍを加えている

その他の居室－　歩行距離（　　　　　　　　　m）　　　  ５０　　[廊下・階段　準不燃]

　一般手すり　　

　中間手すり

　　  ・ 設置

　 　 ・ 設置［幅　　　３m、かつ高さ　　　１m］

　　  ・ 不要

勾　配（　　　　　／　　　　　）　　　 １／８　　表面仕上材　（　　　　　　　　　　）

その階の居室の床面積の合計【Ａ】（　　　　　m2）、　　廊下幅（　　　　　m）

[Ａ　　２００m2は、両側居室１．６m以上、片側居室１．２m以上]

直通階段の幅（　　　　　cm）　　９０cm、その他の階段（　　　　　cm）  　６０cm

直通階段の構造（　　　　　　　　　　　　　）　　[木造以外]

　　　　高さ

　　（　　　　　　m）　　  １．１m

[別表の計算書による・すべて１，５００㎡以内]

その他の部分と防火区画

９０cm以内の壁面等の構造（　　　　　　　）　［準耐火構造・告第１３６９号]

ＡＭ　Ｎｏ．　（　　　　　図）による

延焼の恐れのある部分
・ 無

排煙口までの距離（　　　　　　　m）　　  ３０m

操作位置（高さ）　壁付１．５m　　　（　　　　m）　 　 ０．８m

天井吊下げ（　　　m）　  　FL＋ １．８m

排煙口面積[別表計算書のよる]  

　  ・ 全て自然排煙　

 　 ・ 一部機械排煙

 　 ・ 設置［　　　　　　　３］

　　　 ・ 代用進入口の間隔（　　　　　　　m　　  １０m）

　　　 ・ 非常用進入口の間隔（　　　　　　　m　　  ４０m）

代用進入口の幅　　　　　　　高さ　　　　　又は大きさ

　　　（　　　　　　　０．７５m、　　　　　　１．２m、　　　　　　　　 直径１．０m）

非常用進入口の幅　　　　　　　高さ　　　　　床面からの高さ

　　　（　　　　　　　０．７５m、　　　　　 　１．２m、　　　　　　　 ０．８m）

　・ 該当する

　　 ・ 階数３以上で、延べ面積５００m2を超える

　　 ・ 階数２で延べ面積１，０００m2又は階数１で延べ面積３，０００m2を超える

　　 ・ 耐火構造以外でこんろ、ボイラー等火を使用する部屋がある

　・ 該当しない

上記に該当する場合

　　居室の壁、天井の仕上げ材（　　　　　　　　　　　　　　）

　　廊下・階段・通路の壁・天井の仕上げ材（　　　　　　　　　　　）

化学物質を発散する建築材料を使用する居室［告第　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　］

　　・ 有　　　室名　　（　　　　　　　　　　　　）

　 　　　　　換気方式 （　　　　　　　　　　　　）

　　・ 無

１１２，１１３，１１４，１１５，２７３，２７４

　　・ 設置 [延べ面積１，０００m2以上又は地階等の部分で床面積３００m2以上]   

　　・ 不要

 　　・ 設置 ［地階階数３以上但し自火報設備無し］

 　　・ 不要 ［地階階数２以下又は自火報設備有り］

[避難口・通路誘導灯]

　 ・ 屋内消火栓設備　　　・ 水噴霧消火栓設備等

　 ・ 屋外消火栓設備　　　・ 消防用水

 　・ 連結散水設備　　　　・ 自動火災警報装置

軽油・重油・潤滑油等の使用量及び保管場所

　・ 少量危険物

居

室

の

採

光

・

換

気

等

階

段

・

廊

下

排

煙

非

常

照

明

非

常

用

進

入

口

内

装

制

限

そ

の

他

警

報

設

備

避

難

設

備

そ

の

他

危

険

物

屋上広場・バルコニー等の

          手摺

　　　　１の建築物とみなす

　　・ 設置[耐火構造で床面積９，０００m2以上]  

　　・ 不要              

・ 設置[発電機室等の部分で床面積２００m2以上]   

・ 緩和申請する          

・ 不要

地上（　　　）階、　　地下（　　　）階　　

 　 ・ 避難階段[5階以上、地下２階以下]

 　 ・ 特別避難階段[１５階以上、地下３階以下]　　　　

　  ・ 該当せず

無 窓 居 室　・ 有　　　室名（　　　　　　　　　　　　　　   )

構　造（　　　　　　　　　　　　　　　　　）[耐火構造又は不燃材料]

居室の面積　　１００m2（すべて居室）　　　・ 超えない　　・超える

　 超える場合の措置法　（・ 防煙壁を設置　　　　　　　　　　　　　）

居室の排煙面積１／５０　　　　　　　　　　　・ 以上　　・ 未満も有り

　 未満の場合の措置法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）［告第１４３６号］

避難上消火活動上有効な開口部　　　[別表の計算書による]

　　・ 各階共床面積の１／３０以上有り

建  築  基  準  法  （令）

　　　　　　 　最高の高さ

　  ・ 設置（　　　　　　m　　  ２０m）　　　　

 　 ・ 不要

　地　階　　・ 有　　・ 無　　　無窓階　　・ 有　　・ 無

　　 ・ 設置　　　　　　　　　　

　 　・ 不要

［誘導標識］

　 　・ 設置

　 　・ 不要　［誘導灯の有効範囲内］

地階の床面積合計（　　　　　　m2）

　　・ 設置[地階の床面積の合計７００m2以上]　　　

　　・ 不要

準防火地域－階数（　　　）　延べ面積（　　　㎡）　構　造（　　　　　　）

［地上４以上又は延べ面積１，５００m2を超えるもの　耐火］

［地上３又は延べ面積５００m2を超え１，５００m2以下　準耐火又は耐火]

　　・ 法第２２条の区域　［告第１３６１号］

　　・ 法第６３条の区域　［告第１３６５号］

　　・ 区域外

 　 ・ ４mまで

地階階数（　　　　　　）

給気口高さ（　　　　　　　m）／天井高さ（　　　　　　m）　　　１／２

排気口高さ（　　　　　　　m）　　　　　　　給気口高さ（　　　　　m）

 　 ・ 設置　[階数３以上で延べ面積５００m2を超える、又は延べ面積１，０００m2を超える]

 　 ・ 不要

発電機室・電気室・ボイラー室等の床面積（部分：　　　　　　　            m2）

　　　　建築物相互の外壁間の中心線からの水平距離が１階 　　３m、２階 　　５mかつ

　　　　建築物の床面積を１５０００m2でそれぞれ除した商の和が１以上となるものは１の建築

　　　　物とみなす

　  ・ 設置[敷地面積が２万m2以上かつ耐火構造で床面積が１．５万m2以上]　

 　 ・ 不要

　  ・ 設置[耐火構造で延べ面積３，０００m2以上又は地階等の部分で床面積６００m2以上]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（耐火構造かつ壁・天井の仕上げ難燃材料）

　  ・ 不要

直上階居室計（　　　　m2）　　 ２００m2

　　　階段幅１．２m　（　　　m）　けあげ２０　　（　　　　）　踏面２４　　（　　　　）

上　記　外

 　 ・ 設置[延べ面積３００m2を超える又は地階等の部分で床面積５０m2以上]

 　 ・ 不要

0

該当せず

該当せず

ＯＫ

ＯＫ1.10

0

0

アスファルト防水、押えコンクリート仕上構　造（　　　　　）　　屋根材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3

ＯＫ直階段以外

該当せず

該当せず

該当せず

防火戸面積（　　　　　３m2）　　　　　　　　　　[防火設備の構造・告第２５６３号]

該当せず

該当せず

・ 有　その他の部分の構造（　　　　　　　　）

耐火構造

耐火構造

 　 ・ 不要

ＯＫ

ＯＫ

危険物の量（　　　　）

構造及び仕上（　　 ）

　・ 貯　 蔵　 所

　・ 一般取扱所

　　　室　名（　　　　）

　　　階段幅０．７５m 　（　　　　m）　けあげ２２　　（　　　）　踏面２１　　（　　　）0.70 20.5 21.5

延べ面積(           m2)

地階・無窓階・３階以上の階の床面積（部分：　　　　　　　　　　　　　　　　　m2）

延べ面積(           m2)　　構 造(              )

地階・無窓階又は４階以上の階の床面積（部分：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  m2）

地階・無窓階・３階以上の階の床面積（部分：　　　　　　　　　　　　　          m2）

　　・ 床面積の１／３０未満の階有り　　　　（　　　　　　階）

有窓 無窓． ． （消防法施行規則　５の２の１，５の２の２）判定表

階

１

2

．

．

．

有．無

判定有効開口部

面積合計 m2

必要開口

（N／３０）

階床面積

（Nm2）

無

無

無

有

有

有

天神ﾎﾟﾝﾌﾟ場

3994.0m2

10.60ｍ

鉄筋コンクリート造

地上２階（PH階）　下部水槽

PH

階高（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　1F：3.90m　2F：3.80m

　  ・ ４m以上に付き踊場設ける（　　　　）カ所以上、ふみ幅（　　　　m）　　１．２m

階段の幅、高さ（　　　　　　m、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）1.25 （1F：3.90ｍ　2F：3.80ｍ）

2階数（　　　）　　　　延べ面積（　　　　　　m2）

階数（　　　　　　　）　2

該当せず

該当せず

ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

耐火構造

準不燃材料以上

11.30ｍ

11.30m

地上階の1階又は1+2階の床面積（         m2）  構  造（         ）

延べ面積（          m2）

ＯＫ

ＯＫ

敷地面積（　　　　　　　　m2）　　床面積（　　　　　　　m2）　　構　造（　　　　　　）

512.97

71.152.37

　　　　建築物相互の外壁間の中心線からの水平距離が　1階 　3m、2階　 5mは

1・2・PH

512.97
（1F） （2F） （PHF）

71.15

（1F） （2F） （PHF）
71.15

517.96
（1F） （2F） （PHF）

71.15

517.96

電気室：

18.75 562.46

17.10

有効開口部計算式

0.00
直径1m以上の円が内接

することができる開口部

が2以上なし

0.00
直径1m以上の円が内接

することができる開口部

が2以上なし

0.00
直径1m以上の円が内接

することができる開口部

が2以上なし

1,147.18

1,151.57

1,151.57

1,151.57

1,151.57

562.46

562.46

562.46

128.42

1,080.42

596.72m2

1,151.57m2

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

法規チェックリスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-14

3,994.0



外　部　仕　上　表

腰 外    壁
屋   根

押え・仕上
パラペット

床 手 す り

バルコニー ひさし

軒   天は   な
備   考

上   端

共  通  事  項 略　　号 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号

ＧＢ－Ｒ

材 料 名

ＤＲ

ＧＢ-ＮＣ

ＧＢ-ＮＣ（Ｔ）

ＧＢ-Ｄ

ＮＭ－８６１３

ＮＭ－８５９９

不燃（個別認定）

備  考

ＮＭ－８６１９
１２．５ １２．５

９．５

１２

１２．５

１２．５

又は同等９．５

仕

上

材

料

の

厚

さ

材 料 名 備  考

１０

２５２５

１２けい酸カルシウム板（タイプ２）仕上

下地

下地

種別 種別壁(m/m) 壁(m/m)天井(m/m) 天井(m/m)

工

事

区

分

略

号

Ｃ

ＡＭ

土木工事

建築機械設備工事

建築電気設備工事

プラント機械設備工事

プラント電気設備工事

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

：

：

：

：

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

：

８－２２－１

８－４３－１

８－２２－１

ピクトグラム

総合案内板

８－４４－１

８－４２－１

天井仕上ボード張りのうち、ＧＢ－ＮＣ（Ｔ）及びＤＲ（下地ＧＢ－Ｒ共）は突付け張りとし、

付属物のうち、室名札、床点検口、掲示板、案内板、ピクトグラム、階段表示板等は、

内壁の見え掛りとなるＰＦ板打込み部分は、ＧＢ－Ｒ厚１２．５直張り（継目処理工法）とし、

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、・印のついたものを適用する。 1．

 2．

Ｗ

Ｓ

ＣＢ

コンクリート下地

コンクリートブロック下地

木造下地

軽量鉄骨下地

せっこうボード

Ｃ

複層塗材　（Ｅ）

複層塗材　（ＲＥ）

複層塗材　（ＲＳ）

合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

合成樹脂溶液系複層仕上塗材

クリヤラッカー塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

グラファイトペイント塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

オイルステイン塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

アクリル樹脂ワニス塗り（アクリル樹脂クリヤ塗り）

ＣＬ

ＥＰ

ＡＣ

ＧＰ

ＳＯＰ

ＯＳ

ＵＣ

複層塗材　（ＣＥ） ポリマーセメント系複層仕上塗材

複層塗材　（Ｓｉ） けい酸質系複層仕上塗材

５－２２－２

５－２１－２

５－２２－１

５－２１－１

５－２２－３

図　示

５－３１．３２．３３

５－３２－１

クーリングタワー基礎

テレビアンテナ基礎

屋上換気塔

屋上管類貫通部

屋上点検口

煙　突

と　い

トップライト

ＥＸＰ．Ｊ金物

笠木兼用避雷導体

タラップ

グレーチング

電気用ハンドホール蓋

図　示

図　示

文字板

庁名板

図　示郵便受

目地

くつ洗い流し

グレーチング受枠

浴室まわり

図　示

６－３１－

フード

流し上部水切り

コンロ台

つり戸だな

水切りだな ６－１１－５

脱衣箱 ６－３２－１

天井点検口 ３－４２－２

床点検口 既製品

図　示

便所へだて

肢体不自由者対応便房 ６－２３－１・２

６－２６－１・２・３・４

多機能便所 ６－２４－１

６－２７－１・２・３・４・５便所手すり

既製品

くつふきマット ８－２１－

タラップ

フック

トラフ １－２１－

流し台

６－２２－

合成樹脂エマルション模様塗料塗りＥＰ－Ｔ

ＥＰ－Ｇ

ブラインドボックス

カーテンボックス 鋼　製

アルミ製 ３－３１－３

３－３２－５・６・７

３－３１－１・２

屋内掲示板 既製品

手すり アルミ

アルミ階段手すり

図　示

吸音壁

断熱材打込み ７－０１－１

押　入 ６－４６－１

図　示

図　示搬入口

ホイストレール

室名札

図　示マンホール蓋

クレーンガーダー

図　示下足箱

くつ洗い流し

ルーフドレン

手すり

スチール（図示）

旗　竿

くつふきマット ８－２１－１・２・３

図　示

図　示

図　示

図　示

図　示

８－３１－

図　示

図　示

７－０１－２

図　示

打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

直接地業工事に接する内部床のコンクリート下地には、防湿層としてポリエチレンフィ

ルム厚０．１５の敷込みを行う。ただし、床仕上げがビニル床タイル、ビニル床シート及

天井回り縁は、アルミ製、天井付き目地とする。

び合成樹脂塗床、床用塗料の場合とする。

特記以外の木、鉄部の塗装はＳＯＰとする。但し、和室回りは除く。

平面図による。

ＰＦ板、木毛板等打込み箇所は、別図による。

天井伏図による。

壁のボード張りは水平方向に継手は設けない。

 9．

 8．

 7．

 6．

 5．

 4．

11．

10．

 3．

付属物のうち、カーテンボックス、ブラインドボックス、ブラインド、天井点検口等は

塗装は、その部屋の壁面と同様とする。

ＧＢ-Ｒ

図　示

ステンレス（図示）

アルミ（図示）

図　示

５－３３－１

既製品

図　示

ＤＰ 耐候性塗料（ＤＰ）　1級ふっ素樹脂塗料塗り

図　示

図　示

図　示

図　示

Ａ－０３－

背もたれ付　８－３１－３

背もたれ付　８－３１－３

Ｕ型（図示）

釣針型（図示）

図　示

７－１３－１

図　示

図　示

図　示

仕上表に記載の詳細番号のうち、（例）１－０２－３は建築工事標準詳細図

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）をを示す。

図　示

図　示

ＬＧＳ 軽量鉄骨天井下地

・モルタル塗り

・磁器質タイル

立上がり防水押え

　　　　　・５－０２

　　　　　・５－１１

・磁器質タイル

・コンクリート打放し（Ｂ）の上

　複層塗材（ＲＥ）

仕　上　・磁器質タイル 防水層　・　アスファルト防水（　　）

　　　　・　合成高分子ルーフィング

　　　　・　塗膜防水

押　え　・　無筋コンクリート厚

仕　上　・　防水モルタル塗り

　　　シート防水

　　　　・　コンクリート直均し仕上

・金属板（　　　　　　　　　）

・磁器質タイル

・コンクリート打放し（Ｂ）の上

複層塗材（ＲＥ）

複層塗材（ＲＥ）

・ケイカル板ＡＥ

笠　木　　・アルミ既製品・磁器質タイル

　の上複層塗材（ＲＥ）

（一部）

・＜コンクリート直均し仕上＞ 　　　　・コンクリート直均し仕上 窓：アルミ製（Ｂ－１）

・アルミ手摺

扉：外部鋼製　ＤＰ

　　内部鋼製　ＳＯＰ

　の上複層塗材（ＲＥ）

・＜コンクリート打放し＞

・＜コンクリート打放し＞Ｃ Ｃ

Ｃ

縦樋

押え・無筋コンクリート厚80 W=350

ポンプ棟　仕　上　表

・磁器質タイル

床（ポーチ）

内　部　仕　上　表　

室　　　　名
床

下　地 下　地 下　地 下　地仕　　　　　上 仕　　　　　上 仕　　　　　上 仕　　　　　上 仕　　　　　上詳細番号 詳細番号 詳細番号 詳細番号詳細番号 詳細番号 詳細番号下　地高さ

幅　　　　木 腰    壁 天　　　　　　井

梁型仕上柱型仕上 高さ高さ

壁
備   考

流入ゲート

沈砂池

吐出井

管理用水路

水路部

階階

C

C

＜Ｃ直均し＞
C

＜Ｃ＞

C

＜Ｃ＞

C C

＜Ｃ＞

C ＜Ｃ直均し＞
C

＜Ｃ＞

C

＜Ｃ＞

C C

＜Ｃ＞

C

C

＜Ｃ直均し＞
C

＜Ｃ＞

C

＜Ｃ＞

C C

＜Ｃ＞

C

＜Ｃ＞

C C

1-01-3

1-01-3

1-01-3

1-01-3

2-02-8

2-02-8

2-02-8

2-02-8 壁に同じ 2-02-8

壁に同じ 2-02-8

壁に同じ 2-02-8

天井に同じ

天井に同じ

天井に同じ

天井に同じ3-01-11

3-01-11

3-01-11

3-01-11

3-01-11

3-01-11

3-01-11

3-01-11＜Ｃ打放し＞

＜Ｃ打放し＞

＜Ｃ打放し＞

＜Ｃ打放し＞

＜Ｃ打放し＞

＜Ｃ打放し＞

＜Ｃ打放し＞ ＜Ｃ打放し＞C＜Ｃ＞

C

＜Ｃ直均し＞

＜足掛金物・マンホール蓋・角落し＞ Ｃ

＜足掛金物・角落し＞

＜足掛金物・角落し＞ Ｃ

＜足掛金物＞ Ｃ

下地・防水層

絶縁材

下　地・コンクリート直均し仕上

絶縁材

下　地・コンクリート直均し仕上

ROOF.A・ROOF.C

ROOF.B

防水層・アスファルト防水（ＡＩ－2）

　　　・フラットヤーンクロス（ＡＩ－2）

70ｇ/ｍ　程度

70ｇ/ｍ　程度

　　　・フラットヤーンクロス（ＡＩ－1）

防水層・アスファルト防水（ＡＩ－1）

C

＜Ｃ＞

C

　　　　　・５－０１－６・７

建具
・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ （ポーチ天井）

・コンクリート打放し（Ｃ）の上

・コンクリート打放し（Ｂ）増打20

Ｃ

配管用鋼管（白管）SGP100A　ＤＰ

2

2

１階

1-01-3 2-02-8 3-01-11

底面

側面

Ｃ打放し（Ｃ）

2-02-8

3-01-11

Ｃ打放し（C）壁に同じ

壁に同じ

ＣＣ 2-02-8Ｃ打放し（B）+EP-G

蹴込踏面モルタル仕上厚30

+床用塗料

壁付手摺・ステンレス製ノンスリップ

天井点検口

天井点検口

玄関 2-02-8壁に同じC＜Ｃ＞ Ｃ100Ｃ Ｃ打放し（Ｂ）+床用塗料 2-11-8 2-02-8Ｃ打放し（B）+EP-G LGS 2,600 3-01-21-01-1Ｍ+床用塗料

2-02-8壁に同じC＜Ｃ＞ Ｃ100Ｃ Ｃ打放し（Ｂ）+床用塗料 2-11-8 2-02-8Ｃ打放し（B）+EP-G LGS 2,600 3-01-21-01-1Ｍ+床用塗料玄関階段室

ＧＢ-Ｄ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ケイカル板

ＧＢ-Ｓ

ＧＢ-Ｆ

木目化粧せっこうボード

ロックウール化粧吸音板　トラバーチン模様

ロックウール化粧吸音板　凹凸模様

シージングせっこうボード

強化せっこうボード

木毛板

ＴＢ

外装薄塗材（Ｅ）

内装薄塗材（Ｓｉ）

内装薄塗材（Ｅ）

押出法ポリスチレンフォーム保温材

木質系セメント板

テラゾーブロック

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け仕上塗材

Ｃ（Ｂ）

Ｃ（Ｃ）

Ｍ

軽量吹付

コンクリート下地（打放シＢ）

コンクリート下地（打放シＣ）

モルタル

軽量骨材仕上塗材

ＰＦ板

けい酸カルシウム板（タイプ２）

ＧＢ-ＮＣ 不燃積層せっこうボード

ＧＢ-ＮＣ（Ｔ） 化粧せっこうボード　トラバーチン模様

GB-NC(T)

GB-NC(T)

壁 紙

ＮＭ－８５８５

ポンプ室
＜無筋コンクリート

厚　200＞
PM

＜Ｃ直均し+床用塗料＞

鋳鉄製ルーフドレイン

PM

グラスウールボード

ＮＭ－８５７８

ＮＭ－８６０６

仕上・押えコンクリート直均し仕上

搬入開口屋根

　　  補強用溶接金網6φ-100@

　折板葺き（二重）：

フッ素樹脂塗装鋼板 t=0.8 H=150

特記なき限り

火気使用室はありません

グラスウールt=100充填

ＥＰ－Ｇ

居室はありません　収容人員：０人（無人施設）

石綿含有建材の使用はありません

消防検査時に壁・天井の仕上材が難燃材以上であることが

確認できる資料を提出するシールで難燃材以上を明示する

アルミ製手摺・ステンレス製ノンスリップ

危険物標識掲示板

床用塗料：不燃
津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

津市高茶屋小森上野町地内

天神ポンプ場仕上げ表(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
(上屋建築)築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

図面番号 A-15



内　部　仕　上　表　

室　　　　名
床

下　地 下　地 下　地 下　地仕　　　　　上 仕　　　　　上 仕　　　　　上 仕　　　　　上 仕　　　　　上詳細番号 詳細番号 詳細番号 詳細番号詳細番号 詳細番号 詳細番号下　地高さ

幅　　　　木 腰    壁 天　　　　　　井

梁型仕上柱型仕上 高さ高さ

壁
備   考

ＧＢ-Ｒ

材 料 名

ＤＲ

ＧＢ-ＮＣ

ＧＢ-ＮＣ（Ｔ）

ＧＢ-Ｄ

ＮＭ－８６１３

ＮＭ－８５９９

不燃（個別認定）

備  考

ＮＭ－８６１９
１２．５ １２．５

９．５

１２

１２．５

１２．５

又は同等９．５

仕

上

材

料

の

厚

さ

材 料 名 備  考

１０

２５

ＮＭ－８５７８

２５

１２けい酸カルシウム板（タイプ２）

壁 紙

仕上

下地

下地

種別 種別壁(m/m) 壁(m/m)天井(m/m) 天井(m/m)

特記なき限り

工

事

区

分

略

号

Ｃ

ＡＭ

土木工事

建築機械設備工事

建築電気設備工事

プラント機械設備工事

プラント電気設備工事

ＡＥ

ＰＭ

ＰＥ

：

：

：

：

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

＜　　　　　＞

：

階

排気チャンバー

階段室階段室 1-01-3 2-02-8 3-01-11

底面

側面

Ｃ打放し（Ｃ）

2-02-8

3-01-11

Ｃ打放し（C）2-02-8 壁に同じＣ直均し Ｃ Ｃ

1-01-3 2-02-8

底面

側面 Ｃ打放し（Ｂ）

Ｃ打放し（Ｃ）

2-02-8

3-01-11

壁に同じＣ Ｃ

Ｃ

壁に同じ

Ｃ打放し（B）

ＰＨ階 300Ｃ直均し＋塗膜防水 Ｃ打放し（Ｂ）＋塗膜防水ＣＣ

室名札

蹴込踏面モルタル仕上厚30

壁付手摺・ステンレス製ノンスリップ

2-02-8 3-01-11Ｃ打放し（C）Ｃ
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

A-16

天神ポンプ場仕上げ表(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内
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水槽部 平面図 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内
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1階 平面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内
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2階 平面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-20

PH 平面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-21

RF 平面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-22

立面図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-23

立面図(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-24

A-A断面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-25

B-B断面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



C-C断面図　S=1/100
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-26

C-C断面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-27

D-D断面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



F-F断面図　S=1/100 【参考図】
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-28

E-E・F-F断面図 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



G-G断面図　S=1/100 【参考図】 H-H断面図　S=1/100
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-29

G-G【参考図】・H-H断面図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



I-I断面図　S=1/100 J-J断面図　S=1/100

沈砂池 沈砂池

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

倉庫

19,000

6,000 5,500 7,500

30
0

8,
00
0

20
0 10

01,
20
0

6,
90
0

3,
50
0

+2.400

+2.500

+6.0008,
10
0

3,
80
0

70
0

1,
90
0

10
0

-4.400

-2.500

+9.800

+10.500

管理用水路 ＤＳ

排気ファン室 排気ファン室

20,000

500 2,200 1,000

6,000 5,500 7,500

30
0

8,
00
0

20
0 10

01,
20
0

3,
80
0

1,
90
0

-4.400

-2.500

11
,3
00

3,
20
0

70
0

6,
50
0

3,
90
0

20
0
30
0

+2.400

+6.000

30
0

20
0 10

01,
20
0

8,
00
0

11
,3
00

70
0

+9.800

70
0

-4.400

-3.700

30
0

3,
80
0

3,
20
0

+13.000

+13.700

20,000

5,000700

200

500300

300

700

-4.400

+2.400

+9.800

+6.000

30
0

20
0 10

01,
20
0

10
0

40
0

8,
00
0

8,
10
0

3,
80
0

70
0

30
0

+10.500

1,000

250

10
0

1,
20
0

ハンドホール

EPS階段室

階段室

+2.100
+2.500+2.500+2.500+2.530

玄関ポーチ

Roof.A

Roof.B

建築工事

土木工事

建築工事

土木工事

電気室

2,
60
0

+6.000

+9.800

+2.400

+13.000

+13.700

+2.100

管理用水路

5,300

19,000

30
0

6,
00
0

4,
10
0

30
0

3,
00
0

20
0

3,
00
0

20
0

6,
60
0

30
0

4,
70
0

20
0

6,
50
0

40
0

30
0

6,
10
0

10
0

10
0

排気

チャンバー

排気

チャンバー

建築工事

土木工事

6,
50
0

40
0

5,
80
0

30
0

除塵機スペース

500

200

500

200
600 700950 1,050

5,000 1,7501,550 2,3001,000

300

300

500500

200 500
700 3,000 3,000700 300

200

500

1,200

4,500

800

1,550

700750

1,000

1,750

5,950
300

ポンプ室

2,
40
0

80
0

3,
30
0

80
0

15
0

200
600

ＷＣ

2,
60
0

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-30

I-I・J-J断面図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



K-K断面図　S=1/100 L-L断面図　S=1/100
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-31

K-K・L-L断面図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



M-M断面図　S=1/100 N-N断面図　S=1/100 【参考図】
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-32

M-M・N-N断面図 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-33

1階平面詳細図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-34

2階・PH階平面詳細図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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４．　　　は土木工事躯体部分を示す。 津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-35

2階平面詳細図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-36

断面詳細図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-37

断面詳細図(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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３．　　　は室名札　平付（250×50既製品）を示す。
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20
0

20
0

20

20
0

20

80
12
0

15

191

AB

B A

踏台：コンクリートＵ形側溝
300W　L=600

20
0

鉄骨階段詳細図　S=1/20

注記）　鉄部：ＳＯＰ塗りとする。

段板：CPL-4.5

30

30

1,
10
0

20
0

20
30

1,
10
0

210 210
横桟：ＳＧＰ２０Ａ

手摺子：丸鋼16φ ,@125

支柱：ＳＧＰ２５Ａ,@1,050

50

ささら桁：［-200×90

手摺：ＳＧＰ４０Ａ

20
0

7

Ａ

Ｂ

6,
00
0

25
0

250

25
0

2,
10
0

ａ

鋼製階段

+6.000

平面詳細図　S=1/50

搬出入スペース

2,
73
0

(@
21
0×

13
）

1,
20
0

10

5

15

▽+2.700

▽+3.000

774

92
0

Ａ Ｂ

6,000

250 2,100

30
0

3,
30
0

400 1,220 380 100

+2.400

20
0

3,
90
0

+2.100

a-a断面図　S=1/50

鋼製手摺

200
20

+6.000 15

30
0

3,
00
0

+2.700

+3.000

(@
20
0×

15
）

鋼製階段

50
0

10

5

1

20
0

2,730
(@210×13）

920

280 1,200

20
20
028

0

15
0

32
0

30

モルタルこて仕上

1,
10
0

ｂｂ

c
c

b-b断面図　S=1/50

7

30
0 10

0
1,
10
0

600 1,100

300

c-c断面図　S=1/50

+6.000

7

3,
30
0

30
0 10

0
1,
10
0

600 1,100

300

注記）

１．　　　は土木工事躯体部分を示す。

段鼻 ノンスリップ

600 1,100

200
ａ

335 300 150

3001,885

2,185

ｔ=30
W=35

+2.700

+3.000

20
0

15
0

15
0

10
0

1

(@
25
0×

8）

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-38

階段詳細図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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注記）

１．　　　は土木工事躯体部分を示す。
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段鼻 ノンスリップ Ｗ＝３５

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-39

階段詳細図(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-40

階段詳細図(3) 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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１．　　　は土木工事躯体部分を示す。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号図示

津市高茶屋小森上野町地内

A-41

部分詳細図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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※屋根１時間耐火仕様とする
津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号図示

津市高茶屋小森上野町地内

A-42

部分詳細図(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-43

展開図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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１．　　　は土木工事躯体部分を示す。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-44

展開図(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-45

展開図(3)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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１．　　　は土木工事躯体部分を示す。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

A-46

展開図(4)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-47

1階天井伏図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-48

2階 PH階天井伏図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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1．図中　　　　　　　　は特定防火設備・防火設備の防火戸を示す。防・特

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-49

1階建具平面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

ＳＤ
ＳＤ
3

8

1

ＳＤ
1

ＳＳ

防

特



2階建具平面図　S=1/100

注記

防1．図中　　　は防火設備の防火戸を示す。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-50

2階建具平面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-51

PH階建具平面図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

ＳＤ

ＡＷ
3

5



１．　特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムターン）とし内部は本締り付きモノロックとする。

　　　但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

２．　パイプスペース、ダクトスペースの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キー）とする。

３．　便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

　　　壁仕上げボード類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

６．　アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバーの位置は床から１，５００以内とする。

７．　大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

４．　ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

５．　特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

（内部はサムターン付）

共

事

項

通

建

具

略

号

ガ
ラ
ス
略
号

戸 窓

Ｐ Ｈ

金

物

略

号

種     別

ア ル ミ ニ ウ ム 製

鋼     製

木   製

鋼  製  軽  量

ス テ ン レ ス 製

ガラリ 紙障子 ふすま 網戸シャッター

Ａ　Ｄ

Ｓ　Ｄ

Ｌ　Ｄ

Ｗ　Ｄ Ｗ　Ｗ

Ｓ　Ｗ

Ａ　Ｗ Ａ　Ｇ

Ｓ　Ｇ

Ｗ　Ｇ

Ａ　Ｓ

Ｓ　Ｓ

Ｌ　Ｓ

ａ　Ｗ

ＳＳＤ ＳＳＷ ＳＳＧ

ＳＯＤ

ＡＯＤ

ＳＳＳ

型板ガラス

フロート板ガラス

網入みがき板ガラス

オートヒンジ

ピポットヒンジＮＰ

Ｎ

Ｐ

Ｆ

Ａ　Ｈ　

Ｆ　Ｈ　

Ｐ　Ｈ　

ドアクローザーＤ　Ｃ　

フロアヒンジ網入型板ガラス

　９．　特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

１０．　防火戸の位置は建具配置図による。

１１．　特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の充填は

　　　　行なわないものとする。

　８．　特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。（枠廻り

詳細による。）

特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付と

階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

１３．

１２．

する。

特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。１４．

ヘッドドア

建具金物

建具

見込 （ランマ）

（ランマ）

仕上（枠共）

場所

硝子

ガラリ

枠記号 記号沓摺 （水切）

形状・寸法

取合見込建具枠

・ ・符号 名称 個数

オーバー

建具

見込 （ランマ）

（ランマ）

仕上（枠共）

場所

硝子

ガラリ

枠記号 記号沓摺 （水切）

建具金物

形状・寸法

建具枠 見込 取合

・ ・符号 名称 個数

建具　リスト

建具金物

その他

建具

見込 （ランマ）

（ランマ）

仕上（枠共）

場所

硝子

ガラリ

枠記号 記号沓摺 （水切）

形状・寸法

見込 取合建具枠

・ ・符号 名称 個数 （外）－1－
SD
2

SD SD SD
3鋼製両開き大型フラッシュ戸（気密戸） 4

（外）－1－鋼製両開きフラッシュドア （外）－1－ （外）－1－
5鋼製片開きフラッシュドア（気密戸）

SD
6鋼製片開きフラッシュドア

（内）－1－鋼製片開きフラッシュドア 鋼製片開きフラッシュドア
SD
8

SD
9（内）－1－

SD
7 鋼製片開きフラッシュドア （内）－1－

SD
鋼製片開きフラッシュドア10

２ＦＬ

2
,
6
0
0

2,000

１ＦＬ

2
,
0
0
0

２ＦＬ PNＦＬ ２ＦＬ

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

ＦＬ

2
,
0
0
0

２ＦＬ

2
,
0
0
0

6
5
0

２ＦＬ

1,800 900

900 900 800

ＳＯＰ

100

40

詳細図による

電気室２階

100

40

戸当り、レバ－ハンドル

詳細図による

２階 倉庫階段室１階

ＳＯＰ

丁番、シリンダー箱錠（内部サムターン）、ＤＣ

40

型 開口率 30%

100

詳細図による

ＳＯＰ

Ｆ－4

丁番、表示錠、ＤＣ、戸当り、レバーハンドル

便所２階

ＳＯＰ

100

40

詳細図による

２階 ＥＰＳ

40

100

詳細図による

1階

40

詳細図による

60

170

玄関

ＤＰ

100

戸当り、レバ－ハンドル
丁番、シリンダー箱錠（内部サムターン）、ＤＣ

詳細図による

50

160

ＤＰ

2階

戸当り、レバ－ハンドル
丁番、シリンダー箱錠（内部サムターン）、ＤＣ、フランス落し

PN階

ＤＰ ＤＰ ＳＯＰ

詳細図による

両面締りハンドル、ＤＣ、戸当り

丁番、シリンダー本締り錠（内部サムターン）

両面締りハンドル、ＤＣ、戸当り

丁番、シリンダー本締り錠（内部サムターン）

160

50

２階階段室エンジン室２階 電気室 階段室

（内）－1－

２ＦＬ

詳細図による

70

２階

アルミ　Ｂ-１種

1
アルミ引違い窓

AW

２ＦＬ

電気室

（外）－5－

付属金物一式

Ｎ－6.8

詳細図による

70

２階

アルミ　Ｂ-１種

アルミ引違い窓
AW
2

倉庫

付属金物一式

Ｎ－6.8

詳細図による

70

アルミ　Ｂ-１種

AW
（外）－1－

２階

4
アルミすべり出し窓

便所

Ｎ－6.8

詳細図による

70

アルミ　Ｂ-１種

AW
3

アルミＦＩＸ窓

階段室２階 ＰＮ階

詳細図による

アルミ　Ｂ-１種

２階

GB
1

２ＦＬ ２ＦＬ

ガラスブロック190×190×95

100

ガラスブロック窓（アルミ枠）

エンジン室

２ＦＬ２ＦＬ

大型戸当り×２ シリンダー本締り錠（内部サムターン）

（防火設備：常時閉鎖式）

戸当り、レバ－ハンドル
丁番、シリンダー箱錠（内部サムターン）、ＤＣストッパー無し

Ｎ－6.8

Ｎ－6.8
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（内）－2－

鋼製片開きフラッシュドア（気密戸）

（外）－3－
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ｃ ｃ ｃ ｃ

（外）－6－

8
0
0

900

1
,
4
5
0

（外）－3－

大型丁番　面付け３点両面締りハンドル　面付け２点片面締りハンドル

1
,
2
0
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2
,
0
0
0

900

1
2
0

2
,
0
0
0

900

2
0
0

1
5
0

SD
1

（外）－1－鋼製両開き大型フラッシュ戸（気密戸）

60

170

ＤＰ

１階

大型戸当り×２ シリンダー本締り錠（内部サムターン）

詳細図による ａ

大型丁番　面付け３点両面締りハンドル　面付け２点片面締りハンドル

1
（外）－1－

１階

詳細図による

SS

ＳＯＰ

付属金物一式

１ＦＬ

2
,
5
0
0

3,000

1
,
2
0
0

１ＦＬ

付属金物一式

上部電動式鋼製防音シャッター

シャッターボックス　SOP塗

2
,
5
1
5

3,030

搬出入スペース

搬出入スペース

詳細図による

戸当り、レバ－ハンドル
丁番、シリンダー箱錠（内部サムターン）、ＤＣストッパー無し

（防火設備：常時閉鎖式、遮音性能T-2仕様）

その他

その他 アルミ額縁（４方） アルミ水切 アルミ額縁（４方） アルミ水切

ガイドレール、座板、まぐさはSUS304とし、クロロプレンゴム付する。
（遮音性能T-1仕様）

アルミ額縁（４方）　アルミ水切
（防火設備）

スラット　t=1.6

（防火設備：常時閉鎖式）（特定防火設備：常時閉鎖式）

（防火設備：常時閉鎖式） （防火設備：常時閉鎖式）

（例示仕様の特定防火設備：平成12年建告第1369号） （例示仕様の防火設備：平成12年建告第1360号） （例示仕様の防火設備：平成12年建告第1360号） （例示仕様の防火設備：平成12年建告第1360号）

（例示仕様の防火設備：平成12年建告第1360号）（例示仕様の防火設備：平成12年建告第1360号）

（アルミニウム合金製防火戸 引き窓EB-9102）

アルミ額縁（３方）アルミ水切 アルミブラインドボックス付
（防火設備）

アルミ水切
（防火設備）
アルミ額縁（４方）

（防火設備：常時閉鎖式）（防火設備：常時閉鎖式）

（例示仕様の防火設備：平成12年建告第1360号）

（例示仕様の防火設備：平成12年建告第1360号）

（アルミニウム合金製防火戸 ＦＩＸ窓EB-9101） （アルミニウム合金製防火戸 はめ殺し窓EB-9101）

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

A-52

建具標準図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

FIX
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:5

津市高茶屋小森上野町地内

A-53

建具廻り詳細図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-54

水槽部付帯設備配置図 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-55

1階付帯設備配置図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-56

2階付帯設備配置図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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（パッキング）

溶接 グレーチング

アンカー筋
φ13(SS400)

ａｔ4

Ｈ

グレーチング寸法（Ｌ）

開口寸法（Ｌ１）

受枠

L=150 @500

ＧＴ－ 床用グレーチング蓋及び受枠標準図　※土木工事施工済【参考図】及びPM工事

ＭＨ－ １号組立マンホール　詳細図　※土木工事施工済【参考図】
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斜壁

マンホール鉄蓋　φ600　T-25
防臭型　施錠付

足掛金物　計3本直壁

保護コンクリート

     ～  500

  501～1,200

1,201～1,500

1,501～1,700

1,701～1,900

1,901～2,100

Ｌ（mm） バーピッチ
（mm）

30

30

30

30

30

30

H a t
（mm）（mm）（mm）

50 4.519

25 50 6.0

50 6.032

50 6.038

50 6.044

50 6.050

Ａ．鋼製：設計荷重3.5ｋＮ／ｍ2

グレーチング形式選定表（参考）
注）バーピッチ、H、a、t、は床用（歩行用）の参考値である。

　５）蓋には荷重表示を行う。

　６）受枠はアンカー筋で躯体の鉄筋に溶接して固着する。固着点は、隅角部については、
　　　角を構成する辺に１点ずつ、辺については、５００ｍｍ以内の等間隔とする。

　９）多雪地域は、ラバー付を標準とする。

１０）本図は歩行用に適用し、車両用は、別途Ｔ荷重仕様とする。

１１）スベリ止めの有無を明記すること。

　８）許容たわみ量は、歩行用Ｌ／３００以下（Ｌはスパン長）とする。

　７）設計荷重は、歩行用3.5kN/ｍ2とする。

　１）グレーチング、枠は製造メーカーの仕様による。

仕様・注記

　２）グレーチング、枠は同材質のものを使用する。

　４）パッキングが必要な場合は受枠側に接着する。

　３）鋼製グレーチング及び受枠は　JIS Ｈ 8641の2種55の溶融亜鉛メッキとする。

符　号

Ｌ1 Ｂ1 Ｌ Ｂ

開口寸法 蓋寸法
Ｈ 受枠（ｔ）

割付枚数
（参考）

滑り止め箇所数 備　考

ＧＴ－１

6.0 有り

有り１

6.0 有り１

6.0 有り１

6.0
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ＧＴ－３

ＧＴ－５
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ＧＴ－７

50 （４） ２

有り300 3,300 400 3,400 19 4.5 ２３

有り300 3,300 400 3,400 19 4.5 ２３

800 2,300 25

800 2,200 25

600 2,200 700 2,300 25

6.01,500ＧＴ－４ 1,000 25

有り１３

図示

図示
受枠のみ土木工事、蓋[ＰＭ]工事

図示
受枠のみ土木工事、蓋[ＰＭ]工事

図示
受枠のみ土木工事、蓋[ＰＭ]工事

（３）

（３）

（３）

（1,100) （1,600)

（900) （2,400)

（900) （2,300)

蓋、受枠共土木工事

蓋、受枠共土木工事

蓋、受枠共土木工事

蓋、受枠共土木工事

2,500 2,500 （2,600） （2,600）

中間ステージ　ステンレス手摺　詳細図　※土木工事施工済【参考図】

平面図平面図

計３箇所 計２箇所

1,
20
0

1,200

150 900 150

15
0

90
0

15
0

中間ステージ　ステンレス手摺
ステンレス管 SUS304　42.7φ×3.0t

1,
20
0

15
0

90
0

15
0

1,
10
0

1,200

150 900 150

25
0

中間ステージ　ステンレス手摺

20
0

55
0

55
0

ステンレス管
SUS304　42.7φ×3.0t

中桟：ステンレス管
SUS304　38.0φ×3.0t

断面図

ＴＫ－ 手すり一体型開口蓋

4-M20アイボルト（吊り上げ用）

2 3

A

95
8

980
1200

95
8

30
0

25
0

50

95
0

11
50

12
80

85

350 250

85

1510
1380
1180

3

6 5
4

10

450

801

97010

11
00

11
00

B

91
4

項目

1 本体枠

2 安全柵1

3 安全柵2

4 床板 1 SS400

5 床板補助柵 1 SS400

6 差し込み式安全柵 2 SS400

7 ギヤボックス 2組 SS400

8 ギヤ 2組 SUS304

9 ギヤシャフト 2組 SUS304

10 バランスウェイト 2組 SS400

名前 員数 材料

1 SS400

1 SS400

1 SS400

仕　様

設置箇所

設置方式 箱抜き埋戻し方式

4.9kN/m2

屋内（ドライエリア）

床板種類 鋼板

許容荷重

※重量物を積載する場合は

別途検討が必要になります。

塗　　装

そ の 他

1種ケレン
フタル酸樹脂系塗装125μm

ご指定色塗装

（塗装は表面のみ）

一枚床方式
引き棒方式

別途養生が必要になります。
※集中荷重が負荷する場合は

※ウェイトは溶融亜鉛メッキ（HDZ35）

※ボルト､ギヤ歯面､摺動部は未塗装

（SUS304もしくは溶融亜鉛メッキ品）
B 部詳細図(1/20)

A 部詳細図(1/20)

100

78 9

250

250

25
020
0

100

6-M16×170
レベル調整ボルト

溶接筋φ10
差筋アンカーD10

モルタル埋戻し
（全周）

ギヤボックス押しボルト
4-M12×90

25
0

20
0

+2.400

+1.400

1-D13

D13@200

床用グレーチング蓋リスト

7

Ｂ

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号図示

津市高茶屋小森上野町地内

A-57

付帯設備詳細図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



（単位mm）厚み選定表〔許容たわみ率より算定〕

φ
φ

～１４０：１００ｍｍ
～２５０：１２０ｍｍ
～３５０：１５０ｍｍ

(D)
呼称

～２１０：２５ｍｍ
～２９０：３０ｍｍ
～３５０：４０ｍｍ

(A)
呼称

厚み５０ｍｍ以下（タイプＡ）

L

h1

H

T

h2

D

呼
称
＋

Ａ

クサビ

角落し

20

30

110

13

10φ孔

13

30

40

10φ孔

16050
40

80

50

角落し呼称１４０ｍｍ以下用 角落し呼称１５０ｍｍ以上用

浮力防止用クサビ

厚み５９ｍｍ以上（タイプＢ）

a1

H

a2

h2

L

h1

T

15°

15°

スパンW1

FB-50x4

タイプ（　）

15

50

bb+50

b-50

5
10
0

4

SUS304

4

SUS304 M10
固定ボルト

φd
SUS304

b

50

タイプ（　）

b

47b+50

d

溶接

SUS304
d

SUS304
45

H2
H1

b

140

寸法 サイズｍｍ

80 10

12

16

120

120

呼称

140

210150

100

d φ

取手寸法表

b

寸法

呼称

140

210

100

310

350320

220

140

12

16

120

140

18

20

140

50

50

70

70

80

80

120

120

サイズｍｍ

H1 H2d φ

150

取手寸法表

ゴムパッキン５ｔ

(SS400)6 D

（クロロプレンゴム）

アンカー

受枠SUS304
t=6

角落し

10
0

10
0

呼
称
＋
Ａ

50
50

アンカー(SS400)6

12
12

D

溶接

（クロロプレンゴム）

受枠SUS304
t=6

角落し

10
0

10
0

呼
称
＋
Ａ

50
50

50

6

5
t

ゴムパッキン５ｔ
（クロロプレンゴム）

角落し

ゴムパッキン１０ｔ
（クロロプレンゴム）

壁部（溶接タイプ） 底部敷金物

呼称＋Ａ6

(SS400)
アンカーφ13×150

曲げ加工
SUS304受枠 PL-6

手掛金物標準図

受枠標準図

49
49
49

59
59
59
59
59
59
59
59

49
49

49
49
49
49
49
49

277
317
347

257
297
327

247
277
307
327
347

227
257
287
307
327
347

207
237
267
287
297
317
327
347

287
307
317
327
337
347

237
257
277

197
217

177
197
217
237
247
267
277
287
297
307
317
327
327
337
347

157
177
197
217
227
237
247
257
267
277
287
287
297
307
317
317
327
327
337

138
157
177
197
197
207
217
227
237
247
257
257
267
267
277
287
287
297
297

138
138
157
167
177
187
197
197
207
217
217
227
237
237
247
247
257
257
267

118
138
138
147
177
177
177
177
177
197
197
197
197
207
207
217
217
217
227

98
118
118
118
138
138
138
147
147
177
177
177
177
177
177
177
197
197
197

78
98
98
98
118
118
118
118
138
138
138
138
138
138
138
147
147
147
177

98
98
98
98

59
69
69
78
78
98
98
98

118

118
118
118
118
118
118

69
69
69
69
69
69
78
78
78
78
78

49
49
49
49

59
59
59

59

240

230

220

210

200

180

160

150

140

120

100

80

70

60

50 49

59

69

78

98

118

138

147

157

177

197

207

217

227

237

35

80

75

70

70

65

55

50

45

45

40

35

25

25

20

- -

30

30

30

30

30

30

30

30

30

20

20

20

20

20

20

21

21

21

21

21

31

31

31

31

31

31

31

31

36

31

170-600

170-600

170-600

170-600

160-600

160-300

160-300

160-300

160-300

200-400

250-400

250-400

170-600

25.0

30.0

35.0

39.0

49.0

59.0

69.0

73.5

78.5

88.5

98.5

103.5

108.5

113.5

118.5

37.0

44.4

51.8

57.7

72.5

87.3

102.1

108.7

116.2

131.0

145.8

153.2

160.6

168.0

175.4

182.8

50.0

60.0

70.0

78.0

98.0

118.0

138.0

147.0

157.0

177.0

197.0

207.0

217.0

227.0

237.0

247.0

75

85

95

105

125

145

165

175

185

205

225

235

250

260

270

30

30

30

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25

25 100

100

100

100

100

100

100

120

120

120

120

120

120

120

120

85.5

20.5

25.5

25.5

35.5

40.5

45.5

45.5

50.5

55.5

65.5

70.5

70.5

75.5

80.5

取手タイプ受枠寸法

A

プ

タ
イ

呼称

寸法

T

板厚

a1 a2 h1

20

h2

はめあい溝

LH

長さ有効高さ （ｋｇ／ｍ）2参考質量

1.00.740.5

比重比重比重 内幅

呼称＋Ａ
A

奥行き

D

250 247 85 250-400 123.5 280 30 120

260 30250-40035 36 150257

270

280

290

300

310

320

330

340

350

30250-40035 36 150

30250-40035 36 150

3035 36 150

35 36 150

35 36 150

35 36 150

150

150

150

277

267

287

297

307

317

327

337

347

120

120

120

120

115

110

90

95

100

105

90.5

95.5

101

106

111

116

121

121

121

121

40

40

40

41

41

41

350-500

350-500

350-500

300-400

300-400

300-400

300-400

128.5

133.5

138.5

143.5

148.5

153.5

158.5

163.5

168.5

173.5

190.2

197.6

219.8

212.4

205.0

227.2

234.6

256.8

249.4

242.0

257.0

267.0

277.0

287.0

297.0

307.0

317.0

327.0

337.0

347.0

290

300

310

320

40

40

40

40

40

40

注 １）合成木材を貼り合わせ接着する場合は、エポキシ系接着剤を使用する。

２）参考質量は、金物（引き上げ用取手）の重量を含まない。

３）製品比重は、0.5及び0.74を標準とする。

４）製品比重1.0は、比重調整用重り（ＳＵＳ製）を本体外に組み込み作製する。

350mm

160-300

170-600

B

340

350

360

370

380

390

形状寸法表

80 80

内寸法は呼称１５０以上の場合を示す(  )

内寸法は呼称２６０以上の場合を示す<  >

注－

(100) (100)
<125> <125>

20
<25>

20
<25>

10
H

H

H

1

2

W

W

1

３）アンカーは、躯体の鉄筋に溶接して固着する。

SUS304 SS400 φ13×150L２）受枠は、　　　　製とし、アンカー（　　　　）　　　　　　を

SUS304φ10１）取手の材質は、　　　　　　を基本とする。

　　受枠に溶接する。

注記

L/200

４）上部に吊フックを設ける。

５）合成木材は、ガラス長繊維強化硬質発泡ウレタン樹脂の材質を示す。

６）許容たわみ量は、　　　　以下とする。

７）浮力防止クサビ用を、最上段部に使用する。

水深Ｈ
スパン 1

1000

5000
5500
6000
6500
7000
7500
8000
8500
9000
9500
10000

1500
2000
2500
3000
3500
4000
4500

750 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 5500 6000 6500 7000 7500 8000

材　質 （太枠内：比重＝０．５） 比重＝０．７４

W

W +2501

W +2001

W +1601

ＦＫ－ 合成木材製角落し及び受枠標準図　※土木工事施工済【参考図】

壁部（曲げ加工タイプ）

ゴムパッキン５ｔ

５）角落し厚み　　　　を超える場合はスパン（Ｌ）と水深（Ｈ）より都度設計する。

合成木材製角落しリスト

（参考）
符号

割付枚数水路寸法 角落し寸法

ＷＷ ＨＨ1 1
2Ｈ 板厚t 箇所数 備考

ＦＫ-１ 3,000 177 106,800 2,9003,200

設計水深＝3,000 177 103,200

設計水深＝

ＦＫ-２ 6,200 2,7003,000

3,890

3,190

4,3005,8001,800 1181,960 4,600 1,190 16 1ＦＫ-３

2,600設計水深＝ ※受枠2箇所、角落し本体1箇所

※受枠2箇所、角落し本体1箇所2

2 (1)

(1)

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-58

付帯設備詳細図(2)【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】



Ｔ－ 足掛金物標準図　一部土木工事施工済【参考図】

R=2
5

R=11

スライド板詳細図 S=1/2

20 500

20
30
0

20

50 310140

t=4mm

仕様・注記

　１）材料はすべてSUS304を用いる。

　２）原則として全ての足掛金物上部には、手掛け用取手を設ける。

　３）水抜き管は、水路又は池側へ設ける。

t=4mm

スライド板

溶接

40A

水抜き管
20A(SUS304)

φ6 L=50

六角ナットM20

六角ナットM16
（ワッシャー付）

4 360 4

300

4
60

4

18
0

21
0 19 150

3
22
0

4
30

ローレット加工

落し込み取手標準図 S=1/10

形状寸法表（参考）

３００

４００

２５０ １００ ５０ １９

５０３００ １５０ ２２

Ｌ１ Ｌ２ Ｈ φＷ

　６）ポリプロピレン製の芯材の材質は設置場所の環境条件を考慮して選定する。

　７）形状寸法表のうち　　印の有るものを適用する。

　　　ただし、足掛金物が向かい合って設置される場合は１箇所のみ設置する。
　８）手掛金物として落し込み式取手を設置する。

　４）足掛り部のすべり止め加工は150ｍｍ以上とする。

　５）足掛金物の取付間隔は350ｍｍを標準とする。

仕様・注記

　１）ポリプロピレン製の形状寸法は製造メーカーの仕様による。

　３）壁に100ｍｍ以上埋め込む。

　２）芯材の材質は、SWCH12R、SUS304又はSUS403とする。

Ａ Ａ

Ｌ
1

Ｌ
2

φ

Ｈ Ｗ

芯材

4 4

ポリプロピレン

Ａ－Ａ断面図

φ+8

足掛金物：ポリプロピレン製

35
0

35
0

Ｈ
1

@3
50

Ｈ

Ｈ
2

Ｂタイプ

Ｈ
2

@3
50

Ｈ
1

Ｈ

落込み取手

Ａタイプ

手掛り（足掛金物と同材）

35
0

35
0

符　号
本　数

（１箇所当り）
Ｈタイプ Ｈ1 Ｈ2 箇所数

落し込み取手

（１箇所当り） （１箇所当り）

手掛り
備　考

Ａ

Ａ １ＴＡ－１ 5,500 450

1

1,
00

0

1,
10
0

10
0

～ 2,0001,800

150 150

90
0

50

125 125

ＨＲ－２（階段部）【土木工事施工済】

10
0

1,
00
0

1,
10
0

W

@150

150 150 150W

ＳＵＳ３０４ｔ＝２

ＳＵＳボルトφ１２

アンカーボルト
SUS304 

ベースポスト

設計条件

部材名

笠木

支柱

荷重方向

水平方向

垂直方向

水平方向

設計条件

150

柱脚部詳細図

　　　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ６またはＡ６０６１Ｓ－Ｔ６とし押出し形材を使用する

　１）材種は、ＪＩＳ　Ｈ４１００によるＡ６０６３Ｓ－Ｔ５または

　　　１４．２．１表のＢ－１種とする

　　　する補強材はＪＩＳ　Ｇ３１０１によるＳＳ４００とし亜鉛メッキは
　　　ＪＩＳ　Ｈ８６１０の５級（クロメート被膜はＪＩＳ　Ｈ８６２５のＣＭ２Ｃ）
　　　以上とする

　　　とする

　２）表面処理は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　３）支柱、笠木、控柱には補強材を使用しない。その他の部位に使用

　４）小ネジの類はステンレス製（ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３０５Ｊ１またはＳＵＳＸＭ７）

　　　伸縮目地は必要に応じて設ける

　　　同材にてふたをして仕上る

　５）現場取付作業以外の組立などは工場製作とする。

　６）切断面の処置はバリ等を適切な方法で除去する。端部の小口は

　　　なお、公的試験場の試験成績書をもって、これに代える事が出来る

　７）設計耐力及びたわみ量は、工場にて試験を行い監督職員に報告する。

注記

　８）柱脚部はベースポストタイプとする。
　　　仕様は、製造メーカーの仕様によるものとする。

たわみ量

設計耐力

設計耐力

たわみ量

たわみ量

設計耐力

５００Ｎ／ｍで１／５００以下かつ５ｍｍ以下

局部荷重５００Ｎで１／１００以下

５００Ｎ／ｍで１／５００以下かつ５ｍｍ以下
局部荷重５００Ｎで１／１００以下

１．５ｋＮ／ｍ

１．０ｋＮ／ｍ

２．７ｋＮまたは３．０ｋＮ

局部荷重５００Ｎで１／１００以下

ＨＲ－ アルミニウム製手摺標準図　一部土木工事施工済【HR-2参考図】

1,200 12 組立マンホール内を除く

200 １

200

200Ａ 1 １

Ａ 200

200

１
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形状寸法表
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足掛金物リスト：ポリプロピレン製
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号図示

津市高茶屋小森上野町地内

A-59

付帯設備詳細図(3)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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水路部　平面図　S=1/100

-1.900平面図　S=1/100
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防波管SUSφ200 L700
(埋込配管 ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計用)
ﾊﾟﾄﾞﾙ付両ﾌﾗﾝｼﾞ
（土木工事）

箱抜きφ450
(場内雨水排水用)

COP+0.650m(土木工事)

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-60

水槽部 箱抜き・埋込配管図 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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２．　　　ＲＤ１はルーフドレイン（横引型）１００Ａを示す。

３．　　　は室名札　平付（250×50既製品）を示す。

１．　　　Ｐ１は縦樋１００φを示す。
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φ200SUS L3200
(埋込配管 ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計用)
片ﾌﾗﾝｼﾞ【土木工事施工済】
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防波管SUSφ200 L900
(埋込配管 ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計用)
ﾊﾟﾄﾞﾙ付両ﾌﾗﾝｼﾞ　

【土木工事施工済】
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防波管SUSφ200 L700
(埋込配管 ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計用)
ﾊﾟﾄﾞﾙ付両ﾌﾗﾝｼﾞ　【土木工事施工済】

φ200SUS L3200
(埋込配管 ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計用)
片ﾌﾗﾝｼﾞ【土木工事施工済】
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PM W800×L2300
(流入ゲート用)
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(自動除塵機用)
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(流入ゲート用)
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(自動除塵機用)
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▽+3300
(No.2雨水ポンプ吐出管用)
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(No.1雨水ポンプ吐出管用)
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(No.3雨水ポンプ吐出管用)
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▽+4350
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(No.4雨水ポンプ吐出管用)
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15
00

15
00

10
00

46
0

10
00

25
00

30°

PM φ2050
(No.1雨水ポンプ用)

PM φ250×L1000 12ヶ所
(No.1雨水ﾎﾟﾝﾌﾟｱﾝｶｰ用)

PM φ2050
(No.2雨水ポンプ用)

PM φ250×L1000 12ヶ所
(No.2雨水ﾎﾟﾝﾌﾟｱﾝｶｰ用)
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PM φ1100
(No.3雨水ポンプ用)

PM φ200×L800 8ヶ所
(No.3雨水ﾎﾟﾝﾌﾟｱﾝｶｰ用)
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(No.4雨水ポンプ用)
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【ポンプ設置時施工】
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【土木工事施工済】

【土木工事施工済】

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-61

1階 箱抜き・埋込配管図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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(給水管 40A用)

PE W1000xH400
▽+1400
(配線ケーブル用)

▽+4300
(自家発用排気管用)
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２．　　　ＲＤ１はルーフドレイン（横引型）１００Ａを示す。

３．　　　は室名札　平付（250×50既製品）を示す。

展開方向
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１．　　　Ｐ１は縦樋１００φを示す。

壁芯

壁芯 壁芯

壁芯

壁芯 壁芯

壁
芯

壁
芯

壁
芯

壁
芯

壁
芯

PM W800×L2300
(管理運転ゲート用)【土木工事施工済】

PM W800×L2200

(放流ゲート用)【土木工事施工済】

1000 800

60
0

26
00

11
00

26
00

60
0

95
0

17
00

60
0

17
00

45
0

23
00

60
0

1500

65
0

22
00

100800

800

36
50

14
00

14
00

13
75

27
50

37
50

B

C

D

A A

C

B

H J K L M N

H J K L M NI

IE F G

D

P1 P1

P1 P1P1 P1

P1 P1

P1

P1

防波管SUSφ200 L700
(埋込配管 吐出井水位計用)
両ﾌﾗﾝｼﾞ【土木工事施工済】

防波管SUSφ300 L700
(埋込配管 吐出井レベル用)
両ﾌﾗﾝｼﾞ【土木工事施工済】

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-62

2階 箱抜き・埋込配管図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

500500

62
0

10
00

1200

50
0

40
0

700

500

15
00

1300

20
0

700

70
0

20
0

700

13
00

1800

3200

3
20
0

3
75
0

3200

1900

1
90
0

500

1200

26
00

600

6
00

20
0 2500

7
00

400

70
0

400

50
0

50
0

700

6
00

400

40
0

6
70

600

36
0

55
0

1500

1060

650 500 800 500 650

25
0

50
0

8
00

50
0

2
50

2
50

80
0

5
00

4
50

30
055

0

30
04
50

4
50

30
0

55
0

30
04
50

450

300

550

300

450

40
0

40
0

4
00

50
0

4
00

40
0

25
0

350

7
001
15
0

PE･PM W1475×L600
(No.1,2雨水ポンプ・

PM φ200×T400 20ヶ所
(No.1雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ減速機用)

PM φ200×T400 20ヶ所

(No.2雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ減速機用)

PM W1000×L2600
(No.1雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁用)

PM W1000×L2600

(No.2雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁用)

PM φ150×T400 16ヶ所
(No.4雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ電動機用)

PM W1000×L1700

(No.4雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁用)

PM W1000×L1700

(No.3雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁用)

PM φ150×T400 16ヶ所
(No.3雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ電動機用)

PM W500×L1000
(No.1,2雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ
排気管250A×2本用)

AM W4800×H1000

▽＋8050
(エンジンポンプ給気開口用)

AM W3200×H1000

▽＋8050
(自家発給気開口用)

AM φ400

▽＋6000
(消音器室常時換気開口用)

AM W1000×H1000　３カ所

▽＋6000
(消音器室発熱換気開口用)

AM φ300

▽＋8500
(電気室常時換気開口用)

AM φ300

▽＋8500
(電気室常時換気開口用)

AM φ125

▽＋6000
(倉庫床上掃除口開口用)

AM φ75

▽＋6000
(倉庫床上掃除口開口用)

AM φ175

▽＋8500
(倉庫換気開口用)

AM φ175

▽＋8500
(便所換気開口用)

AM φ250

▽＋8500
(階段換気開口用)

AM φ100

▽＋6000
(便所給水開口用)

AM φ150

▽＋6000
(便所排水開口用)

AM φ150

▽＋6000
(便所床上掃除口開口用)

AM φ100

▽＋6000
(便所排水開口用)

AM φ100

▽＋6000
(便所給水開口用)

AM φ100

▽＋6000
(便所床上掃除口開口用)

AM φ100

▽＋6000
(エンジン室洗面排水開口用)

AM φ75

▽＋6000
(エンジン室床上掃除口開口用)

AM φ100

▽＋5000
(エンジン室排水開口用)

AM φ75

▽＋8500
(空調ドレン開口用)

AM φ125

▽＋8500
(空調冷媒開口用)

AM φ125

▽＋8500
(空調冷媒開口用)

AM φ100

▽＋6500
(エンジン室洗面給水開口用)

PE W1200×H300
▽+5850
(ケーブル配線用)

PE W400×H200

(ケーブル配線用)
▽+8800

PE W300×D200

(現場操作盤用)

PE φ50

(水位計用)

PE φ100

(ケーブル配線用)

防波管SUSφ200 L1100
(埋込配管 ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計用)
ﾊﾟﾄﾞﾙ付両ﾌﾗﾝｼﾞ
（建築工事）

防波管SUSφ200 L1100
(埋込配管 ﾎﾟﾝﾌﾟ井水位計用)
ﾊﾟﾄﾞﾙ付両ﾌﾗﾝｼﾞ
（建築工事）

PE W400×H200

(現場操作盤用)
▽+6100

PE W800×H300

(配線ケーブル用)
▽+5850

PE φ100

(配線ケーブル用)

PE W200×D200
(配線ケーブル用)

PE φ100

(配線ケーブル用)

PE W400×D200

(配線ケーブル用)

PE φ500
(自家発排気管用)

PE W200×D200

(現場操作盤用)

PE W200×D200

(現場操作盤用)

PE φ200
(配線ケーブル用)

PE W200×D200
(配線ケーブル用)

PE φ200

(配線ケーブル用)

PE φ150

(配線ケーブル用)
▽+6100

PE W400×H300

(配線ケーブル用)
▽+5850

PE φ200

(配線ケーブル用)
▽+6100

PE W1200×H500

(ケーブル配線用)

(給水管 25A用)

PM φ130×T400

PM W360×H200×T220

(燃料引抜管32A・返油管40A用)
▽＋5800▽+10000

PM φ160×T220

(小出槽通気管32A用)

自家発電機用排気管250A×3本用)
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

A-63

PH階 箱抜き・埋込配管図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

5,000 5,500

6,500 6,500 3,500 7,000 6,500 5,000

35,000 4,000

1
9,
00
0

6
,0
0
0

5,
5
00

7
,5
00

6
,0
0
0

5,
5
00

7
,5
00

1,850

3
90

390290

390 390

3,
50
0

2,
0
00

39
0

2
30

2,
3
00

2,
73
0

3
,2
70

2,700 4,300

1
,9
00

1,
90
0

3
,7
00

2,000

3,
75
0

3
,7
50

1
,0
00

1210

50
0

30
00

1
30
0

14
50

13
75

1
40
0

14
00

19
00

3
70
0

14
00

14
75

1
,0
5
0 14

75

2
20
0

22
00

1,
80
0

15
00

300

38
00

PE･PM W1475×L600
(No.1,2雨水ポンプ・

PE φ500
▽+10600
(排気管用)

AM W1000×H1000　３カ所

▽＋9800
(消音器室発熱換気開口用)

AM W1000×H1000　２カ所

▽＋9800
(エンジン室発熱換気開口用)

AM W1200×H1200

▽＋9800
(エンジン室発熱換気開口用)

AM W900×H500
▽＋8000
(電動ポンプ発熱換気開口用)

AM W900×H500
▽＋10800
(電動ポンプ発熱換気開口用)

PM φ2200×H1400×T180
▽+10700
(No.1雨水ポンプ原動機排風ダクト用)

PM φ2200×H1400×T180
▽+10700
(No.2雨水ポンプ原動機排風ダクト用)

AM φ250

▽＋5030
(階段室換気開口用)

自家発電機用排気管250A×3本用箱穴排気管用)

PM W1475×L600×T220
▽+11750

(2-No.1,2雨水ポンプ・自家発電機用排気管250A×3本用)

PE W1800×H1400
▽+10700
(排風ダクト用)

PE φ50

(配線ケーブル用)

PE φ50
(配線ケーブル用)

▽+10000

400　×200
(雨量計用基礎)

□

(建築)



１．４．１表　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの仕様

２．１．１表　鉄筋の断面表示　

２．１．２表　一般凡例

１．２．１表　鉄筋の種類及び継手

１．３．１表　コンクリートの仕様　

１．４　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリート

１．１　適用範囲

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

２．１　記号及び符号

２．２　一般注意事項

（３）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくも

のとし、これらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の複合構造

物に適用する。

（２）土木工事と建築工事の区分は図面による。

鉄筋の種類及び継手は１．２．１表による。　

コンクリートは１．３．１表による。　

（１）設計図は市監督員の承諾を得なければ変更してはならない。

変更の必要を生じた場合は、市監督員と協議すること。

砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの厚さは１．４．１表

による。　

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１．１表及び２．１．２表

を標準とする。

（４）項目は ・ 印のついたものを適用する。 ・ 印のない場合は、※印のある

ものを適用する。・ 印と ※  印のある場合は、共に適用する。

国土交通省大臣官房官庁営繕部３）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

１）建築工事特記仕様書

２）建築工事一般仕様書

１）土木工事特記仕様書

建

工

事

築

木

工

事

土 （別紙による。)

（別紙による。)

径

Ｄ１３

種　別

・

※

土　木

以上

以下

建　築

※ Ｄ１６

・

重ね継手

ガス圧接

下記以外

※

機械式継手 ・図面による。

・

※Ｄ１９以上の柱、梁主筋

※Ｄ１６以上の増設端の床、壁鉄筋

・

の柱、梁主筋

※Ｄ１９以上、Ｄ２９以下

Ｄ１９ 以上ＳＤ ３４５

ＳＤ ２９５Ａ

ＳＤ ３４５※
・
・
ＳＤ ３９０
ＳＤ ４９０

注１：無筋コンクリートには均しコンクリート、捨てコンクリートを含む。

コンクリート種別 強　　度
設計基準

 (Ｎ/ｍｍ ) （ｃｍ）
スランプ セメントの種類

鉄筋コンクリート土木

建築

無筋コンクリート

無筋コンクリート建築

土木

コンク
鉄　筋

リート

地上

分　類

 基礎、
基礎梁

地下 

・

※ 普通コンクリート

・

※ 普通コンクリート

・

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・

・

・

※ 普通コンクリート ２４

３０

２４

・

２１

・

２１

２４

１８

１８※

・

・

※

・

※

・

※

・

※

・

※

・

・

１２

１８

１５

１２

１５

・

※

・

※

・

※

・

※

・

・

※

・

※

・

※

・

※

・

・

・

・

・

高炉セメントＢ

普通ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

普通ポルトランドセメント

高炉セメントＢ

普通ポルトランドセメント

高炉セメントＢ

高炉セメントＢ

普通ポルトランドセメント

普通ポルトランドセメント

高炉セメントＢ

（ｍｍ）

砂利または砕石

砂利または砕石

均しコンクリート

捨てコンクリート

　※

　※

　※

　※

２００

１００

　厚さ

　５０

　６０

・
土 木 工 事

建 築 工 事

種　　別部　位

区分 径

建　　築

土　　木

Ｄ２９Ｄ１３Ｄ１０ Ｄ１６ Ｄ２２Ｄ１９ Ｄ２５ Ｄ３２

組立筋

幅止筋

Ｓ.ＨＯＯＰ

ＨＯＯＰ

ＳＴＰ

（※）

ＣＢ※

※１Ｋ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｗ※２

ＣＢ※

※１Ｂ※２

ＣＧ※

※１Ｇ※２

※１Ｃ※２

Ｆ※ フーチング断面種別

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

片持小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

コンクリートブロック壁

打ち増し範囲

梁・床版の上がり下がり

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

床用積載荷重

※

※１

※２

※１

※２

※

※１

※２

番号、階別区分はしない※

※１

※２

※２

※１

※

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

応じた凡例により表示

（ｋＮ／ｍ積載荷重の値 ２）

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

壁厚（ｃｍ）

配筋種別（数字）

Ａ：片持床版形

階別区分はしない

Ｂ：二辺固定床版形

※１

※３

※２

階別区分はしない

片持床版のみＣとする

配筋種別（英大文字）

床版厚（ｃｍ）

Ｅ：耐震壁，Ｋ：階段壁

壁厚（ｃｍ）

Ｄ：土圧、水圧を受ける壁
階別区分はしない

地中小梁のみＦとする。

階別区分はしない

地中小梁を除く

番号、階別区分はしない

階数，地中大梁はＦとする

その階の番号

Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐
Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

階数

その階の番号

番号

※印の説明及び注意事項内　　容・
符　号

記　号

又は建築による。

２

鉄筋の種類

鉄筋の継手

２）土木工事一般仕様書・土木工事必携

３）コンクリート標準示方書

（最新版）

（2018年版）

（平成 28 年版）

（最新版）

構 造 細 目 共 通 図（複合構造物）

１ 特記事項

共通事項２

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-1

構造物細目共通図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。



間隔

Ｄ あき Ｄ

ａ

Ｌ

Ｓ

Ｌ ≧ 25ｄ
(ｄ：太いほうの鉄筋径)

Ｌ ≧ 30ｄ
(ｄ：太いほうの鉄筋径)

部材厚さ（Ｂ）

継
手
長

継
手
長

Ｌ

Ｓ
Ｓ

直線部

8d以上

梁幅の１／２倍以上かつ15ｄ以上のみ込ませる

柱せいの3/4倍以上かつ20ｄ以上のみ込ませる

直線部

8d以上
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＠
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＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

≧６ｄかつ６０mm

≧４０ｄ

・丸形

Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ

ｄ

≧６ｄかつ６０mm

≧１２ｄ

かぶり厚さ

Ｌ Ｌ

１

１
１

２

２

Ｓ 又はＳ

Ｓ

Ｓ

２ ３

２

２
２

２ ２

Ｓ Ｓ

≦
3/
4・

ho
≦
3/
4・

ho
15
00
以
下
か
つ

15
00
以
下
か
つ

２ ２

２

２

１

１

１

ａ ａ

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ
太い鉄筋または同径のものを２本

帯筋

重ねる。

梁面より割付ける。

差し筋 差し筋

直交梁位置

３．４．１図　鉄筋のあき

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

３．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

３．５．１表　鉄筋の重ね継手及び定着の長さ(主鉄筋中心間隔１００ｍｍ以上）

３．５．１図　フックのある場合の継手及び定着要領

３．６．２図　各種継手工法

ガス圧接継手工法 機械式継手工法

３．６．１図　重ね継手工法

３．５．３図　小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着要領

３．５．２図　梁主筋の柱内定着要領

３．７．１図　継手及び圧接中心位置

３．８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

３．９．１図　帯筋組立の形

３．１０．１図　帯筋の割付け

（ロ）（イ） （ハ） （ニ）

（イ） （ロ） （ハ）

（ロ）（イ） （ロ）

一般の場合

異形鉄筋

(ｄ：太いほうの鉄筋径)

Ｌ ≧ 部材厚さ（Ｂ）かつ25ｄ

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を

交互にすること、並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に
重ね継手位置を交互とすることをそれぞれ示す。

よい位置を示す
は継手を設けても

基礎底版の場合（地反力を受ける場合）

一般の場合（地反力を受けない場合）

３．８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

ａ:上下の柱幅の差(a≦150）

6
1

Ｄ
≦ａ

6

1≦
Ｄ
ａ

6

1
Ｄ

ａ ＞

柱脚の鉄筋

が多い場合

が多い場合

が多い場合

下階の鉄筋

柱頭の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

継手 定着

（イ）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

・Ｈ形

３．４　鉄筋相互のあき

３．５　鉄筋の継手及び定着

３．６　隣り合う継手の位置

３．７　継手及び圧接中心位置（柱、大梁）

３．８　柱筋の継手及び定着

３．９　帯筋の形状

３．１０　帯筋の割付け

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（３）異形鉄筋の直径（呼び名）の１．５倍以上

（２）最小のあき４０ｍｍ

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

（２）最小のあき２０ｍｍ

（３）異形鉄筋の直径（呼び名）以上

３．４．２　柱

３．４．１　梁・壁・床版

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

３．５．１　継手長及び定着長の基本

（１）鉄筋の継手及び定着の長さは、３．５．１表による。なお、定着長

ただし,主鉄筋の中心間隔が１００ｍｍ未満の場合は、別途継手及び

定着の長さを算定し図面に示すものとする。

（４）フックのある場合の継手長及び定着長には、３．５．１図に示す

ようにフック部分Ｌを含まない。

（２）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（３）継手は相互にずらすことを原則とする。

３．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

３．５．３　梁主筋の柱内定着

とする。

長さとし、横方向の鉄筋で補強する。

（２） 継手長さは、軸方向に相互にずらして設ける。

圧接継手又は機械式継手工法を採用することができる。

（５） 前記（１）を確保できない場合等は、監督職員の承諾を得て、ガス

（４） 前記（１）を確保できない場合は、基本定着長の１．７倍の継手

（６） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

（３） ずらす距離（Ｌ）は、部材厚（Ｂ）、かつ、太いほうの鉄筋径の

３．６．１　主鉄筋の重ね継手

（１） 同一断面での継手の割合（集中度）は１／２以下（相互にずらす）

２５倍以上とする

監督職員の承諾を得ること。

３．６．２ 主鉄筋のガス圧接および機械式継手

（２） 継手は軸方向に相互にずらして設ける。

による。また、ねじ節継手工法以外の機械式継手を採用する場合は、

（１） 同一断面での継手の割合（集中度）は１／２以下とする。

（３） ガス圧接の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の２５倍

以上とする。

以上とする。

主鉄筋、配力鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は以下のとおりとする。

（４） 機械式継手の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の３０倍

機械式継手は、ねじ節継手工法とし、土木学会「鉄筋継手指針（1982)」

上端筋　中央：Ｌｏ／２以内

（２）梁の継手及び圧接中心位置は下記による。

下端筋　両端：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌｏ/４を加えた

以下かつ３／４ｈｏ（ｈｏは柱の内法高さ）以下とする。

継手及び圧接中心位置は図面にない場合は、３．７．１図による。

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０ｃｍ以上、１５０ｃｍ

（３）通常の応力と異なる場合の継手位置は、３．７．１図によらず図面に

よる。

　　　　　　　範囲以内

３．８．１　一般事項

（１）継手長さはＳ とし、定着及び余長は、３．８．１図による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、３．８．２図

による。

（２）柱頭定着長さＳ が確保出来ない場合は、図面による。

図面による。

（４）柱脚定着長さ25ｄ(余長12ｄ以上)または35ｄが確保出来ない場合は、

（１）帯筋の形状は、３．９．１図とし、種別は図面による。図面になければ

以上、片面フレア溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添巻き

下記による。

（ａ）Ｈ形とする。

を行う。

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、0.2％以上

を確保し、ピッチは1.5倍とする。

（２）帯筋の割付けは、３．１０．１図による。ただし、図面にある場合

（１）フック及び継手の位置は交互とし、位置を変える。

は図面による。

２

１

Ｓ ・Ｓ  は,３．１項による曲げ加工後の直線部分で確保する。３２

１

粗骨材径×4/3倍

鉄筋径
ｄ

Ｄ１６

Ｄ１３

鉄筋径

Ｄ１９

Ｄ２５

Ｄ２２

Ｄ２９

最外径

(ｍｍ)

Ｄ

１８

１４

２１

２８

２５

３３

最小鉄筋芯間隔鉄筋相互のあき：ａ

柱：４０ｍｍ

梁：２０ｍｍ

２５ｍｍ
最大径

の場合

粗骨材

３３ｍｍ

（１）

最小あき

（２）

鉄筋径×1.5

２０ｍｍ

２４ｍｍ

２９ｍｍ

３３ｍｍ

３８ｍｍ

４４ｍｍ

（梁）

４７ｍｍ

５１ｍｍ

ａ＋Ｄ

５４ｍｍ

５８ｍｍ

６１ｍｍ

６６ｍｍ

（柱）

５８ｍｍ

５４ｍｍ

ａ＋Ｄ

６１ｍｍ

６５ｍｍ

６８ｍｍ

７７ｍｍ

鉄筋径×1.0

（３）

１３ｍｍ

１６ｍｍ

１９ｍｍ

２２ｍｍ

２５ｍｍ

２９ｍｍ

ＳＤ３４５

鉄筋の

種　別
鉄筋径区分

フックありフックなし

２４

２７

以上

未満

（Ｎ/ｍｍ ）

強　　度

設計基準

Ｓ : 重ね

継手長

Ｓ :定着長 Ｓ :定着長 Ｓ :定着長
継手長

Ｓ : Ｓ :定着長

≦１２５

≦１５５

≦１３０

≦１００

≦５５

≦８０

≦７０

≦４５

柱、梁の交差部の配筋例（0.2％確保）

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１６ ＠１２５

Ｄ１６ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン

※Ｐ 、Ｐ のピッチは100以下とする。

柱幅(ｃｍ)

２
１ ３ 重ね１

２１

２ ２ ３

40・d

45・d

50・d

35・d

35・d

40・d

25・d

30・d

30・d

30・d

35・d

40・d

25・d

25・d

30・d

20・d

20・d

20・dＤ22以下

Ｄ25～Ｄ32

Ｄ35以上

３ 土木工事施工済【参考図】

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-2

構造物細目共通図(2)【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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(※１)

Ｓ

かつ15d

Ｓ

２

２

図面(又はＬ ／４)

Ｓ

０

２ ２Ｓ

つり上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ
太い鉄筋、または同径のものを２本重ねたも
のとする。

二段筋

二段筋

幅止め筋

２－Ｄ13
腹筋

二段筋

二段筋

コンクリート打継ぎ

柱

地中梁

配筋を曲げ通し筋とする。

鉄筋と鉄骨のあきは３．４による。

３．１１．１図　梁主筋を柱内定着

３．１１．２図　段違い梁

柱

梁

梁

柱

梁

３．１１．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長（最上階）

３．１１．４図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その１）

３．１１．５図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その２）

下端筋

上端筋

一般階 最上階

３．１１．１０図　鉛直段差梁（その２）

梁 梁

定着の長さは、３．１１．２図に準ずる

３．１１．９図　鉛直段差梁（その１）

３．１１．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

断面

平面

３．１１．７図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

３．１１．６図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

３．１２．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ）

３．１２．２図　あばら筋の割付け（その１）

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

３．１２．３図　あばら筋の割付け（その２）

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

３．１２．４図　あばら筋の割付け（その３）

３．１２．５図　腹筋及び幅止め筋

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ≦1,500

梁梁

柱 柱

柱 柱

柱

梁

３．１３．１図　主筋の継手、定着及び余長（その１）

３．１３．２図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

地中梁

地中梁

地中梁

３．１３．３図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

３．１３．４図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

３．１１　大梁筋の継手及び定着 ３．１２　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋 ３．１３　基礎梁及び底版の継手及び定着

３．１１．１０図による。

３．１１．１　一般事項

印は、継ぎ手及び余長を示す。

下端筋：原則として曲げ上げる。

上端筋：曲げ下ろす

（１）継ぎ手長さ、定着長さ及び余長は、３．１１．１図から

（２）梁主筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が同数のときは柱をまたいで引

（３）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

（４）梁にハンチをつける場合、その傾斜は図面による。図面になければ

（５）

（６）破線は柱内定着の場合を示す。

（７）３．２異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋にはフックをつける。

うに反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

梁主筋ののみ込み長さは、柱せいの３／４倍以上かつ20ｄ以上を

確保する。（※１）

１：４とする。

き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合には、３．１１．１図のよ

（８）段違い梁は３．１１．２図による。

３．１１．２　ハンチのない場合

（１）最上階の場合

（２）一般階の場合

３．１１．３　ハンチのある場合

（１）最上階の場合

（２）一般階の場合

（１）水平段差のある場合

３．１１．４　水平段差のある場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

３．１１．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１３－１０００mmピッチ程度とする。

（２）壁梁の場合、腹筋の継手長さはＳ 、定着長さをＳ とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

３．１２．１　一般事項

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げる。

ａ．（イ）の場合は交互とする。

（２）フックの位置

が出来る。

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によること

３．１２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、３．１２．１図（イ）を標準とする。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

の場合に適用することが出来る。(基礎梁)

ｄ．（ホ）は梁の上下にスラブが付く場合で、かつ梁せいが1.5ｍ以上

床版が両側に付く場合は交互

３．１２．３　あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

（２）特殊な梁

ａ） 腹筋及び幅止め筋

３．１２．４　腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

（２）間隔が一様でハンチのある場合

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

３．１３．１　一般事項

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

（４） 印は、継ぎ手及び余長を示す。

曲げて定着する。

鉄筋の本数が異なる場合は反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、３．１１．１（３）による。

（３）柱幅＜梁幅の場合の定着は、３．１３．３図による。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

２１

（１）基礎梁の継手及び定着

３．１３．２　基礎梁の場合

３．１３．３　連続基礎及びべた基礎の場合

（１）柱幅≧梁幅の場合

（２）柱幅＜梁幅の場合

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

３．１３．４　梁形を設けない場合の基礎底版

（１）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の

異なる場合

３ 土木工事土木工事施工済【参考図】

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-3

構造物細目共通図(3)【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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床版

梁

壁

柱

梁

主筋位置

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置

４－Ｄ※ ４－Ｄ※

４－Ｄ※

４－Ｄ※

４－Ｄ※
２－Ｄ※

壁筋による

４－Ｄ※

４－Ｄ※

受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３

受け筋

Ｄ１３

打増し部

縦筋はＤ１３とし、間隔は２００ｍｍ

横筋はＤ１３とし、間隔は壁横筋と同じ

配力筋

受け筋

主筋

２－Ｄ13

先端部補強筋

Ｄ16(Ｌ＞1000)

Ｄ13(Ｌ≦1000)

片持梁

先端小梁

先端小梁
(頭つなぎ梁)

片持梁

４－Ｄ※

４－Ｄ※

壁筋による

２－Ｄ※

４－Ｄ※

10
ｄ
以
上

先端部補強筋

２－Ｄ13

先端壁の縦筋の径及

びピッチに合わせる

先端部補強筋
２－Ｄ13

３．１４．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

３．１４．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１４．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁がない場合）

一般階

小梁が連続する場合 小梁の終端部

小梁外端部

３．１４．４図　片持梁主筋の定着

小梁連続端部

３．１５．３図　壁と壁の交差部及び端部の配筋

一般の場合のＴ形交差部

一般の場合のＬ形交差部 ハンチを設け定着した場合のＬ形交差部

３．１５．２図　壁開口部の補強要領

※鉄筋径及び本数は、図面による

３．１５．１図　壁の配筋

（ｄ：太いほうの鉄筋径）

Ｌ≧部材厚さ(Ｂ)かつ25ｄ

３．１７．１図　壁の打増し補強配筋

３．１５．４図　壁と床の交差部及び端部の配筋

最下階中間部の交差部最下階の交差部

（２） 中間部の交差部（１） 中間部の交差部 （３） 中間部の交差部

一般で最上階の交差部 ハンチを設け定着した場合の最上階の交差部

３．１８．１図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その１） 及び受け筋（その２）

３．１８．２図　スラブ筋の定着長さ

一般部

及び受け筋（その３）

３．１８．３図　スラブ筋の定着長さ

一般床版

３．１８．４図　片持スラブの配筋

３．１８．５図　先端に壁が付く場合の配筋
垂れ壁のない場合

端部

端部

連続端 連続端

外端

壁

壁壁

壁壁

梁 柱

壁

床版

壁

床版床版

壁

床版

壁

壁 底盤壁

　も曲げ加工後の直線部にて確保する。

　定着長Ｓ を確保する。定着長Ｓ は、いずれの場合

　できる。図面に指示がある場合は、曲げ加工後に

　場合はＳ を省略し、ハンチ筋は直筋とすることが

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面に指示がない

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面

　に指示がない場合はＳ を省略し、ハン

　に指示がある場合は、曲げ加工後に定

　着長Ｓ を確保する。定着長Ｓ は、い

　ずれの場合も曲げ加工後の直線部にて

　確保する。

　チ筋は直筋とすることができる。図面

※先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

スラブに定着してもよい。

※スラブに段差のない場合は、主筋を引き通して

２

２

２

２

２ ２

壁 壁
柱

断面

垂れ壁のある場合

３．１４　小梁及び片持梁の配筋要領 ３．１５　壁の配筋要領 ３．１８　床の配筋要領

３．１７　壁の打増し要領

３．１４．１　一般事項

３．１４．２　小　梁

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２）

（１）連続小梁の場合

梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長が取れない場合、

斜めにしてもよい。

印は、余長位置を示す。

（２）単独小梁の場合

３．１４．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さ

上端筋は、２本以上を柱に定着する。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、

柱に取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、

とする。

（２）先端に小梁がある場合

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、

継手長さをＳ 、定着長さをＳ とする。

（１）壁配筋の継手長さをＳ 、定着の長さは、Ｓ とする。

３．１５．１　一般事項

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１３－＠１０００ｍｍを標準とする。

（４）一般部壁筋は、３．１５．１図によることとし、隣接する壁の鉄筋と

　　　重ね継手を設ける場合は、３．６項に従うものとする。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、構造上安全であることを構造計算に

３．１５．２　耐震壁の開口

よって確認すること。

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

２図を標準とする。

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、３．１５．

３．１５．３　壁開口部の補強

３．１５．４　壁の交差部及び端部

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

（１）壁と壁の交差部は３．１５．３図による。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部

を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

（２）壁と床版の交差部は３．１５．４図による。

配管等での壁の打増し補強筋は、３．１７．１図による。

２００ｍｍを越える場合は、特記による。

打増し厚さのａが５０ｍｍ以上、２００ｍｍ以下に適用する。

（１）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、

ことができない場合は、３．１８．２図、３．１８．３図により梁内に

は図面による。図面になければ３．２０．５図による。

（２）定着長さ及び受け筋は、３．１８．１図による。ただし、引き通す

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強

３．１８．１　一般事項

（１）鉄筋の継手長さは、Ｓ とする。

定着する。

３．１８．２　片持スラブ

（１）片持スラブの配筋

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

１ ２

１ ２

１

３ 土木工事施工済【参考図】

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-4

構造物細目共通図(4)【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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※

Ｄ16－300＠以内

※１

主筋

一般スラブ水平方向鉄筋

出隅部分の補強筋

柱又は梁にＳ を定着する
出隅部

出隅部分の補強筋 出隅受け部分

６－Ｄ※４－Ｄ※

（ｎ　／２）本

ｎ　本

（ｎ　／２）本

ｎ　本

Ｄ１６補強筋：

Ｄ１６補強筋：

主筋
Ｄ16－300＠以内

※１

主筋
Ｄ16－300＠以内

Ｄ16－300＠以内

※１

主筋

Ｄ１３

スラブと同径、同間隔

※１

注　ｂ ≧ ｂ とする 注　ｂ ≧ ｂ とする

１

２

２

１

主筋

※１

Ｄ16－300＠以内
主筋

※１

Ｄ16－300＠以内

土木工事

建築工事
差し筋

（土木工事）
差し筋

土木工事

建築工事

最下階柱主筋

（土木工事）

建築工事

Ａ部

この範囲で曲げを行う（３．８．２図参照）

柱主筋

柱帯筋

シーリング

土木工事

１ＳＬ

１ＳＬ

ＧＬ

１ＳＬ

打継ぎ

２ ２１ １

２

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同ピッチ

あばら筋と同径・同ピッチ

梁のあばら筋

３．１８．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

３．１８．７図　段差のある床版の補強配筋

※鉄筋径及び本数は、図面による

３．１８．８図　床版開口部の補強配筋

３．２０．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

３．２０．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

３．２０．２図　梁の増し打ち補強配筋

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ 、ａ　≦２００

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

７０≦ａ 、ａ　≦２００

３．２０．１図　柱の増し打ち補強配筋

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

３．１９．１図　片持スラブ形階段配筋の定着
補強配筋（ダブル）

３．２０．５図　土間スラブの打継ぎ

ａ≦300mmの場合

（端　部）

３．２１．１図　壁縦筋の取り合い差し筋

３．２１．２図　柱主筋の取り合い差し筋

ｃ＝地上かぶり＋増し打ち（３０）

ｂ＝地下かぶり
ａ＝地上かぶり

３．２１．３図　柱主筋かぶり厚の取り合い

（　）内は、塩害対策地域に適用する。

Ａ部　柱取り合い

※　かぶり厚さ７０（８０）mmは、柱部材の外壁に面する部分のみに適用する。

土木工事

建築工事

７０≦ａ≦２００ １ ２

１ ２

３．１９　階段の配筋要領

３．２０　柱及び梁の増し打ち要領

３．２１　土木部分と建築部分の取り合い

３．１８．３　出隅部の配筋方法

場合は、Ｄ１３＠１００ダブル程度とする。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ /２とする）

による。

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、３.１８.６図による。特記にない

３．１８．４　段差床版の補強

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

（１）同一床版に段差がある場合、３．１８．７図の補強を行う。ただし、

３．１８．５　床版開口部の補強

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同

量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄

筋２本を上下筋の内側に配筋する。（３．１８．８図）

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部

を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

（１）壁配筋は、図面による。

ただし、ａ＜７０の場合は補強は行わない。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．１図による。

３．２０．１　柱

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｓ 以上とする。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．２図による。ただし、

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。

３．２０．２　梁

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｓ 以上とする。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合。

（１）基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合。

３．２０．３　土間スラブの打継ぎ補強

３．２１．１　壁縦筋の取り合い

（１）差し筋の仕様は建築工事仕様とする。（径は図面による）

（２）Ｌ 及びＬ は４．５．１表による。

の圧接位置まで延ばすこと。

（１）最上部の柱主筋は、１階建築部分の柱断面に応じ、３．２１．２図

３．２１．２　柱主筋の取り合い

３．２１．３　柱主筋かぶり厚の取り合い

（１）土木工事の外壁に面する柱主筋のかぶりは、３．３．１表によらず、

　　　３．２１．３図による。

２

１ ２

１

２

ａ＜７０の場合、補強は行わない。

３ 土木工事施工済【参考図】

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-5

構造物細目共通図(5)【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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２
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Ｓ

０
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０

Ｃ
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０

０

ｐ

ｐ

15ｍｍ以上

Ｌ≧2.5Ｄｐ+100

Ｌ≧Ｌo＋１０ｄ

100

100

Ｌ≧Ｌo+10d

12d以上

12d以上

Ｄp

Ｄp

100

100

6dかつ60ｍｍ以上

12d以上

6dかつ60ｍｍ以上

Ｃ

Ｓ ０

ｐ
ｐ

ｐ

０

Ｌs Ｌc

Ｌ≧Ｌo＋10d

(フック付は、交互とする）

せん断補強鉄筋

せん断補強鉄筋

(フック付は、交互とする）

基礎下面

基礎底版鉄筋

※２

組立鉄筋

帯鉄筋

Ｄ13－150＠

ずれ止め

※１

補強鉄筋（ｄ）

中詰め
コンクリート

Ｄ13以上、間隔150＠以下

基礎下面

基礎底版鉄筋

主鉄筋径ｄ

帯鉄筋

補強鉄筋

コンクリート
中詰め

Ｄ13－150＠
帯鉄筋

基礎底版鉄筋

基礎下面

基礎上端鉄筋

基礎下面

組立鉄筋

※２

コンクリート

ソイルセメント

中詰め

補強鉄筋（ｄ）

基礎底版鉄筋

Ｄ13－150＠

帯鉄筋

※１

ずれ止め

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

３－Ｄ１６
３－Ｄ１６

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

（呼び名）

※ｄ：鉄筋直径

Ｄ13－150＠

Ｄ13－150＠

中詰め補強鉄筋（ｄ）

杭体内補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋

基礎下面

基礎底版主鉄筋

帯鉄筋

中詰め

コンクリート

基礎底版鉄筋

Ｄ13－150＠

基礎下面

コンクリート

帯鉄筋

中詰め

杭体内補強鉄筋（ｄ）

中詰め補強鉄筋（ｄ）

Ｄ13以上、間隔300＠以下

帯鉄筋

※鉄筋径及び間隔は図面による。
断 面 図

３．２３．１図　底版、床版のせん断補強要領図

※鉄筋径及び間隔は図面による。

３．２３．２図　壁のせん断補強要領図

断 面 図

３．２３．３図　せん断補強筋加工要領図

Ｄ＝５ｄ

ｄ：鉄筋直径（呼び名）

Ｄ：曲げ内法直径

３．２４．１図　ＰＨＣ杭の杭頭補強 ３．２４．４図　ＳＣ杭の杭頭補強

※鉄筋径及び間隔は図面による。

３．２４．３図　場所打ち杭の杭頭補強

３．２４．２図　鋼管杭の杭頭補強

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

※２：全周現場すみ肉溶接

３．２４．１表　杭体内外ずれ止めプレートの肉厚

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

３．２４．５図　鋼管ソイルセメント杭の杭頭補強

※２：全周現場すみ肉溶接

３．２４．６図　杭頭補強筋が底版厚より長くなる場合の杭頭補強

３．２５．１図　独立基礎の補強配筋

３．２５．３図　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

平　面　図

断　面　図

※ｄ：鉄筋直径

（呼び名）

３．２５．２図　基礎接合部の補強配筋

※壁厚ならびに配筋は図面による。

２００＜Ｄ≦１０００ ０＜Ｄ≦２００

３．２３　せん断補強鉄筋

３．２４　杭基礎の補強

３．２５　独立基礎の補強

３．２３．１　底版、床版

（１）底版、床版のせん断補強要領は３．２３．１図及び３．２３．３図

による。

（１）壁のせん断補強要領は３．２３．２図及び３．２３．３図による。

３．２３．２　壁

３．２４．１　一般事項

（１）補強鉄筋にSD390またはSD490を用いる場合、中詰めコンクリート及び補強

（３）杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌ は、３５d以上とする。

（５）杭体内補強鉄筋は必要に応じ配置する。

　　　鉄筋が定着する基礎底版コンクリートの設計基準強度を30N/mm 以上とする。

（４）杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合は、３.２４.６図による。

（２）鉄筋種別、径・本数は、図面による。

３．２５．１　フーチングの補強

（１）補強方法は図面による。

（２）基礎底版筋の配筋は、図面による。

３．２５．２　基礎接合部の補強

３．２５．３　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

０

2

（１）杭基礎の場合のフーチング配筋方法は、３．２５．３図とする。

（２）杭頭処理の方法は、３．２４項に基づくものとする。

（３）杭芯とフーチング外端面との距離（Ｌｐ）は、場所打杭、

　　　打ち込み杭、埋め込み杭は１．０Ｄ（Ｄは杭径）以上とする。

鉄筋

コンクリート

鉄筋

コンクリート

カットオフする場合

カットオフしない場合

杭頭処理形態 部 材 寸 法

Ls≧50φ＋Lo＋10d

Ls≧Lo＋10d

Lc≧2.5Ｄp＋100、かつ50φ＋Lo＋（被り 100）

Lc≧2.5Ｄp＋100、かつLo＋（被り 100）

注１．φは、ＰＣ鋼棒径とする。

１２００≦Ｄ ＜１５００

  ８００≦Ｄ ＜１２００

ｐ

　　　　　Ｄ ＜８００　

ｐ １２

９

１６

ずれ止め厚さ

ｐ

杭　径 （Ｄ ）ｐ

※材質はＳＳ４００

３ 土木工事施工済【参考図】

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-6

構造物細目共通図(6)【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】



Ｌ 、Ｌ 又はＬ

余長

【　※　】

Ｌａ（ただし、柱せいの

　　　　　　　3/4倍以上）

Ｌ

余長

Ｌｂ（ただし、梁幅の
　　　　　　　1/2倍以上）

Ｌ 又はＬ 

Ｌ

Ｌ ｈ、Ｌ ｈ又はＬ ｈ

ｂ

４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

６
ｄ

以
上

ｄ

ｄ

ｄ

４
ｄ

以
上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

８
ｄ

以
上

４
ｄ

以
上

ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

間隔

あきＤ Ｄ

ａ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

厚さ
かぶり かぶり厚さ

かぶり厚さ

Ｌ

Ｌ h

１ ２ ３

３ ２

１

１ ２ １

ａ

帯筋

ａ

あばら筋

躯体面

増打

シーリング

躯
体

面

増打

打継ぎ

定着起点

定着起点

４．１．１表　末端部

４．１．２表　中間部

４．２．１表　フックを設ける位置

４．２．１図　異形鉄筋の末端部

平 面 断 面

壁 壁

断 面

柱 壁 梁

壁

床版

壁 梁

４．４．１図　鉄筋のあき

４．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

４．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(ｍｍ)

４．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

ａ  部

柱 梁

４．５．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

４．５．１図

４．５．２表　鉄筋の定着の長さ

（ロ）折曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

４．５．２図　定着の方法

（イ）直線定着

４．５．３表　鉄筋の投影定着長さ

※４０ｄ（軽量コンクリートの場合は、５０ｄ）と

　４．５．２表のフックなし定着長さのうち大きい値とする

梁主筋の柱内曲げ定着

フックなし

床版

４．１　鉄筋の曲げ加工

４．２　異形鉄筋の末端部

４．３　鉄筋のかぶり及び間隔

４．４　鉄筋相互のあき

４．５　継手及び定着

鉄筋の曲げ加工は、４．１．１表及び４．１．２表を標準とする。

（１）Ｄは、曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

異形鉄筋の末端部には、４．２．１表によりフックを設ける。

４．３．２　最小かぶり厚さ

４．３．１　かぶり厚さ

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚に許容

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から駆対面

までの距離（４．３．１図）をいう。

施工誤差10mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

場合のあきは、図面による。

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、特殊な鉄筋継手の

（２）最小のあき２５ｍｍ

（３）溶接金網にも適用する。

以上確保して最小かぶり厚さを定める。

リートの厚さを含まない。

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンク

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（３）異形鉄筋の直径（呼び名の数値）の1.5倍以上

最小かぶり厚さは、４．３．１表による。

定着の方法は４．５．２図による。

なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げ

て定着する鉄筋の定着長さＬが、４．５．２表のフックあり定着の長さを確保できな

い場合は、全長を４．５．２表に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、

仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを４．５．３表に示す長さ（かつ、梁主筋の

柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上、小梁の場合は１／２以上）

をのみ込ませる。

（注）１、Ｌａ、Ｌｂは、４．５．３表の鉄筋の投影定着長さを示す。

（１）鉄筋の重ね継手の長さは、４．５．１表による。

４．５．１　鉄筋の重ね継手

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄ（軽量コンクリートの場合

　　　は５０ｄ）と４．５．１表の重ね継手長さのうち大きい値とする。

４．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

４．５．３　鉄筋の定着

（１） 鉄筋の定着の長さは、４．５．２表による。

 　　　柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは、４０ｄ（軽量コンクリートの場合

 　　　は５０ｄ）と４．５．２表の定着の長さのうち大きい値とする。

４．５．４　定着の方法

１１

１

(ｍｍ)鉄筋径

最大径
２５ｍｍ
の場合

２５ｍｍ３１ｍｍ

粗骨材

３０ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

　　　　　ない。

曲げ

角度

１８０°

１３５°

９０°

１３５°

９０°

～Ｄ３８以下

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

３ｄ以上 ４ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上
Ｔ形及びＬ形の梁の

あばら筋

９０°

幅止め筋

１３５°

杭基礎のベース筋

柱、梁の主筋

スパイラル筋
あばら筋、帯筋、

Ｄ１３以下の鉄筋

Ｄ１６以上の鉄筋

すべてのコンクリート

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１６ Ｄ１９

使　用　箇　所
折　曲　げ　図

（注）１．片保ちスラブ先端、壁筋の自由端側先端で９０°フック又は１３５°フック

　　　　　を用いる場合は、余長を４ｄとする。

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図面による。

角度

曲げ

９０°

以下

Ｄ２９

～Ｄ３８

－

８ｄ以上

以下

Ｄ１６

３ｄ以上

４ｄ以上

折　曲　げ　図

Ｄ

Ｄ

Ｄ１９

～Ｄ２５

ＳＤ３４５

４ｄ以上

６ｄ以上

すべてのコンクリート

ＳＤ２９５Ａ
使　用　箇　所

あばら筋、帯筋
スパイラル筋

その他の鉄筋

上下階の柱

(STP)

主筋

帯筋(HOOP)

あばら筋

る場合

断面が異な

四隅の主筋

煙突の鉄筋

幅止め筋

柱

梁

部　　位
継手方式

重ね継手 圧接継手

備　考

4.1.1 表参照

１）最上階の柱頭

２）継手部

１）下階の柱主筋を
　　引き通す事が

　　出来ない柱頭部

１）末端部

２）継手部

１）出隅及び下端筋

　　の両端
　（基礎梁は除く）

１）末端部

２）継手部

１）末端部

２）継手部

１）最上階の柱頭

１）下階の柱主筋を
　　引き通す事が

　　出来ない柱頭部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

4.11.1 図参照

図の　印4.2.1

4.7.1 図参照

4.7.1 図参照

4.2.1 図の　印

4.8.1 図参照

図の　印4.2.1

壁の一部となる

場合を含む

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

３：塩害対策地域区分は、建築工事特記仕様書による。

２：仕上なしの場合を標準とする。

６０

４０

６０

４０

４０

３０

７０

５０

７０

５０

５０

４０

一　　般

接する部分
土、水に

煙突等高熱を受ける部分

床、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

構造部分の種別 通常の施工の場合
塩害対策を

必要とする場合

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

Ｄ１０

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ１３

１１

１８

２１

１４

２８

３３

２５ ３３ｍｍ

４４ｍｍ

３８ｍｍ

２９ｍｍ

２４ｍｍ

２０ｍｍ

１５ｍｍ

５８ｍｍ

７７ｍｍ

６６ｍｍ

５２ｍｍ

４５ｍｍ

４２ｍｍ

４９ｍｍ

鉄筋相互のあき：ａ
最小鉄筋芯間隔

ａ＋Ｄ（１）

鉄筋径×1.5

（３）（２）

粗骨材径×1.25 最小あき

最外径鉄筋径

ｄ Ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ３０

３０

２１

２１

２４　　２７

２４　　２７

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

　設計基準強度
Fc（N/mm2）

　コンクリートの

（フックなし） （フックあり）
Ｌ１ Ｌ ｈ１鉄筋の

種　類

（注）１．Ｌ　、Ｌ ｈ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ ｈは、４．５．１図に示すようにフック部分Ｌを含ま

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

フックなし フックあり

スラブ小梁スラブ小梁

Ｌ ｈ
Ｌ ｈ Ｌ ｈ２

３
１Ｌ １ Ｌ 

Ｌ 
２

３

２１

２４，２７

３０

２１

２４，２７

３０

３５ｄ ３０ｄ

４０ｄ

４５ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２０ｄ

１０ｄ
かつ
150mm

以上

１０ｄ ―

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ １５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

３０

３０

２１

２１

２４　２７

２４　２７ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

Ｌａ Ｌｂ

鉄筋の

種　類

鉄筋の

種　類

Fc（N/mm2）

設計基準強度
コンクリートの

Fc（N/mm2）

設計基準強度

コンクリートの

（注）１．Ｌａ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　２．Ｌｂ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

異形鉄筋

４ 建築工事

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-7

構造物細目共通図(7)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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＠
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※

Ｄ≦100

ｄ

１

１

１ ２

１

１

１ １

１

a=0.5Ｌ

a≧0.5Ｌ １

a≧0.5Ｌ h

a=0.5Ｌ h

１

１

３

２

２

２

２

２

２

１

1.5Ｐ

＠１1.5Ｐ

＠２1.5Ｐ

≦
3/
4・

ho
15
00
以
下
か
つ

≦
3
/4
・
ho

1
50
0
以
下
か
つ

１

１

２

２

≧４０ｄ

ＬＬ Ｌ

２

２

Ｌo／４

Ｌo

Ｄ

Ｄ

継手長さ
【※】

Ｌａ

Ｌａ

【※】

【※】

【※】

Ｌａ

Ｌａ

Ｌ

【※】

【※】

Ｌａ （余長）

Ｌ
二段筋

Ｌａ

【※】

Ｌａ

２

１５ｄ

１５ｄ（余長）

１５ｄ（余長）

１５ｄ（余長）

１５ｄ（余長）

継手長さ

Ｌ  /４Ｌ  /２Ｌ  /４ ０００

Ｌ Ｌ

ＬＬ

Ｌ
Ｌ

【※】

【※】

２ １

１１

１

２

Ｌa

Ｌa

Ｌ

Ｌ

Ｌ

【※】

Ｌ

Ｌ

【※】

０

１

１

１

１

15ｄ(余長)15ｄ(余長)

Ｌ  /4 Ｌ  /2 Ｌ  /4０ ００

Ｌa

Ｌa

以上の

添巻

1.5巻

鉄筋
鉄筋

差し筋 差し筋

直交梁位置

打増し厚さ１０mm

打増し厚さ１０mm

梁面より割付ける。

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

帯筋

重ねる。

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１
サイズ太い鉄筋又は同径のものを２
本重ねたものとする。

太い鉄筋または同径のものを２本

二段筋

一節半以上かつ

定着の長さ

一節半以上かつ

継手の重ね長さ

継手の重ね長さ

４．５．３図　溶接金網の継手及び定着要領

床版の場合

壁の場合

４．５．４表　隣り合う継手の位置

４．５．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

（重ね継手）

中　間　部

が多い場合

が多い場合

が多い場合

柱脚の鉄筋

下階の鉄筋

柱頭の鉄筋

上階の鉄筋

が多い場合

継手 定着

４．７．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

6Ｄ66Ｄ Ｄ

1
≦

ａ
≦

1 ａ 1
＞

ａ

・Ｈ形

・Ｗ－Ｉ形（溶接を行う）

（ロ）（イ） （ハ） （ニ）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

（ロ）（イ） （ハ）

（ロ）

４．８．１図　帯筋組立の形

（イ）

・丸形

（イ）

（ロ）

４．１０．２図　段違い梁

梁 梁

柱

※４０ｄ（軽量コンクリートの場合は、５０ｄ）と

　４．５．２表のフックなし直線定着長さのうち大きい値とする

梁 梁

４．９．２図　柱打増し部

FL

GL

４．９．１図　帯筋の割付け

一般の場合

柱

Ｄ:

ｂ: かぶり厚さ

梁のせい

ａ: 上下の柱幅の差（a≦150）

４．７．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

最上階

一般階

上端筋

下端筋

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌo／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌo／４を加えた範囲以内

　　　２．異形鉄筋の末端部（２）で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※４０ｄ（軽量コンクリートの場合は、５０ｄ）と４．５．２表フックなし定着長さの

　　　　うち大きい値とする。

４．１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

４．１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

　　　引き通すことができる。

４．１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

　４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　※４０ｄ（軽量コンクリートの場合５０ｄ）

　３. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　　のように

　２．　　　　    印は、継手及び余長を示す。

(注)１. 異形鉄筋の末端部（2）で定めた鉄筋には、フックを付ける。

と６．２表のフックなし定着長さのうち

４．６　継手及び圧接中心位置（柱）

４．８　帯筋の形状

４．１０　大梁筋の継手及び定着

４．９　帯筋の割付け４．７　柱筋の継手及び定着４．５．５　隣り合う継手の位置及び定着

隣り合う継ぎ手の位置は、４．５．４表により、ａ寸法を守ること。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

（１）溶接金網の継手及び定着

（２）スパイラル筋の継手及び定着

柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０ｃｍ以上、１５０ｃｍ以下かつ

３／４ｈｏ（ｈｏは柱の内法高さ）以下とする。

４．７．１　隣り合う継手の位置及び定着

（４）土に接する柱周囲の打増しは４．９．２図による。

４．１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

　　ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、４．５．４による。

上端筋：曲げ下ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

　　ｃ．段違い梁は４．１０．２図による。

（１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

が出来ない場合は、b.により柱内に定着することができる。

ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、４.１０.１図による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、４．７．２図による。

（１）継手長さはＬ とし、定着及び余長は、４．７．１図による。

（２）柱頭定着長さＬ　が確保出来ない場合は、図面による。

（１）フック及び継手の位置は交互とし、位置を変える。

（２）帯筋の割付けは、４．９．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を

確保し、ピッチは1.5倍とする。

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。

溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ｉ形とする。

（ａ）Ｈ形とする。

（１）帯筋の形状は、４．８．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

２

１

４．１０．２　ハンチのない場合

４．１０．３　ハンチのある場合

（１）最上階の場合

（２）一般階の場合

フック有りの場合

フックなしの場合

圧

接

継

手

手

継

ね

重

条   件 重ねる場合 離す場合

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１６ ＠１２５

Ｄ１６ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１００

≦１００

≦１３０

≦１２５

≦５５

≦８０

≦７０

≦４５

≦１５５

パネルゾーン柱幅(ｃｍ)

柱、梁の交差部の配筋例（0.2％確保）

※Ｐ 、Ｐ のピッチは100以下とする。２１

大きい値とする

４ 建築工事

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-8

構造物細目共通図(8)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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２
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１

１

主筋位置

柱

梁

床版

梁
主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置

壁

上端筋 下端筋

先端小梁

折下げ

片持梁筋

先端小梁

(頭つなぎ梁)

折下げ

片持梁筋
片持梁

片持梁

４．１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

断面

平面

柱

梁

柱

梁

定着の長さは、４．１０．２図に準ずる

４．１０．７図　鉛直段差梁（その１）

柱

梁

４．１０．８図　鉛直段差梁（その２）

最上階

梁

一般階

柱

梁

（イ） （ロ）

４．１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ハ） （ニ） （ヘ）（ホ）

一般の場合 重ね継手とする場合

600≦Ｄ＜900

４．１１．５図　腹筋及び幅止め筋

900≦Ｄ＜1,200 1200≦Ｄ≦1,500

４．１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

４．１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。
　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

４．１２．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

４．１２．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

　　　３．図示のない事項は、４．１０に準ずる。

４．１２．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

一般階

小梁が連続する場合 小梁の終端部

小梁外端部 小梁連続端部

４．１２．４図　片持梁主筋の定着

４．１３．３図　壁開口部の補強の定着長さ

※：鉄筋径及び本数は、図面による

４．１３．１図　壁の配筋

梁

柱

断面

外端 連続端 連続端

柱

端部端部
柱

４．１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

小梁及び片持梁の配筋要領４．１２ 壁の配筋要領４．１３

梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋４．１１

４．１０．４　水平段差のある場合

（１）水平段差のある場合

４．１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

４．１１．１　一般事項

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

４．１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、１１．１図（イ）を標準とする。

（２）フックの位置

床版が両側に付く場合は交互

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが

　　　1.5ｍ以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

４．１１．３　あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

４．１１．４　腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

ａ） 腹筋及び幅止め筋

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

４．１２．２　小　梁

４．１２．１　一般事項

（１）連続小梁の場合

印は、継ぎ手及び余長を示す。（２）

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋の項に準ずる。

（２）単独小梁の場合

４．１２．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に

取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、

２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

４．１３．１　一般事項

（１）壁配筋の継手の長さはＬ 、及び定着の長さは、Ｌ とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、

継手長さをＬ 、定着長さはＬ とする。ただし、耐力壁の重ね継手の長さは、

４０ｄと４．５．２表のフックなし重ね継手長さのうち大きい値とする。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠1000を標準とする。

（４）一般部壁筋は、４．１３．１図による。

４．１３．２　耐震壁の開口

満足することを構造計算によって確認すること。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を

（１）耐震壁等の開口は、図面に示すもの以外は設けてはならない。

４．１３．３　壁開口部の補強

を標準とする。

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、４．１３．３図

（２）壁開口部の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げ

ることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略する

ことができる。

２

１ ２

１ ２

４ 建築工事

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-9

構造物細目共通図(9)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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Ｌ

Ｌ

※１

ａ

Ｌ

Ｌ

ａ

Ｌ ａ

１１

受け筋（Ｄ１３）

受け筋

受け筋（Ｄ１３）

受け筋（Ｄ１３）受け筋（Ｄ１３）

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００ｍｍ

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

打増し部

Ｕ型鉄筋

１－Ｄ※ １－Ｄ※ １－Ｄ※

１－Ｄ※

１－Ｄ※

１－Ｄ※
１－Ｄ※

２－Ｄ※

２－Ｄ※

Ｄ16(Ｌ＞1000)

Ｄ13(Ｌ≦1000)
受け筋

配力筋

主筋

先端部補強筋

２－Ｄ13

主筋

配力筋

受け筋Ｄ１３

間隔に合わせる

先端壁の縦筋の径及び

２－Ｄ13

２－Ｄ13

出隅部分の補強筋

出隅部

柱又は梁にＬ を定着する

出隅受け部分

注　   ≧   とするｂ１ ｂ２注　   ≧   とするｂ２ｂ１

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

φ６＠100（1500角）溶接金網

主筋

Ｄ16－300＠

主筋

Ｄ16－300＠

※１※１

（ｎ　／２）本１

（ｎ　／２）本２

※

梁のあばら筋

Ｄ１６補強筋：

Ｄ16－300＠以内

主筋

※１

主筋

Ｄ16－300＠以内

主筋

Ｄ16－300＠以内

主筋

Ｄ16－300＠以内

※１

４－Ｄ※
６－Ｄ※

あばら筋と同径・同ピッチ

あばら筋と同径・同ピッチ Ｄ１６補強筋：

ｎ　本１

ｎ　本２

（Ｄ１３）

１

ＰＨ・吹抜け等

梁のあばら筋

先端部補強筋

２－Ｄ13

※１

端部

４．１３．４図　壁の交差部及び端部の配筋

２－Ｄ※１－Ｄ※

内壁の端部 外壁の端部

２－Ｄ※ ４－Ｄ※

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針」（建築学会）に基づき図面による。

交差部

４．１４．１図　壁の打増し補強配筋

４．１５．１図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その１） 及び受け筋（その２）

４．１５．２図　スラブ筋の定着長さ

４．１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

４．１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

４．１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

４．１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

※先端の折り曲げ長さ ｂは、スラブ厚さ

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

４．１５．４図　片持スラブの配筋

４．１５．８図　段差のある床版の補強配筋

Ｈ≦70 70＜Ｈ≦150

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

４．１５．９図　床版開口部の補強配筋

※：鉄筋径は、図面による

４．１７．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

４．１８．１図　柱の増し打ち補強配筋

７０≦ａ 、ａ　≦２００７０≦ａ≦２００

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

４．１８．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

４．１８．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

４．１８．２図　梁の増し打ち補強配筋

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

７０≦ａ 、ａ　≦２００７０≦ａ≦２００

７０≦ａ≦２００７０≦ａ≦２００

２１

２１

４．１４　壁の打増し要領

４．１５　床の配筋要領

４．１７  階段の配筋要領

柱及び梁の増し打ち要領４．１８

４．１３．４　壁の交差部及び端部

（１）壁と壁の交差部は、４．１３．４図による。

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

ｂ．（　）内は、土圧、水圧及び耐震壁等の継手長さを示す。

同間隔とする。

ｃ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び

（１）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、

配管等での壁の打増し補強筋は、４．１４．１図による。

打増し厚さのａが５０ｍｍ以上、２００ｍｍ以下に適用する。

２００ｍｍを越える場合は、特記による。

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、４．１５．１図による。ただし、引き通す

ことができない場合は、４．１５．２図、４．１５．３図により梁内に

定着する。

は図面による。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強

４．１５．１　一般事項

（１）片持スラブの配筋

４．１５．２　片持スラブ

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

４．１５．３　出隅部の配筋方法

による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ /２とする）

特記にない場合は、Ｄ１０＠１００ダブルとする。

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、４．１５．６図による。

４．１５．４　地上部最上階の屋根床版

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

の下側に配筋する。

（１）出隅及び入隅部分には、４．１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋

４．１５．５　段差床版の補強

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

（１）同一床版に段差がある場合、４．１５．８図の補強を行う。ただし、

４．１５．６　床版開口部の補強

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で

周囲を補強し、隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の

内側に配筋する。（４．１５．９図）

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

より開口部を避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

４．１８．１　柱

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．１図による。

ただし、ａ＜７０ｍｍの場合は補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ 以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．２図による。ただし、

ａ＜７０ｍｍの場合、補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ 以上とする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

２

２

４．１８．２　梁

１

１

４ 建築工事

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-10

構造物細目共通図(10)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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３-Ｄ19

※
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(図面による)
フーチング

隅鉄筋Ｄ16

増し打ち補強筋

※

Ｄ１３＠２００
ＨＯＯＰ

ａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ｂ） 柱幅と斜材幅が異なる

上端筋は、連続筋とする。
ｄ） 柱頭で斜材となるｃ） 柱脚で斜材となる

１） 柱頭部で柱芯に梁が

取り付く場合

ｅ） 梁が斜材となる
上端筋は、連続筋とする。

４．１９．３図　円柱の取り合い配筋

ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合

柱筋はａ），ｂ）に倣う。

４．１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

取り付く場合

２） 柱頭部で柱外面に梁が

梁

梁

梁

梁

基礎梁

Ｔｙｐｅ ＢＴｙｐｅ Ａ

Ｄ：梁せい

４．１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

大梁

小梁

小梁

大梁

３） 柱脚部の円柱と基礎との

取合い

増し打ち補強要領は、１６．２による。

４．１９ 勾配屋根の取り合い

４．１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

以下とする。

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

補強筋中心間隔ｐ以下とする。

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００

４．１９．２　梁と床版の取り合い

４．１９．３　円柱の取り合い

（１）円柱と梁の取り合い

４ 建築工事

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号-

津市高茶屋小森上野町地内

S-11

構造物細目共通図(11)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-12

水槽部 伏図 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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建築構造部 土木構造部

1 2 3 4 5 6 8 9 107

建築構造部 土木構造部

1階　伏図　S=1/100
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共通事項（特記なき限り）

１．１ＦＬ＝＋２．５００
２．　　 は打増しを示す
３．３通り～８通り柱・壁面までの範囲で1SLより上部は建築構造部とする。
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特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。
２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

開口部(縦筋)一般部(縦筋)

一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図
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４．　　　は土木工事躯体部分を示す。

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-13

1階 伏図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
５．既設鉄筋と定着を行うこととする。
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2階　伏図　S=1/100
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共通事項（特記なき限り）

１．２ＦＬ＝＋６．０００

３．　　　　　　　は打増しを示す。

２．　　　　　　　は土木構造部を示す。
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特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。

２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

開口部(縦筋)一般部(縦筋)

一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-14

2階 伏図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

４．既設鉄筋と定着を行うこととする。
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PN伏図　S=1/100
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（水下CL-100）
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共通事項（特記なき限り）

１．２ＦＬ＝＋９．８００

２．　　　　は打増しを示す。

３．　　 印は20kN,30kN吊フックを示す

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-15

PH階 伏図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

４．既設鉄筋と定着を行うこととする。
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Roof.A伏図　S=1/100

（水下CL-100）（水下CL-100）（水下CL-100）

RFL±0～+100

RFL±0～+100
RFL±0～+100
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（水下CL-100）（水下CL-100） （水下CL-100）
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共通事項（特記なき限り）

２．　　 は打増しを示す
３．梁コンクリート天端は水下CLとする。

１．Ｒｏｏｆ．Ａ　　水下ＣＬ＝＋１３．０００

４．床版コンクリート天端は水勾配にそろえる
５．　　 印は10kN吊フックを示す

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-16

RF階 伏図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A通り軸組図　S=1/100

2FL=+6.000

3FL=+9.800

+13.000

Roof.A　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
+13.700

Roof.B　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

1FL=+2.500

-4.400

GL=+2.400

+10.500

30
d

35
d

35
d

35
d

30d 35d 35d35d

1C8

B1C1 B1C3B1C2B1C2B1C2

共通事項（特記なき限り）

１．　　　　　 は打増しを示す
２．　　 　　　は土木構造部を示す

FG1 FG1 FG1 FG1

1G1

1G11G1

1G1

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。
２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

W70C W70C W70C W70C

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-17

A通り軸組図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

5,000 5,500 6,500 6,500 3,500 7,000 6,500 5,000 4,000
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

B通り軸組図　S=1/100

GL=+2.400

1FL=+2.500

+13.000

Roof.A　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

+13.700

-4.400

-1.400

-5.500

3FL=+9.800

Roof.B　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Roof.C　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

2FL=+6.000

+10.500

3
0
d

3
5
d

3
5
d

3
5
d
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1C7 1C9 1C7

B1C5

B1C6 B1C6

共通事項（特記なき限り）

１．　　　　　 は打増しを示す

２．　　 　　　は土木構造部を示す

1G21G4

1G31G21G21G21G2

FG11FG11 FG11 FG2 FG11

FG3 FG4

FG5

1G9 1G9

FG5

2G5 2G5

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。

２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

W70F W70F
W100A W70FW70A W70C W70C W60D

W60F

W60BW60B

W70H W70A

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-18

B通り軸組図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

C通り軸組図　S=1/100

GL=+2.400

1FL=+2.500

2FL=+6.000

3FL=+9.800

-4.400

-1.400

-5.500

Roof.B　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

Roof.C　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

+13.000

Roof.A　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

+13.700

+10.500
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1C111C101C7

共通事項（特記なき限り）

１．　　 　　　は土木構造部を示す
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FG6 FG7

1G5 1G5 1G5 1G5

1G6 1G5

2G6

FG8 FG9

1G5

2G7

1G7 1G8

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。

２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

EW20B

W60A

W50A

W50A

W60B W60B W60B W60B W60B W60B

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-19

C通り軸組図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

D通り軸組図　S=1/100

GL=+2.400

2FL=+6.000

3FL=+9.800

+13.000

Roof.A　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
+13.700

-5.500

Roof.B　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
Roof.C　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

1FL=+2.500

-1.400

-4.400

+10.500
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B1C6

1C71C91C7

共通事項（特記なき限り）

１．　　 　　　は打増しを示す
２．　　 　　　は土木構造部を示す

FG11 FG11 FG11 FG11 FG11

1G21G2 1G2

2G5 2G5

1G21G2

1G21G2

FG10 FG10

FG5 FG5

1G91G9

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。
２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

W70B W70B W70B W70D W70D W70E W70E

W60E

W60B W60B

W60G

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-20

D通り軸組図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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2通り軸組図　S=1/1001通り軸組図　S=1/100

GL=+2.400

1FL=+2.500

-4.400

GL=+2.400

1FL=+2.500

-4.400

B1C1 B1C1 B1C1 B1C7B1C4 B1C4

共通事項（特記なき限り）

１．　　 　　　は土木構造部を示す

共通事項（特記なき限り）

１．　　　　　 は土木構造部を示す

1GA 1GA

FGA FGA FGB FGB

1GB1GB

W70J W70J

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-21

1・2通り軸組図 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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3通り軸組図　S=1/100 4通り軸組図　S=1/100

GL=+2.400

1FL=+2.500

-4.400

2FL=+6.000

3FL=+9.800

Roof.B　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端 Roof.B　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

GL=+2.400

-4.400

3FL=+9.800
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1FL=+2.500

2FL=+6.000

30
d
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d

30d 35d 35d35d

B1C1B1C1

B1C7B1C4 B1C4

B1C4B1C7

共通事項（特記なき限り）共通事項（特記なき限り）

１．　　 　　　は土木構造部を示す １．　　　　　は打増しを示す

２．　　 　　 は土木構造部を示す

1GC 1GD 1GD

FGBFGC

1GA

FGB FGB

1GD

FGB

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。
２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

W70C

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-22

3・4通り軸組図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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5通り軸組図　S=1/100 6通り軸組図　S=1/100

GL=+2.400

1FL=+2.500

-4.400

2FL=+6.000

3FL=+9.800

+13.000

Roof.A　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
+13.700

GL=+2.400

1FL=+2.500

-4.400

2FL=+6.000

3FL=+9.800

+13.000

Roof.A　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
+13.700
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30d 35d 35d35d

B1C2 B1C8 B1C11

B1C2 B1C5 B1C7 B1C4

B1C5

共通事項（特記なき限り）

１．　　    は打増しを示す

２．　　    は土木構造部を示す

共通事項（特記なき限り）

１．　　    は土木構造部を示す

1GB 1GB

FGD FGE FGD

FGF FGF

1GF1GF

FGE

1GL 1GL

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。
２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

W50A

W50A

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-23

5・6通り軸組図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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8通り軸組図　S=1/100
7通り軸組図　S=1/100

GL=+2.400

1FL=+2.500

2FL=+6.000

3FL=+9.800

+13.000

Roof.A　ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
+13.700

GL=+2.400

1FL=+2.500

2FL=+6.000

3FL=+9.800

+13.000
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1C7

共通事項（特記なき限り）

１．　　    は打増しを示す
２．　　    は土木構造部を示す

共通事項（特記なき限り）

１．　　    は土木構造部を示す

2GF 2GF

FGD FGG FGG

1GH1GG1GE 1GK 1GA 1GA

FGIFGI

FGH

2GA

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。
２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

W50B W50B

W50A

W70GW70G

W70IW70I

W70J

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-24

7・8通り軸組図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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9通り軸組図　S=1/100 10通り軸組図　S=1/100
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+10.500

-1.400

-0.100

30
d

35
d

35
d

35
d

30d 35d 35d35d

B1C1

1C9
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1C9
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共通事項（特記なき限り）

１．　　    は打増しを示す

共通事項（特記なき限り）

１．　　    は打増しを示す
２．　　    は土木構造部を示す２．　　    は土木構造部を示す

2GG2GG

FGJFGJ FGLFGK

2GH

1GI 1GI 1GJ 1GJ

2GH

特記なき限り（共通事項）

１．開口位置は、建築図を参照。
２．建築壁符号及び配筋は「小梁・壁・床版リスト」参照。

一般部(縦筋) 開口部(縦筋) 一般部(横筋) 開口部(横筋)

差し筋要領図

W20BW20B

W60B W60B

W60EW60E

W60B

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-25

9・10通り軸組図 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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水路部柱リスト
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主　筋
H POO

符　号

B1C11
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主　筋
H POO

符　号

Ｂ×Ｄ

主　筋
H POO

符　号
Ｂ×Ｄ

主　筋
H POO

符　号

Ｂ×Ｄ

主　筋
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Ｂ×Ｄ
主　筋
H POO

符　号

B1C6

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-26

水槽部 柱リスト 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-27

1階 柱リスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-28

2階 柱リスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-29

PH階 柱リスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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階
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下　端　筋

スタ－ラップ
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-30

大梁リスト(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-31

大梁リスト(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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全断面

700×1,200

6-D13

-D13@1,000

全断面

FG2 FG3 FG4 FG5

-D13@1,000

1,000×1,500

10-D29

10-D29

700×1,200

6-D13

-D13@1,000

全断面

-D13@1,000

3-D13@200

700×1,500

全断面 全断面

2-D13@200

-D13@1,000

600×1,500

7-D29

7-D29

6-D29

6-D29

FG1
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14-D29

9-D13@100

6-D29

6-D29

2-D13@200

14-D29 14-D29

1,400×1,500

3-D13@100 6-D13@200

大梁リスト 1/30

階
符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

B1F

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-32

大梁リスト(3) 【参考図】

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
※土木工事施工済【参考図】
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B5

内端部 外端部・中央部

3-D19

3-D19

3-D19

350×600

2-D10@200

2-D10

-D10@1000

B4

中央部

2-D10

-D10@1000

2-D13@200

C端部 D端部

3-D22

5-D22

3-D22

3-D22

B端部・中央部

4-D22

3-D22

C端部

3-D22

3-D22

2-D10

-D10@1000

2-D13@200

B3 B5

400×750400×750

内端部 外端部・中央部

3-D19

3-D19

3-D19

350×600

2-D10@200

2-D10

-D10@1000

3-D22

4-D22 4-D19 4-D22

3-D22

3-D22

3-D22

2-D10

-D10@1000

2-D13@200

4端部3,5端部・中央部

B6

400×750

2-D10@200

2-D10

-D10@1000

300×600

3-D19

3-D19

全断面

B7

2-D10

-D10@1000

2-D13@200

400×700

全断面

B8

3-D22

3-D22

-D10@1000

2-D13@200

400×900

B10

3-D25

3-D25

3-D25

5-D25

両端部

4-D10

中央部

-D10@1000

2-D13@200

B9

400×900

4-D22

4-D22

全断面

4-D10

-D10@1000

2-D13@200

400×900

B11

4-D10

6端部

3-D25

3-D25

3-D25

6-D25

B12

-D10@1000

B13

-D10@1000

3-D13@200

4-D10 4-D10

3-D13@200

400×800

-D10@1000

2-D13@200

両端部 中央部

B14

2-D10

中央部 7端部 中央部

450×900 500×900

7-D25

5-D25 7-D25 5-D25 7-D25

6端部

5-D25 5-D25

3-D25

3-D25

400×900

-D10@1000

2-D13@200

B15

3-D25

中央部両端部

4-D10 2-D10

-D10@1000

2-D13@200

全断面

400×600

3-D19

3-D19

B17

-D10@1000

2-D13@200

中央部両端部

B16

4-D10

400×900

3-D253-D25

3-D25

-D10@1000

2-D13@200

4-D10

400×900

B18

6-D25

4-D25

4-D25

4-D25

6端部

2-D10

-D10@1000

2-D13@200

400×700

4-D25

3-D253-D25

3-D25

中央部両端部

B19

全断面

3-D19

3-D19

B20

2-D13

-D13@1000

2-D13@200

400×600

2-D13@200

全断面

400×800

3-D22

3-D22

B21

2-D13

-D13@1000

2-D13@200

全断面

400×800

3-D22

2-D13

-D13@1000

4-D22

B22

2-D13@200

-D13@1000

500×900

3-D25

4-D25

3-D25

3-D25

2-D13@200

-D13@1000

500×900

3-D253-D25

3-D25 5-D25

2-D13@200

-D13@1000

500×900

7-D25

両端部 中央部 両端部 中央部 両端部 中央部

2-D13@200

全断面

400×800

-D13@1000

B23 B24 B25 B26

3-D19

3-D19

4-D13 4-D13 4-D13 2-D13

6端部 7端部

8-D25 3-D25

3-D25

3-D25

-D10@1000

2-D13@200

CG1

500×700

2-D10

5-D25

6-D255-D25

5端部・中央部

中央部・5端部
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B1

全断面

3-D19

3-D19

2-D10@200

2-D10

-D10@1000

350×600

B2

2-D10

-D10@1000

2-D13@200

全断面

3-D22

3-D22

400×750

7-D22

D端部 中央部・先端

4-D25

4-D25 4-D25

4-D25

4-D254-D25

4-D25 3-D22

5-D22

3-D22

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

小梁リスト

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-33

小梁リスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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35
d

35
d

35d35d

30
d

35
d

30d 35d

D10@150シングル

D10@150シングル

1-D13

1-D13

150

1-D13

180

4-D13

4-D13

 -D10@1000

D10@200ダブル

D10@200ダブル

D10@150ダブル

D10@150ダブル

180

2-D13

2-D13

200

D10@200ダブル

D10@200ダブル

4-D13

4-D13

D10@150ダブル

D10@150ダブル

180

-

4-D13

4-D13

2-D13

D10@150ダブル

D10@150ダブル

2-D13

200

4-D13

4-D13

D10@150ダブル

D10@150ダブル

2-D13

200

4-D13

4-D13

D10@150ダブル

D10@150ダブル

200

 -D10@1000

D10@150ダブル

D10@150ダブル

200

D10@150ダブル

D10@150ダブル

180

4-D13

4-D13

 -D10@900  -D10@900  -D10@900

 -D10@900  -D10@900  -D10@900

 -D10@900

2-D13

4-D16

4-D16

2-D13

4-D16

4-D16

2-D13

8-D19

4-D16

2-D13

 -D10@900  -D10@900

2-D13

200

4-D13

4-D13

D10@200ダブル

D13@200ダブル

D16@200ダブル

D16@200ダブル

 -D10@1000

300

4-D19

2-D19

4-D19

D16@200ダブル

D16@200ダブル

 -D10@1000

300

4-D19

2-D19

D16@200ダブル

D16@200ダブル

 -D10@1000

400

4-D19 -

-

-

D10@150ダブル

200

4-D13

4-D13

2-D13

D13@200ダブル

D10@150ダブル

200

2-D13

D13@200ダブル

4-D16

4-D16

W15 W18A W18B

W20A

EW18C

W20B EW20B EW20DEW20C

EW18B

KW20

W30 EW30 W40

KEW20B KEW20C

特記なき限り（共通事項）
１．開口位置は、建築図を参照。

２．建築壁符号及び配筋は上記「壁リスト」参照。

1/30

巾止め

巾止め

1/30

500×1000 500×1500

5-D25

5-D25

-D13@1000

A端部側 B端部側

7-D25

4～8-D13

B27

3-D19

3-D19

2-D13

-D13@1000

2-D13@200

B28

400×700

全断面

側面

5-D25

5-D25

7-D25

2-D13@200

2-D13@200

5-D25

各2-D13

符　号 版　厚 位　置 備　考
短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋）

端　部 中央部 端　部 中央部

下端筋

上端筋
200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200
S20A

下端筋

上端筋
200

D13@200

D13@200
S20B

D10D13@200 D10D13@200

D10D13@200D10D13@200D13@200

D13@200

下端筋

上端筋
150

D10D13@200D10D13@200

D10D13@200 D10D13@200 D10D13@200 D10D13@200

D10D13@200D10D13@200
S15

下端筋

上端筋
150

D10D13@200D10D13@200

D10D13@200 D10D13@200

D10D13@200D10D13@200
CS15

D13@200 D13@200

下端筋

上端筋
S40 400

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

下端筋

上端筋 D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200 D13@200
S11 300

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋
300

下端筋

上端筋
S50

S14

S13

S12 700

400

500
D19@200 D19@200

D19@200 D19@200

D19@200 D19@200

D19@200 D19@200

D19@200 D19@200

D19@200 D19@200

D19@200 D19@200

D19@200 D19@200

D16@200 D16@200 D16@200 D16@200

D16@200 D16@200 D16@200 D16@200

D16@200 D16@200

D16@200 D16@200

D16@200 D16@200

D16@200 D16@200

巾止め

巾止め

開口部(縦筋) 開口部(横筋)

一般部(縦筋) 一般部(横筋)

壁リスト

符　　　号

断　　　面

壁　厚

縦　筋

開口部

補強筋

縦

横

斜め

横　筋

符　　　号

断　　　面

壁　厚

縦　筋

開口部

補強筋

縦

横

斜め

横　筋

小梁リスト

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

符　　　　号

位　　　　置

断　　　面

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スタ－ラップ

腹　　　筋

幅　止　筋

床版リスト

符　　　号

断　　　面

壁　厚

縦　筋

開口部

補強筋

縦

横

斜め

横　筋

符　　　号

断　　　面

壁　厚

縦　筋

開口部

補強筋

縦

横

斜め

横　筋

差し筋要領図

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-34

壁・小梁・床版リスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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断　　　面

符　　　号

壁　　　厚

縦　筋

横　筋

幅　止　筋

補強筋

せん断

断　　　面

符　　　号

壁　　　厚

縦　筋

横　筋

幅　止　筋

補強筋

せん断

断　　　面

符　　　号

壁　　　厚

縦　筋

横　筋

幅　止　筋

補強筋

せん断

横端

縦上

縦下

A通側
1通側
D通側
10通側
A通側
1通側
D通側
10通側

A通側
1通側
D通側
10通側
A通側
1通側
D通側
10通側

A通側
1通側
D通側
10通側
A通側
1通側
D通側
10通側

横端

縦上

縦下

横端

縦上

縦下

W100A

1,000

-D13@1,000

-

-

-

D25@200

D25@200

D25@200

D25@200

600

W60A

-D13@1,000

-

-

600

-D13@1,000

-

-

-

W60B

D19@200

D19@200

D19@200

D19@200

D13@400×200

600

-D13@1,000

-

D19@200

上端・中央D19@200
下端D19@100

D19@200

D19@200

-

-

W60D

600

-D13@1,000

-

-

W60C

D19@200

上端・中央D19@200
下端D19@100

D13@200×200

600

-D13@1,000

-

-

上端・中央D19@200
下端D19@100

上端・中央D19@200
下端D19@100

W60E

D13@400×200

D19@200

D19@200

600

-D13@1,000

-

-

D13@400×200

D19@200

D19@200

W60F

上端・中央D19@200
下端D16D19@100

上端・中央D19@200
下端D19D22@100

D19@200

D19@200

D19@200

D19@200

600

-D13@1,000

-

-

D13@400×200

D19@200

D19@200

W60G

上端・中央D19@200
下端D16D19@100

上端・中央D19@200
下端D19D22@100

700

W70A

-D13@1,000

-

-

D13@200×200

700

-D13@1,000

-

-

W70C

D19@200

D19@200

上端・中央D22@200
下端D22@100

D22@200D22@200

D22@200

700

-D13@1,000

-

-

D13@200×200

D19@200

D19@200

W70D

D22@200

700

-D13@1,000

-

-

D19@200

D19@200

D25@200

上端・中央D25@200
下端D25@100

W70E

D19@200

D19@200

700

-D13@1,000

-

-

D22@200

D22@200

W70B

D16@200×200

D19@200

D19@200

700

-D13@1,000

-

D19@200

D19@200

D22@200

D22@200

-

-

W70F

700

-D13@1,000

-

D19@200

D19@200

-

-

W70G

D25@200

D25@200

D13@200×200D13@200×200

700

-D13@1,000

-

D19@200

D19@200

D25@200

W70H

D13@200×200

D13@400×200

上端・中央D25@200
下端D22D25@100

上端・中央D22@200
下端D22D25@100

700

-D13@1,000

-

D19@200

D19@200

D13@200×200

W70I

D25@200

上端D22D25@100
中央・下端D25@200

D13@200×200

700

-D13@1,000

W70J

D19@200

D19@200

D19@200

D19@200

-

-

-

W50A

500

-

-

-

-D13@1,000

D19@200

D19@200

D19@200

D19@200

500

-

-

-

-D13@1,000

D19@200

D19@200

W50B

D25@200

D25@200

D19@200

D19@200

1/30壁リスト

津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-35

壁リスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

1,000

600 600 600600 600 600 600
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:100

津市高茶屋小森上野町地内

S-36

底版リスト

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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７通りラーメン図　S=1/50
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

S-37

７通りラーメン図

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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１．柱主筋の３階柱頭部は全頭フック付とする。
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

S-38

C通りラーメン図(1)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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C通りラーメン図(2)　S=1/50
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:50

津市高茶屋小森上野町地内

S-39

C通りラーメン図(2)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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雑配筋図(階段室配筋図) S=1/30
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津市下水道局下水道建設課

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 図面番号1:30

津市高茶屋小森上野町地内

S-40

雑配筋図(階段室配筋図)(1) 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。

1,
7
55

6,000

150

1
50

150

15
0

15
03
0

2,000 2,1701,830

1,830 2,000 2,170

1,
8
00

1
50

30

10
,
60
0

3,
60
0

3,
8
00

3,
20
0

30
0

6,000

150

15
0

2,000 2,6701,330

1,
7
35

15
03
0



雑配筋図(ハンドホール配筋図) S=1/30

雑配筋図(パラペット配筋図) S=1/30 雑配筋図(脚洗い場配筋図) S=1/30
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雑配筋図(搬入ステージ配筋図) S=1/30
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雑配筋図(2) 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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雑配筋図(屋根開口部配筋図) S=1/30

雑配筋図(開口補強配筋図) S=1/30
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雑配筋図(3) 

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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雑詳細図(ホイストレース取り付け詳細図) S=1/30
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特記なき限り（共通事項）（1）　　印は、梁の打増しを示す。

RFL=+13.000

RFL=+13.000

（2）使用材料： ・鋼材は SS400 JIS規格品　とする。・溶融亜鉛メッキ仕上げとする。・アンカーボルトはSS400とする。
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雑詳細図(ホイストレース取り付け詳細図)

事 業 所 名

天神ポンプ場
（上屋建築）築造工事

令和元年度 下建公補第５号

※本図面はA1サイズを原寸とする。
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